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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"



　こんにちは、お久しぶりですね！

　おや、なんだか浮かない顔をしていますが、いかがなさいましたか？

　こないだお話ししたハーレム男子の物語はお気に召しませんでしたか？

　なるほどなるほど、結局イケメン爆発しろ！　そう思ったわけですね。いやはや、私はリアルが充実しまくっている美少女なのでその気持ちは解わかりませんが、男性の皆さんも本当に大変なんですねえ、わはは。



　ところで、女の子にモテモテでハーレムだなんて羨うらやましい！　と思われたのでしたら、彼にまつわる別のエピソードなどはいかがですか？　おやおや、あんまり興味がなさそうですねえ。どうせまたイケメンが上う手まいこと言って美少女をたぶらかす話だろ？　とそう思われているならば……ええ、まったくもってその通りです！

　しかし、たぶらかされたからといって双方が無事っていうわけではありません。ちゃんと、そこには痛みのようなものが存在しているのですよ。つまるところ、『傷つきたくなかったら何も行動しなければいい』というのが結論なわけです。しかし、その『行動できるか否か』こそが、モテと非モテの境界であると思いませんか？



　お、なんだかやる気が出てきたみたいですね。うんうん、まずは何をするかってー話ですか。そうですね、確かにルックスを磨くのはアリかと思います。なんせぶっちゃけ第一印象は見た目ですからね！　ただし！　そこでイケメンでない人達たちにも朗報ですが、第一印象なんて簡単なモンです！　「あ、この人個性的な顔してるけど面白いな」とか、「あ、この人太ってるけど人ひと懐なつっこくて可愛かわいいな」とか、そういう前向きな印象さえ与えられていれば、フツメンだってイケメンにも勝てる！

　っていうか、イケメンは見て楽しむものであって、くっついたりイチャイチャするモンじゃねーわけですよ。だって向こうも人間ですからね。美少女だってトイレに行ったりなんだりするわけですから、イケメンどもだって臭かったり汚かったりなんだりするわけで、そういう幻想が壊れた瞬間の方が男女ともに傷は深いってわけですよ。うんうん。あ、私は『超』美少女なのでトイレ行かないので安心して下さいね。てへ☆



　冗談はこれくらいにしてですね。

　例の『百物語の主人公』はハーレム系主人公ですが、よくよく考えてみると自分自身もなんだかおっかない存在になってしまっていますからね。『伝説』の『主人公』なんて、正直なってしまったらロクな目に遭あわないわけで。そういう、人間からちょっとした物語の登場人物的な存在になってしまった人達の事を『ロア』って言ったりするわけで。これについては前回話しましたよね？　うん、覚えてないならまた思い出して下さい。



　さてはて、今回はそんな『ロア』になってしまうっていうのがどんなに大変でおっかない話なのかをレクチャーしたいと思います。まあ、言うても貴方あなたみたいな人なら『ばけものになっちゃっても美少女に囲まれて暮らせるならそれでいいじゃん』と思うかもしれませんが。いや、ある意味その思考は主人公の素質があるのかもしれませんね。本気でそれを楽しめるというのであれば。ええ、一度なってみますか、『ロア』に？



　ま、ノーサンキューですよねー、普通。

　今回は、そんな『普通』を求めていた、人間ではなくなってしまった少女と。

　人間になりたかった『ロア』のお話。

　では、百物語のエピソード２を語るとしましょうか。



    

  
    
      


◆挿話：‥第一夜



◆2010-??-??T??:??:??　"Nightmare"



　不意に目を覚ました場所は、物静かな和室だった。

　畳の匂においがほのかに鼻をくすぐり、外の光が障子越しに薄く眩まぶしい。

　目に優しい配色の板張りで作られた、落ち着きのある部屋。

　ぬくぬくとした布団の中は心地良くて、起き上がりたい気持ちを削っていく。

　ああ、二度寝したい。

　その衝動を抑える事なんて出来そうもなかった。

　だから。

　ここがどこかとか。

　今がいつなのかとか。

　――自分は誰だれなのか、とか。

　そんな些さ細さいな問題は気にならなくなる。

　唯一、気になるとすれば……。

「お目覚めですか？」

　着物姿で枕まくら元もとに佇たたずむ少女だった。

　見覚えがあるような、ないような、曖あい昧まいな記憶。

　そもそも、自分の名前すら思い出せない自分が、彼女を覚えているはずもない。それなのに、よく知っているような気もするし、やっぱりまるで知らないような気もする。

　――よく知っている人が、いつもと違う服で笑っていると、違和感と同時にドキドキするみたいな。あんな感覚に似た気持ちだ。

　ただ、唯一解わかる事は。

　自分は、その少女の事をとても気に入っているという事。この気持ちだけあれば、他ほかの事なんて忘れていてもいいんじゃないだろうか。そんな風ふうにすら思えてくる。

「まだ眠そうですね」

　クスクスと玉を転がすように笑う仕草がとても上品だった。

　口元に添えた手。その小指の白さすらも色っぽく見える。

　この子とずっとここにいられたら、どんなに素敵だろう。

　この子となら、ずっとここにいられる気がする。

　この子となら――。

「大丈夫ですよ」

　丁寧な口調で「大丈夫」と言われると、何な故ぜだか解わからないがなんとなく大丈夫なんだな、という気持ちになっていた。

　まるで誘導されているかのような気分になりながらも、逆にそれが心地良い。

　最近、ちょくちょく怖い目に遭あっていた気がするので、こういう安らぎみたいなものが本当に嬉うれしく思える。やっぱり、女の子っていうのはこうでなくちゃな、なんて。

　そこまで考えた時、俺おれの頭の中には他ほかの女の子の面影が不意に浮かんだ。

　じわり、と背中が熱くなる。

「また、いらして下さいね」

　その言葉に促されるかのように、強い眠気に襲われた。

「次は……しましょうね」

　彼女が何を言ったのかは解らない。だけど。



　――その誘惑は、とても甘美に……心に残った。



    

  
    
      


◆第五話：‥“〝人食い村”〟のロア　前編



　つい最近までただの高校生二年生に過ぎなかった俺こと一いち文もん字じ疾風はやては、ある日突然『百物語の主人公』になってしまった。言っている意味はよく解らないかもしれないが、実は俺もよく解らないままだ。

　そういう『百物語の都市伝説』があって、俺は１０１番目の主人公に選ばれた男、というわけだ。ハンドレッドワン、なんてちょっと気取った呼ばれ方をする事もある。



　どこから話したものか大変迷うのだが、順番に語っていくのが一番解り易やすいかもしれないな。そう、最初のきっかけはえーと……親友の仁に藤とうキリカって可愛かわいい女の子と、都市伝説トークに花を咲かせていた朝だったと思う。あの時は、まさか俺が怖い目に遭いまくるなんて夢に思っていなかった。

　それから、『ヤシロ』と名乗る女の子から『Ｄフォン』という携帯電話を手渡され、『メリーさんの人形』という都市伝説のオバケである一いち之の江え瑞みず江えって転入生に襲われたり、親友だと思ってた女の子の正体が実は『魔女喰ぐいの魔女』で、やっぱり襲われたりとか、まあ、怒ど涛とうの展開があった。

　今は落ち着いて、そんな二人とも仲良く（？）やっている。



　そんなわけで、俺おれは『都市伝説のオバケ』達たちこと『ロア』と今後も仲良くやっていかなきゃいけなくなったわけだが……。



　今回の物語も、キリカとのトークから始めるとしよう。



　――それは衣替えも始まりつつある、６月に入った朝の事だった。



◆2010-06-01T08:30:00　"Yasaka High School 2-A Class"



「夢？」

「うん、すっげー美少女が出た気がしたんだが覚えてないんだ」

　朝のホームルームの前の時間。

　俺はいつものようにクラスの人気者、仁に藤とうキリカとトークを楽しんでいた。

「へえ、モンジ君が見る美少女の夢かあ……」

「モンジって言うなってばよ」

「ふふ？　じゃあ、一いち文もん字じ君、って呼ぶ？」

「それも他人行儀で嫌だなぁ」

「じゃあ……気持ちをたっぷりこめて、『疾風はやて』って呼ぶとか」

「ドキドキし過ぎるから、キリカはモンジでいいです、はい」

「あはっ、じゃあモンジ君、だねっ」

　相変わらず俺の机の上という特等席に座って、パタパタと足を振っているキリカ。

　その太ももがチラチラ、とする度に俺の視線はチラチラ、とそこを見るわけで。

　困ってしまうくらいの可愛かわいいルックスだった。猫を思わせるような瞳ひとみ、整った顔立ち、そして実は日本人離れした、服に隠されたナイスバディ。特に胸の形と太ももの綺き麗れいさといったら、天下を狙ねらえるほどだ。

　そんなキリカは当然クラスでも人気があり、男子達は睨にらむように、女子達はハラハラした視線で俺を見ている。特に、俺とよくつるんでいる金髪碧へき眼がんの『残念なイケメン』ことアラン・シアーズは目に呪のろいでも込めているかのように俺を凝視していた。

　こんな風ふうにキリカとのトークタイムを見守られるのも、毎朝恒例になっている。

　そんなクラスメイトの視線を知ってか知らずか、キリカは朗ほがらかに俺に顔を近付けてくると、むふふ、と笑った。

「で、美少女の夢ってことは、エッチな夢だったんでしょ？」

「いや、それだったらキリカには話さないな」

「あれ、そうなんだ？　……もしかして誰だれかのエッチな夢を見たことがあるとか？」

「あー……ノーコメントで」

　追求するように顔を近付けてくるキリカの視線を避けるように廊下の方を向く。

　――これじゃ、誰のを見たのかなんてバレバレかもしれないがな。

「ふむ。先輩の夢は当然としてー」

「うぐっ、ま、まあ、な」

「もしかして、わ・た・し、のも？」

　さらに顔を近付けてはニヤニヤーと笑うキリカ。

　ああ、うん、やっぱりバレバレだったようだ。

「わっ、赤くなった！　モンジ君って解わかり易やすいよねっ！」

「う、うるせーっ、魅力的な女友達がいると仕方ないんだよ！」

「へええ。男の子って罪な生き物だねえ。好きな子じゃなくてもいいんだぁ」

　ニマニマと笑っているキリカ。

　別に『そういう対象』として見られている事自体は気にしていないのか？

「ま、恥ずかしいけど夢の中ならいっか」

　あっけらかんとしたものであった。

「なんだ、いいのか。じゃあ今度キリカの夢を見たら、ちゃんとしよう」

「へえ、ちゃんと？　夢の中の私とはどこまでいったの？」

「こう、いい雰囲気になってだな」

「うんうん」

「むちゅー、と」

「わっ、キスまでいったんだ？」

「しようとしたところで目が覚めてしまったんだ……」

「別にエッチな夢じゃないよね、それ？」

「キリカは何な故ぜか水着だったな」

「好きだねモンジ君、私の水着！」

　事あるごとに言っているのもあって、キリカは大いに笑っていた。

　いや、ほんとに凄すごいんだって、キリカの水着姿。

　俺おれは今でも気が向いたら携帯電話の写真を見ているくらいだ。

　……なお、そのデータの中には最近、憧あこがれの先輩ともう一人の水着写真も（ちゃんと許可をとって）増えていた。死んでも手放せないデータになってきたものだ。

　そういえば、そのもう一人は今日も遅刻のようだ。表向きは『体が弱い』という事になっているが、本当の所は調査やら何やらで色々と忙しいらしい。

「ま、私の夢はいいとして。モンジ君の夢はちょっと気になるね？」

「そうなのか？」

「夢っていうのは記憶の整理って言うけど、実際オカルト的に使われる事も多いでしょ。予知夢とか明めい晰せき夢むとか、色々と逸話も多いし」

「まあ、そうだなあ。なんかおっかない都市伝説とかあるのか？」

「『猿の夢』っていうのならあるかな？」

「猿？　あの、ウッキーの？」

「そ。ウッキーの。お猿さんの夢」

　動物園などで見かけるあの愛らしい猿の夢。

　それがおっかない、というのに繋つながらずに首を傾かしげる。

「続き物の夢を見る事って結構あるじゃない？」

「ああ、あるある。忘れた頃ころに、前の続きを見る、みたいなヤツだな」

「そうそう。『猿の夢』っていう都市伝説は、それのおっかない版なの」

「ほほう」

　キリカは思い出すように上を見て、人差し指を唇に当てた。

　ああやって俺おれに伝わり易やすい言葉を考えてくれているのだろう。

「このお話を全部聞いたり読んだりしたら、自分も同じ夢を見て、死んでしまう……みたいに言われている話。まあ、都市伝説にはこういう前置きは必ひつ須すといえば必須かな」

「全部聞くとアウトってのは、よくある話だよな」

　この物語をここまで読んでしまった人の所には……みたいな締めのヤツだ。

　怖がらせ方の典型的なパターンでもある。

「本当に『アウト』な話もあるから、そういうのは気をつけてね、モンジ君」

「……注意してくれると嬉うれしいぜ」

　念のため、ポケットに仕込んである『Ｄフォン』に触れる。

　デザインセンスのいい黒い携帯電話は、特に熱くもなっていなかった。

　このキリカの話は大丈夫っぽいな。

「その危険確認は大事だよ、えらいえらい」

「キリカ達たちに鍛えられてるからだな。そんで、どんな話なんだ『猿の夢』って？」

「うん。ある日、夢を見た人がいました」

「うんうん」

「その夢の中で、えーと……遊園地にあるみたいな、お猿さん電車に乗るんだったっけな？　場合によってはバスだったり、私が読んだのだとジェットコースターだったりとか。とにかく乗り物みたいなものに乗るの。それで、その夢を見た人は一番前の席に乗ろうとしたところ、場内アナウンスが説明を始めて。『かなり怖い目に遭あいますよ』って注意されたんだって」

「ふむ。まあ、この手の話は怖くてなんぼ、だろうからな」

「うんうん。その人も『怖がらせて貰もらおうじゃないか』って気持ちで乗ったんだって。話によって細部は変わるんだけど、実は『これは夢だ』って解わかってる人だったから、たかをくくっていたっていうのもあるみたい」

　なるほど。夢だって解っているなら何をしても平気だろ、みたいな状態なわけか。

　俺おれは夢の中で「これは夢だ」と思うとすぐ目覚めてしまうので、ちょっと羨うらやましい。

　そう、夢だと解っていれば、先輩やキリカとだって……。

　っとと、いかんいかん。エッチな妄想は夜にするとしよう。

「えっちな妄想はいいの？」

「夜にする事にした。っていうか、キリカは俺の思考を読み過ぎだろ」

「ふふっ、だってモンジ君の事はいっぱい知りたいからね」

　嬉うれしい事をはにかみながら言ってくれる。小悪魔的な微笑ほほえみにドキドキしながらも、俺は手を向けて続きをどうぞ、と促した。

「んで、いざ、電車が出発しました！」

　キリカがビュー、っと手を横から横に移動させて電車の移動を表現する。その仕草が愛らし過ぎて、とてもじゃないが怖い話には思えない。

「しばらくしたら車内アナウンスが流れ始めて、いきなりおっかない事を言い始めるの。『次は～、活いけ造づくり～活造り～』って」

「活造り？　魚の？」

「ううん、人の」

「人て」

「夢を見ている人が後ろを見ると、電車の一番後ろに座っていた人が、大勢の小人さんに刃物でズタズタにされて、魚の活造りみたいにされちゃったんだって。悲鳴とか、匂においとかもリアルに届いたらしいよ」

「うへえ、スプラッターだな」

　人の活造り。想像したくないので、頭の中には理科室の標本を浮かべておいた。

「しばらくすると、今度は『次は、抉えぐり出し～、抉り出し～』って流れたらしくて」

「そりゃまたスプラッターだな」

「今度もいっぱい出てきた小人さんが手に手にギザギザスプーンを持って、後ろの席に座っていた女性の目玉を抉り出し始めて……」

「うえええ……」

　俺は怖い話もそうだが、痛い話も苦手だった。思わず目を押さえたりしつつ。

「やっぱり血の匂においも、すぐ近くで聞こえた絶叫もリアルだったんだって」

「……それは嫌だなあ……」

「そんでもって、次はいよいよ自分の番。逃げなきゃ！　と思っても体は全く動かない。そうこうしているうちに、流れるアナウンスは『次は、挽ひき肉にく～、挽き肉～』って」

「じ、自分は挽き肉のターンだったわけか」

「挽き肉になりたくないから、大慌てで『夢から覚めよう』って願ったみたい。だけど、自分のすぐ後ろから『ウィーン』っていう機械の音が響いてきて……」

「ひいっ」

「そこでかろうじて目が覚めたのでした、みたいな」

「ほっ、そりゃ怖いな」

「しかもまだ続きがあるのですよ！」

　こっちが怖がっているのをいい事に、キリカはノリノリだった。

　むしろこれからが本番だと言わんばかりの態度だ。

「キリカ先生」

「何かな、モンジ君」

「かなり怖そうなので、ソフトにすっぱりお願いします」

　いかに俺おれが『怖い話を百個集める』のが役目の『主人公』であっても、ぶっちゃけ怖いものは怖い。むしろ、怖がらなくなった時にこそ油断が生じそうですらある。勇気っていうのは恐怖を知っている者のみが持つって何かで読んだしな。うん。

「うーん、そうだね。じゃあすっぱり話すと。それから数年後、すっかり忘れた頃ころに、おんなじ夢をその人が見たんだって。で、今度は目を覚ます直前に『また逃げるんですか～？　次に来た時は最期ですよー』って言われた、っていうお話」

「うひぃ、そんで、その人はどうなったんだ？」

「うん？　その人は『もし次に同じ夢を見たら私は死んでしまうかも』って語り終えていたね。現実世界での死因は心臓麻ま痺ひかもしれないけど、夢の中では挽き肉です、って」

　なるほど、確かにおっかない話だった。そもそも夢なんてコントロール出来るものじゃないのだから、いつかは見てしまうかもしれないわけで。

「この話を読んだ人が、自分も『猿の夢』を見た！　って言い始めた事から『聞いたら同じ目に遭あってしまう話』になったみたい。そして、それを確かめる方法はないわけだから……いつか、自分も見てしまったら……みたいに怖くなるってわけ」

「うっ、確かにキリカの水着姿の夢ならもう一度見たいが、そういう夢は見たくない……って思えば思うほど見てしまいそうだなぁ」

「都市伝説の怖い話の典型パターンではあるけどね？」

「うん？」

「助かる方法があったり、猶予があったり。つまり『誰だれかに伝えられる』という状態があるの。だから、つい人に話してしまう。怖い気持ちを共有したりしたいから」

「ああ、ほんとだ。今回にしても、もしその夢を見てしまったとしても続きは数年後だったり『その人が本当に三度目を見て死んでしまったのか』は絶対に解わからないようになっているんだな」

「そ。回数制や、段階を踏むものっていうのはそういう抜け道や倒し方があるの。モンジ君は覚えておいてね？」

「勉強になるなあ」

「この手の異世界系のお話はある意味都市伝説の基本。どこか別の場所に連れ去られたり、閉じ込められたりっていうのはよくある事なの。今回の場合『悪夢の中』っていう感じで。場合によっては私達たちも助けに行けないかもしれないから、気をつけないとだよ」

「う、うむ、解った」

　いずれはそんなのとも遭遇するのかもしれない。

　俺おれが不思議な環境にいるのは確かだが、まだ単なる一介の男子高校生に過ぎないのだ。そんな俺が、否いや応おうなしに殺しにくる相手を何とかするなんてどうすればいいのだろう。失敗すると、夢の中で殺されて、現実の体も死んでしまうなんて……。

　普通の女子高生は仮の姿、本当はおっかない『魔女』であるキリカや、今日はまだ来ていないあいつがいない時の俺では、何の対処もできそうもない。

　ぶるっ、と身震いした。

「ま、まあ、俺が見た夢はそんな怖い夢じゃなかったはずだよ」

「そうなんだ？」

「起きた時、ちょっと残念だったくらいだからな」

　そう、目が覚めた時、寂しさみたいなものを感じたのだ。

　もっと夢を見ていたかったような、切ないような、ノスタルジックなあの感覚。

　そんな、今朝の感覚を思い出そうとしていると。

「おーい、モンジいるー？」

　教室のドアの方で俺を呼ぶ声がした。

「およ？」

　キリカもドアの方を見ると、薄い茶色の髪をいわゆるツインテールにした、快活そうな女の子が立っていた。瞬間、クラスがざわつく。

「モンジって呼ぶな。なんだよ珍しいな？　音ね央お」

「いいじゃない、呼び易やすいし」

　別のクラスであろうと気にせずズカズカと入ってくる。それだけで男子達は目で彼女を追った。無理もない。雑誌の読者モデルを何度もやっていて、アイドル事務所からスカウトされているほどの美少女が、俺おれの方に歩いてきたのだから。特にスタイルの良さ、バストの大きさが際立っている。本来なら大きいと太って見えるのだが、彼女の場合は身長がやや高めなおかげもあって、均整の取れたエロッちい体つきになっていた。当人はそのスタイルがどう見られるのか、よく知っているようなので気にしていないっぽいが。

　名前は、六むつ実み音ね央お。

　そのスタイルがここまで良くなる前……つまり中学時代からの俺の友達だった。

「モンジはモンジ、それでいいでしょ？」

「親しい仲にも礼儀があるんだぜ、音央」

「親しい仲にあだ名で呼ばれるのは普通でしょ？」

「親しくないヤツがすっかり真ま似ねしてるじゃないか」

「いいんじゃない？　それだけ親しみ易やすい男って事だもの」

　ああ言えばこう言う、典型的な強気娘だ。言いたい事を言い合う仲なので、とても気安い。そんな俺達たちの会話に、ニコニコと笑いながらキリカも交ざってきた。

「そうだよ、いいんじゃない？　モンジ君」

「ほら、キリカちゃんも言ってるわよ？」

　腰に手を当てる仕草や、勝気そうな目と口調はとことん自信に充みち溢あふれていた。

　生徒会副会長もやっている音央は、常に堂々として自信を崩さない。だからこそ、こうして別のクラスに姿を見せるだけでもザワザワと人の視線を集めるのだ。

　しかし、いつもなら美少女の登場と同時にやってくるアランが近づいてこない。そういや、あいつは音央に苦手意識を持っている節がある。後で理由でも聞いてみるとして。

「んで、どうしたよ、こんな朝っぱらから」

「会長に聞いてきたのよ」

「詩し穂ほ先輩に!?」

　なんと憧あこがれの七しち里り詩穂先輩が、俺の話をしてくれていたというのだ！

　さっきまで感じていた夢の恐怖などは吹き飛び、今はこの愛のメッセンジャーの話が聞きたくて仕方なくなった。

「うっわ、食いつきいいわね……」

「あはは、モンジ君は詩穂先輩大好きだもんね」

「あんたのそのキモさ有名なのね」

「キモい言うな。俺の愛は隠さない事にしてるんだ。んで、先輩はなんと？」

「別に会長からメッセージがあるわけじゃないわよ。ちょっとモンジ達が詳しいだろうから、相談してみてって頼まれただけ」

「俺、達？」

「そ。モンジと、キリカちゃんと、後は転入生の一いち之の江え瑞みず江えさん？」

　キョロキョロと辺りを見回す音ね央お。そういえば親しげに『キリカちゃん』と呼んでいるって事は、キリカは音央とも友達関係なのか。もしくは、そういう記憶があるように『魔術』か何かで仕向けてあるのか。キリカならどっちでもやってそうだよな。

「一いち之の江えならまだ来てないぜ。病気がちで有名なんだ」

「そうなの？」

　しかし、やたらピンポイントな人選だな、と思ったら。

「あんた達たち、都市伝説に詳しいんでしょ？」

　ああ、やっぱりそうきたか、とキリカとアイコンタクトする。

　そしてそのアイコンタクトの目の端に、アランが『キリカたんとアイコンタクトしやがって』とでも言いたげに中指を立てているのが見えた。

　こら。そんな仕草を良い子が真ま似ねしたらどうするんだ。というか今時中指を立てるとか、一時代前の弱そうな不良かお前は。――外見は金髪碧へき眼がんのイケメンなのになあ、あいつ。

　ま、そんなアホな友人の事よりも今は詩し穂ほ先輩の用件だ。

「また詩穂先輩はおっかない話でも聞いてしまったのか？」

　いつぞや、メリーさんの人形の都市伝説を怖がっていたのを思い出して尋ねる。

「と、いうよりちょっと噂うわさになってるみたいなのよ」

「噂？」

　もう一度キリカにアイコンタクトをしてみると、キリカは小さく首を振った。

「そ。とりあえず、放課後に生徒会室まで来てくれる？」

「それは構わないが……一体何の噂なんだ？」

　俺おれが尋ねると、音央はちょっとだけ思案してから。

　――その噂の名前を口にした。



「神隠し、よ」
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　昼休みに堂々と遅刻してきた一之江と一緒に、俺とキリカは屋上にいた。

　従来は閉鎖されていて入れないはずの場所なのだが、鍵かぎが開いているので俺達は当たり前にここを訪れている。最近では他ほかの生徒もくつろぎに来ているようで、ベンチや手すりが美化委員会によって綺き麗れいにされていた。

　そんな屋上の片隅にあるベンチに座って、三人で語り合う。

「『神隠し』とはまた厄介なものですね」

　一之江は正座して、小さなお弁当箱を膝ひざに乗せながら呆あきれたように呟つぶやく。

　小柄で黒髪のお人形さんのような美少女が、じと目で俺おれを見ているというのはそれはそれで感慨深いものがあった。肌の色も真っ白だし、見た目は本当に病弱そうに見える。

　この娘こが本当は『都市伝説』の具現化である『ロア』だなんて、一見しただけでは普通は解わからないだろうな。

「私もビックリしちゃったよ。いくらなんでもモンジ君には早いんじゃないかな」

「私や貴女あなたの段階で、既に『早過ぎる』ってのも確かですけどね」

「あははっ、そうかもっ」

　キリカは学食で買ったサラダサンドをもぐもぐとしながら話している。

　一いち之の江えはご飯をひとつまみしては小さな口に入れて、よく咀そ嚼しやくしていた。

　――話の内容を除けば、大変平和かつ幸せなランチ風景である。

「そんなに凄すごいのか『神隠し』って」

「以前も話したように、有名な『ロア』ほど強いわけですよ」

「そして『神隠し』はモンジ君みたいに怖い話をあんまり知らない人でさえ知っている単語でしょ？　世界中にも似たような事例があるし」

「つまり、メジャーなおっかない『ロア』って事か」

　俺は身震いしながら、従姉妹いとこの理り亜あが作ってくれた弁当に箸はしをつける。

　今日の鶏そぼろご飯も大変美お味いしいのだが、話の内容のせいでなかなか喉のどを通らない。

「先輩に話を聞く前に何か出来る事ってあんのかな」

「ま、基本は予習と対策ですね」

　一之江は懐から自分のＤフォンを取り出した。

「『８番目のセカイ』には、実際にあった都市伝説が記載されていますから」

「ああ、解決策とかも載ってるのか？」

「いえ、ある場合もありますが、ほとんどは『都市伝説』の形を守っています」

「つまり、完全に解決しない感じに語られているんだな。ぐむぅ」

　自分のＤフォンを取り出して、俺は小さく唸うなる。

　そんなにおっかない『ロア』なら、出来るだけ関かかわりたくない。

　ゲームなんかも、序盤は弱いヤツから段々強くなっていくはずだ。俺はいきなり凄い強い仲間を手に入れているけれど、自分自身のレベルは低いのである。

「解決しちゃった！　っていうのは載らないんだよ。ほとんどの『ロア』がそれを知られちゃうと消えちゃうからね」

　キリカも自分のＤフォンを取り出して、早速検索を開始していた。その手元が凄い速度なのを見て『慣れているな』とも『今時の女子高生らしいな』とも思う。その慣れた手つきを見て安心したのか、一之江の方はＤフォンを懐に仕し舞まい込んだ。

「『８番目のセカイ』に載るのは『人物紹介』みたいなものって事です。どんな都市伝説として広まっているのか。それが判明するようになっています」

「なるほどな」

　俺おれもＤフォンで『８番目のセカイ』を確認してみる。

『検索』という枠に、試しに『神隠し』と入力してみたら。

　――検索ヒット数、５１４件。

　俺はそこにあるタイトルをざっと眺めた後、静かに画面を閉じた。

「多過ぎないか、神隠し。百物語が五回繰り返せるレベルを超えていたぞ」

「『ドキッ、神隠しだらけの百物語』ですね」

「みんな消えまくる話っぽいなそれ」

「首のポロリくらいはありそうです」

「そのポロリは全く嬉うれしくないなぁ」

「まあ、検索にはコツがいるんです。キリカさんに任せておくといいですよ」

　一いち之の江えはすっかり預ける気満々なのか、その後は静かにパクパクと弁当をつついていた。

「お願いな、キリカ」

「うん、こういうのはオカルトマニアだから得意だよ」

「それって『魔女だから知識がある』ってものじゃなかったのか？」

「もちろんそれもあるけど、ごく普通にオカルトが趣味なのもあるね」

　キリカという少女はいわゆる『魔女』という存在である『ロア』なわけだけど。

　こうして、ごくごく普通の人ひと懐なつっこい女子高生の面も持っている。

　そこについつい安心してしまう俺だが、一之江はそんなキリカをちょくちょく警戒していた。元から『都市伝説のオバケ』として生まれたキリカのような『ロア』と、人間から都市伝説のオバケになってしまった一之江のような『ハーフロア』。

　そこにある違いを、俺はまだ理解出来ていないのだが……。

　――決定的な、価値観や存在そのものが違う。そういう空気はなんとなく感じていた。

「あ、これこれ」

　キリカが手招きする。俺と一之江はそんなキリカに顔を寄せた。

　ふわっ、とキリカの髪からいい香りがして、鼻の下が伸びそうになる。

「コホン。どれどれ」

　キリカの握るＤフォンに書かれた物語は、こんな内容だった。





　【人食い村の噂うわさ】

　　友達の友達に聞いた話なんですけど、いきなり人が消えてしまう！

　　そんな神隠しみたいな事件が必ず起きるテーマパークがあるんですよ。

　　そう、必ずです。

　　私も半信半疑だったんですが、私の友達は噂うわさ通り消えてしまいまして。

　　もう信じざるを得ないかなー、と思いました。

　　そこは『ワンダーパーク』っていう少し寂れた遊園地なんですけどね。

　　ウチの近所にある山にあって、でっかい観覧車が見えるから町の人のほとんどが知っているテーマパークです。

　　その入り口は無人ゲートになっているんですけど、丁度日没の時間ピッタリに入ると、いきなり異世界にある村に入ってしまうんです。

　　元々、昔はそこに村があって、廃村になったんですけど。時空みたいなものが繋つながってしまうのか……外で見てる私の前で、友達がゲートの向こうにあるその『村』に入ってしまったんです。そう、ゲートのこちら側からも、その村は見えていたんですよ。

　　……その村に迷い込んだ人は二度と出る事が出来ないらしいですね。

　　あれからもう、結構な月日が経たちましたけれど、私の友達は帰ってきません。

　　風の噂で聞いたんですが、その村ではかつて『神隠し』があったらしくて。

　　それで村の人々が一斉にいなくなってしまったとかなんとか。

　　まるで、村そのものが村人を食べてしまったみたいですよね。



　　『ワンダーパーク』という寂れたテーマパークがあったら。

　　日没と同時に入ってしまうと、神隠しに遭あってしまいますよ。

　　そうすると、貴方あなたも『人食い村』に食べられてしまい。

　　二度と出る事が出来ないかもしれません。





「ワンダーパークって、境さかい山やまにある『境山ワンダーパーク』の事か？」

「町の人のほとんどが知っているって書いてある以上、その通りでしょうね」

　なるほど、そんな所まで事実に基づいていたりするのか、このサイトは。

「隣町在住の私でさえ知っているテーマパークですから。しかし、あそこにそんな都市伝説があったとは驚きでした」

　一いち之の江えでも知らない都市伝説。やっぱり都市伝説ロアっていうのはかなりの数があるようだ。

「タイミングがシビアなのかもね。『日没』って言われても、太陽がピッタリ沈む時間を測るのなんて難しいわけだし。もしくは、気象庁辺りかな？　が発表している時間、という意味なのかもしれないし」

　キリカはその発生条件を気にして首を傾かしげていた。確かに、日没辺りのアバウトな時間にみんな行方不明になっていたら、もっと大量の被害者が出て有名になっていたはずだ。

「ふむ、ホイホイ行方不明が生まれまくっているわけではないんだな」

　噂うわさになるペースっていうのも曖あい昧まいなものだなぁ、なんてぼんやり思う。いったい何人が犠牲になれば噂になるのだろうか。いや、むしろそういう噂が出てから行方不明に？　噂が先か、事実が先か……。

　とてもややこしい気分になって、頭から湯気が出そうになった。

「でも、これって『村系』だね、瑞みず江えちゃん」

「確実に『村系』ですね」

「なんだ『村系』って」

　そういうジャンルがあったりするのか。

「『村系』の都市伝説っていっぱいあってね？　怖いものがほとんどなんだよ」

「へえ？　なんか、のどかなイメージがあるジャンルに聞こえるけどな」

　俺おれの返事を受けて、オカルトマニアな魔女っ子さんは何な故ぜか嬉うれしそうに胸を張った。そして、人差し指を一本立てて、俺にレクチャーを開始してくれる。

「この村みたいに、入ったら出られなくなっちゃう村から、化ばけ物もの……人じん狼ろうみたいなものがきて、滅びてしまった村、村人がみんな死人の村、などなど。色んなパターンがあるのが『村系』都市伝説の面白くておっかない所なの」

「ふむふむ」

「少数の閉鎖的なコミュニティ……そういったものに感じる威圧感や疎外感のせいで、昔っから『村』っていうのは恐れられてきたからね。ここで語られている村も、人が減ったり廃村になったりしたから、きっと怖い噂がいくつも立っただろうし」

　なるほど、本当のところは単なる過疎化が原因だったとしても、人の噂は色々なものが立つ。その中で、まことしやかに流れたものが『ロア』になるというわけか。

「この村も、ただ単に『異世界の村』でなくて、人が出られない何かの原因があるに違いないの。この『語かたり部べ』は中には入っていないから、その辺りの情報が一切書かれていないけれどね」

「人が出られない何かの原因か」

「その辺りは、噂を調べてみるしかありませんが。情報収集の時間は？」

　一いち之の江えが少しだけ眉まゆをしかめた。

「多分、放課後に先輩達たちの話を聞いた後、すぐ出発になるだろうな」

　三人でのんびり情報収集をしている暇は無さそうだ。

「まぁ、普通はちょっとこれから様子を見に行こっか、って話になるでしょうね」

「短気な音ね央おの性格だと一人でも行くって言い兼ねないしな」

　そんな事になれば、あいつが行方不明になる確率だってある。流石さすがに中学時代からの友人をそんな目には遭あわせたくないもんな。

「あはっ、それじゃあ私が別働隊になって、色々調べておくよ。この手の話題を調べるのってとっても楽しいからねっ」

　朗ほがらかな笑顔で小さなガッツポーズを見せるキリカ。

「魔女の調査力を頼りにするとしますか」

「瑞みず江えちゃんの解決力も頼りにしてるよ」

　単独だと出来ない相談も、仲間がいれば出来る。そんな光景に俺おれはちょっと感動した。

　俺も早く、こいつらに頼られる男にならなくちゃな。

　そんな風ふうに思っていると。

「あーっ!?　てめえ、何、美少女二人と食ってんだ!?」

　いきなり賑にぎやかな声がやってきた。

　血相を変えて走ってきたのは、やっぱりアランだ。

「丁度良かったアラン。境さかい山やまの噂うわさを何か知らないか？」

　抗議はスルーして尋ねてみるが、アランは俺にイライラしているのだろう。

　ぷいっ、と顔を背けられる。

「なんで僕がお前にそんなの話さなくちゃいけないわけ？」

　仕方ない、べらべらと話したくなるようにしよう。

「キリカ、キリカ」

　小声でキリカを呼び、ツンツン、とその腕をつつく。

　キリカはうん、と頷うなずいてアランの方に体を向けた。

「アランくん、何か知らないかにゃ？　それと、一緒にご飯食べよ？」

「このアラン、キリカさんのためならばなんなりとお答えしましょう」

　とことん解わかり易やすい男だった。すっごく嬉うれしそうに学食で買ったパンの袋を開いている笑顔を見ていると、憎めないヤツだなあ、と肩を竦すくめたくなる。

「んで、アランよ」

「おう！」

　うむ、すっかり上機嫌だ。あいつの目は今、ぽそぽそと小さな口でご飯を食べている一いち之の江えの方に向けられている。すっかり鼻の下が伸びている辺り、あのお人形さんのような清せい楚そな食べっぷりにドキドキしているのだろう。

「『境山ワンダーパーク』の辺りに、村があったって知ってるか？」

「あん？　境山にあった村って『富ふ士じ蔵くら村むら』の事じゃねーの？」

「フジクラ？」

「なんだ知らないのか。有名だぜ富士蔵村」

「いや、俺の記憶にはないな。境山は俺のテリトリーじゃないんだよ」

　境山から流れている川、境川なら俺のテリトリーだったんだが。俺の家からだと、山遊びというよりは川遊びが主流だったのだ。

「アランくんは山育ちで、モンジ君は川育ち、みたいな感じなんだ？」

「やっぱ、男は高い山を目指さないといけないわけだよキリカさん」

「いやいや、雄大な川の流れのように落ち着きを持たないとな、キリカ」

「あははは！　私は山も川も好きだよ？」

　キリカが屈託なく笑ってくれたので、アランと俺おれはそれでいいか、と思った。

　つまるところ、美少女が笑ってくれていればいい。それが俺達たちの共通意識だ。

「で、アランくん。どんな村の噂うわさだったの？」

「えーと……そうだな」

　アランは視線をうろつかせた。

　こいつは外見こそすっかりアメリカとかイギリスの人だが、生まれも育ちもこの町だ。幼い頃ころの記憶はつまり、この町での記憶である。

「小さい頃は、夕暮れ時にワンダーパークで遊んでいると、富ふ士じ蔵くら村むらに連れて行かれて帰ってこれないぞー、って言われてたんだよ」

　一いち之の江えの眉まゆ毛げがピクッと一瞬だけ反応する。しかし食べるテンポは一切変わらない。

　キリカはキリカで、一瞬だけＤフォンをしまった胸元に手が触れていた。

　――今の話だけで、かなり符号は一致しているもんな。

「でも小さい頃はさ。実際あの辺りに村なんかないから、よくある母さんとか先生達の『夜まで遊んでると怖いよ』系の話だと思ってたわけよ。でもなんとなーくおっかないから、その時間には近寄らなかったんだ」

　そういう意味では、その噂はきちんと子ども達を守っているものだったんだな。

「ねえアランくん。他ほかにはその村のお話、なんかないの？」

「キリカさんが求めるなら僕は何だって出しちゃいますよ」

「うんうん、いっぱい出してね！」

「ぶふっ」

　アランが突然鼻を押さえて蹲うずくまる。

「ん？」

　キリカは解わかっているのか解っていないのか、いつものようにニンマリしている。

　……小悪魔的魔女の本領発揮だった。

「ティッシュだ、アラン」

「サンキュー、相棒」

「相棒って言うな」

　とりあえずティッシュをくれてやると、鼻に詰めるアラン。

　イケメン外国人が鼻にティッシュを詰めている姿は、いかにもシュールだった。

「その村は、えーと、なんだっけな。小学生の頃ころは色々噂うわさがあったんだけどなあ……」

「そうなのか？」

「うむ、同じ小学校のヤツなら僕より詳しいかもしれん」

「誰だれがいるんだよ？」

「お前の知り合いだと、音ね央おたんが丁度同じ小学校だぜ」

　意外な名前が出て、ちょっと驚いた。

「アランと音央、何気に知り合いだったのか」

「フッ、僕はクラスが一緒になった事がないから『隣のクラスの可愛かわいい子』止まりで面識などない！　しかも、どんどん可愛く、スタイルも凄すごい事になっていったからな。僕は遠くから見ているだけで満足してしまったのだ！」

　思いっきり自信満々に語るアラン。

　つまり、チキンな性格だから、美少女にホイホイ話しかけられる甲か斐い性しようはなかったって意味である。今でこそキリカや一いち之の江えに話しかけられているが、それは俺おれが近くにいるからであって。アラン単独だと足踏みしてしまうに違いない。

「僕が出せるものだとこんなモンかなあ」

　アランはまだ何か考えている。多分、そういう親の言いつけを守って、のびのびと育ってきた平和な少年だったのだろうな。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうなんだ、いっぱい出してくれたね、アランくん！」

「ぶふっ！」

　アランは再び轟ごう沈ちんする。キリカがニンマリしている事から、ああ、あれはわざとだ、と理解出来た。魔女って怖いなあ。

「ん？」

「………………」

　不意に見た一いち之の江えは、箸はしを止めてじっと虚こ空くうを見つめていた。

　――何を考えているのだろうか。

　その難しそうな顔は、俺おれに一抹の不安を抱かせるのだった。
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「お邪魔しまーす」

　俺は憧あこがれの先輩と音ね央おがいるであろう生徒会室のドアをノックする。

「はーい、入っていいよん♪」

　ガラッとドアを開けると、そこには我が麗しの生徒会長、七しち里り詩し穂ほ先輩がニャパーという元気な笑顔で待ち構えていてくれた。その横には音央が気が強そうな顔で立っている。

「あはっ、いらっしゃい、モンジくん！　みずみず！」

「うん、いらっしゃい」

　見る人全すべてを包み込んでくれるような笑顔の先輩と、見る人を萎い縮しゆくさせてしまいそうな強気な音央の視線。会長と副会長で、中々バランスの取れた二人に見えた。

「そしてついでに言うと俺の名前は疾風はやてです、先輩」

「うふ。いらっしゃい、疾風……♪」

　語尾にハートマークが付きそうなくらい情感たっぷりに呼んで貰もらってしまった。

「ど、ドキドキが大変で死にそうなので、も、モンジでＯＫです」

「あは、了解、モンジくんっ」

　全く、先輩には敵かなわないな。と思い知った。

「お邪魔します」

　俺の背後から静かに入室する一之江。

　結局、俺と一之江だけで生徒会室に話を聞きに来たのだ。

　キリカはアランの住んでいるらしい町に、聞き込みをしたりなどの調査をしに向かってくれた。一人で大丈夫かどうかを尋ねると「こういうフィールドワークは任せて！」と楽しそうに返事をしてくれたのだ。

　ちなみに、後で一之江に聞いた話だと、フィールドワークというのは民俗学で言う所の現地調査みたいなものの事だそうだ。

　――俺おれも勉強してみようかな、民俗学。

　ちなみにアランも誘ってみたのだが、とても怖がっていた。

『調べれば調べるほど怖いな、都市伝説ってのは！　僕は怖い目には遭あいたくない！』

　きっぱり言い切れるあの態度が羨うらやましい。幼少時代の親の教育もちゃんと行き届いているようで安心した。まあ、出来れば俺だって怖い目には遭いたくないのだが『主人公』という存在である以上は避けて通れまい。

　それに、もし詩し穂ほ先輩を不安にさせたり、怖がらせたりしている噂うわさがあるのだとしたら、何とかしたいというのも確かだ。

「モンジと一いち之の江えさんだけなのね。キリカちゃんは？」

　俺や一之江に座るよう案内しながら、音ね央おが不思議そうな顔をする。他ほかの生徒会のメンバーは来ていないようで、俺達たちは適当な席に座った。

　俺達の着席を確認してから、生徒会長の椅い子すと副会長の椅子にそれぞれ座る辺り、お客様的なもてなしをされているんだなぁ、と実感する。

「キリカは情報収集が得意なんだよ。だから、別行動で調べたりしてくれるってさ。それとモンジって言うなってば」

「ふーん、役割分担があるのね」

　さらりと文句についてはスルーだった。しげしげと物珍しそうに腕を組んで俺達を見る音央。無理もあるまい、一之江が転入してきてまだ少ししか経たっていないのだ。別に部活や同好会を作っているわけでもない。それなのにチームワークめいたものが出来ているのだから、驚かれるのも当然だろう。

　だが、一緒に遊んだ事もある先輩はごくごく自然に受け止めてくれていた。

「今日は、モンジくんとみずみずが調べに行ってくれるの？」

　会長の席から身を乗り出すようにして、眉まゆを寄せて心配そうにしてくれる先輩。

　……先輩にそんな顔をさせたくない俺は、ドンッと胸を叩たたいた。

「げほっ、だ、大丈夫です」

「あらら、強く叩き過ぎちゃった？」

「うぐっ、呼吸困難になる程度には」

「あははっ、バーカ。頼りないわねっ」

「バカとはなんだ音央!?」

　音央が笑いながらあっさりとバカにしてきて、俺は思わずツッコミを入れる。

　こいつみたいな強気娘にしてみると、この手の『怖い話』というのはよくあるものとして認識されているのだろうか。普通の生徒にとってはどこにでもある噂話だし、俺もほんのつい最近まではそっちの『普通』サイドだったのだがな。

「ううん、モンジくんは頼りになるんだよんっ」

「……そうなんですか？」

　詩し穂ほ先輩がニッコリと庇かばってくれて、俺おれは自分の顔がニヤけるのが解わかった。

　やっぱり詩穂先輩は俺の味方だなぁ。こうして見ているだけで、むくむくと湧わき上がる熱い想おもい。なんとなく、先輩の水着姿など思い出しそうになって……。

　いきなり左足に激痛が走った。

「いだっ!?」

「どうしたのよ、いきなり変な声あげて」

「いや、今、俺の左足を踏まれたみたいな激痛が……」

　やったとしたら隣に座っている一いち之の江えだろうが……。

　一之江は俺の右側に座っている。あれれ？

「踏まれた？」

「……なんでもない」

　不思議そうな顔をする音ね央お。まるで視線すら向けてこない一之江。

　こいつの体は小柄で、足の長さも身長相応。右側から器用に左足だけを踏むなんて技は難しいだろう。だとしたら、今の激痛は気のせいだろうか？

「モンジくん、だいじょぶ？」

「コホン。無論です。んで、俺はどうすれば先輩を安心させてあげられますか？」

「わっ、直球だね、モンジくんったら」

　クスクスと笑いながら、詩穂先輩は座ってた椅い子すから立ち上がった。

「実は、ワンダーパークで神隠しになっちゃう、っていう噂うわさが学校内で流れててね」

　そして、背後にあったホワイトボードの前に立つ。そこには『ワンダーパークで神隠し！』という表題と、そこに矢印がついていて『超怖い！』と書いてあった。

　うん、先輩が怖がっているのは確か過ぎる状態のようだ。

「噂はちらっと聞いた事はありますね」

　昼休みに調べたばかりの話を思い出しながら頷うなずく。

「日没と同時に入ると、神隠しに遭あっちゃう、みたいな怖いお話なの」

　先輩は胸の前で指を合わせて、しょんぼりとした顔をする。

　俺はその指ではなく、先輩の胸に注目せざるを得なかった。

　そう、あの下にはプールの時に見た素敵な……。

　グサッ。

「いだっ!?」

　なんか左足に刺さった!!

「わっ、どうしたの、モンジくんっ!?」

　左足を見ても別に血とかは出ていない。最も犯人の可能性が高い一いち之の江えは、俺おれの右側で素知らぬフリをしている。というか素知らぬフリをしているからには一之江が犯人だろう、と俺は確信していたが、それはさておくとして。

　さっきのは踏んだっていうのが解わかるんだが、俺は今何をされたんだろう。

　流石さすが、生きる都市伝説は様々な恐怖の方法を知っているな、と思いつつ。左足を庇かばうように俺はすすす、と一之江から軽く距離をとった。

　……水着姿を思い出すのが、いけないのだろうか……？

　確かに、先輩の水着姿を思い出せば、必然的にあの日一緒に行った一之江の水着姿も思い出す事は必至なわけだが。それを謎なぞのテクニックで防いでいる？　しかし、どうやってこいつは俺の思考を読んでいるのだ？

「だいじょぶ？」

「い、いえ、さっきから、唐突に左足が痛くなる奇病が」

　先輩の気き遣づかう声には笑顔で返事しつつ。

「何その奇病。大丈夫なのあんた？」

「あぁ、最近、というか今さっき発病したんだ」

「あんたの鼻の下が伸びるのと関係があんの？」

「なんだと。伸びていたのか、俺の鼻の下は」

「エロい事考えてる時の顔だったわよ」

　やはりそういうタイミングに左足は狙ねらわれていたようだ。

　先輩の水着姿並びに一之江の水着姿を思い出すのは、夜一人の時のみにしよう。

「コホン。つまり、俺達たちでその『神隠し』の調査をして欲しい、みたいな感じですね？」

　先輩に尋ねると、音ね央おが自分を指差し。

「モンジとあたしでね。一之江さんも色々詳しいみたいだから、いてくれればそりゃ心強いけど。ちょっと今からワンダーパークまで様子を見に行くって感じよ」

「あー、解った。行って、何もないから安心だよ、っていうのを広めるためなんだな？」

「そーいうこと。ここからワンダーパークはちょっと距離があるから、途中でタクシーでも拾って行かないといけないけどね。日没と同時に何かあるって話だし」

　タクシーか。財布の中にそんなに持ち合わせはあったかな。

「私のよく利用するタクシーがありますので、それを使いましょう」

　一之江が小さく手を挙げて提案してくれる。

「あれ、いいの、一之江さん？」

「ええ、問題ありません。私の家はご覧の通りお金持ちです」

　未いまだに蒼そう青せい学がく園えんの制服を着ている一之江である。裕福なご家庭のご子息ご息女が通っているので有名な学校のその制服は、この上ない説得力を持っていた。

「ってなわけで、俺おれらは早速行ってきますよ」

　俺が言うと、先輩はトトトッ、と小走りに走ってきてくれて。

　ぎゅっ、と俺の手を両手で握ってくれた。

「ごめんね。みんなが怖がってるから、何もないよーって言えるように調べてくれるだけでいいの」

「え、あ、は、はひっ」

　先輩の温かい手が、俺の右手を握ってくれている。

「モンジくん達たちが危ないのは嫌なんだけど、頼りになる子がモンジくんしかいなくて」

　そのまま先輩は。

　あろうことか俺の手を自分の胸元に寄せた！

「っっっ!?」

　胸に、触れるか触れないかの位置……柔らかさを堪能出来るわけではないが、その布の先はいわゆる先輩のお胸なわけで！

「か、会長っ！」

「うにゅ？」

　音ね央おが赤くなって抗議し、そっちに先輩が体を向けた弾みで。

　むにゅ。

「っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ!!」

　俺の右手はパラダイスに到達していた。

　右手が触れた禁断の世界。そこは柔らかく、温かで、程良い弾力を持ちながら、制服越しにも解わかる心地良さを持っていたわけで。

　ああ……天国ヘヴン……。

　ザクゥゥ!!

「切り落とされた!?」

　あまりの激痛に左足が切断されたと思い込んで見てみたが、足はなんともなっていなかった。一いち之の江えはあくまで俺の右側にいる。左足を鋭利な刃物で刺すには、かなりの高速移動が必要だろう。もしくはあれか。居合とかか。

　っていうか、もしかしてアレか。一之江は胸の大きさとかそういうものを気にしてたりするのかもしれない。俺が痛い目に遭あうのはそういうタイミングのようだ。

「わっ、どうしたの、また奇病？」

「ここにいると、どうやら俺の左足は殺されていくようです」

「わっ、大変だねっ！」

　先輩は大慌てで俺の手を離して、肩に触れてくれた。

「それじゃ、えっと、行ってらっしゃいだね、モンジくん？」

「ええ、一番怖いのは都市伝説よりも身近にある、というのを痛感しましたので」

「ふぇ、そうなの？」

　一いち之の江えは素知らぬ顔をし続けている。

　音ね央おはそんな俺おれ達たちの様子になんとなく気付いたのか、ちょっぴり苦笑いしていた。

「で、なんで音央も行くんだ？　見てくるだけなら俺らでもいいだろ」

「会長に様子見て来ます、って提案したのあたしだもの」

「ははっ、足引っ張るなよ？」

「なんでワンダーパークに行くだけで引っ張る足があるのよ、バカ」

　俺と音央の、すっかり気心知れた相手同士の会話に、詩し穂ほ先輩の顔には明らかに、一之江の顔にもちょっとしたビックリが浮かんでいた。

「ああ、音央とは中学時代からの仲なんで、前からこんななんですよ」

「いっつも他ほかの女にはデレデレーとしてたもんね、あんた」

「音央にもデレデレしてもいいんだぜ？」

「ハイハイ、間に合ってるわ」

　手をぷらぷら、と振ってシッシッ、とされる。

「へぇ～、モンジくんがぶっきらぼうに接する女の子って珍しいね」

「そうですか？」

「ちょっとワイルドでいいかも」

「ワイルドモンジですからね」

「ワイルドハヤテじゃないのん？」

「しまった！」

　などと、いつものやりとりをしつつ。

「危なくなりそうだったらすぐ逃げてきてね？」

「もちろんですとも！」

「まあ、お任せ下さい。少なくとも音央さんは無事に戻します」

　俺が席を立つと、一之江も席を立ち上がる。

「俺は？」

「左足がもげないといいですね」

「もぐなよ!?」

「あはは、みずみずとモンジくんも相変わらず仲良しだねっ」

　安心したような笑顔で、詩穂先輩は俺達を送り出してくれた。
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　校門から出た所で、一いち之の江えは携帯電話を操作していた。

　その直後、坂の下から個人タクシーがやってきて、俺おれ達たちの前に停車する。

「うおっ」

「えっ、呼んだ瞬間に来た!?」

　流石さすがにビビる俺達。だが、一之江はしれっとした顔で携帯電話を閉じると。

「乗って下さい」

　と、当たり前のように促した。

「お、お邪魔します」

　俺が先行して入ると、音ね央おがその後についてきて、最後に一之江が乗った。

「え、うわ、すごっ」

　音央が感心するのも無理はない。

　三人で後ろというのは狭いかな……と思っていた俺の予想はあっさりと裏切られ、後部座席はやたら広くなっていた。三人でかけても余裕がある、快適仕様だ。

　やっぱり金持ち用なのか、と妙な納得をしたりして。

「織おり原はらさん、ワンダーパーク入り口に、日没の前に着いて下さい」

「あいよ、瑞みず江えちゃんっ」

　一之江と運転手さんは知り合いらしく、気さくな若い声が届く。

　助手席の所にある写真を見ると、まだ若い運転手さんのようだ。

「ふえぇ」

　音央は俺と一之江に挟まれて、なんだか落ち着きなくそわそわしていた。

「どうした、トイレか？」

「違うわよバカっ。あたし、タクシーとかってあんまり乗らないし。なんか、あたしの知ってるタクシーよりちょっと豪華だし……」

　確かに音央の言う通り、内装のセンスもいいし、座席も居心地のいいふわふわ感だ。

「うわぁ、すごい……」

　いつもは強気にしている音央が、すっかり感心しているのを見ると微笑ほほえましくなった。

「織原さんのタクシーはそれなりな人しか乗りませんからね」

　一之江がさらりと告げる。

「い、一之江さんってそれなりな人なのね……」

「ええ、かなりのそれなりです」

「なんかややこしいが、凄すごい人なのは確かっぽいよ」

　俺が一之江の言葉を補足する。

「ふええ……」

　音央は一之江と、タクシーと、景色を見て、すっかり感心しっぱなしだった。

　忙せわしなく目がキョロキョロ動いては、感心の吐息をこぼしている。

　外の風景は山道だったが、車内は快適なままだった。安全運転な上に巧みなドライビングテクニック。流石さすが、一いち之の江えの御用達である。

「んで、音ね央およ」

「あ、うん、何？」

　音央のテンションが落ち着いた頃ころに俺おれは話しかけた。

「アランから聞いたんだが、音央も境さかい山やま近くの小学校出身なんだって？」

「ああ、そうよ。クラスは一緒になった事ないけど、金髪でやかましくて目立つヤツだったから、小学校の頃から知ってたわ」

「目立ってたのはお互い様だったらしいけどな」

「そうなの？　なんで？」

「小さい頃から可愛かわいかったからだろ」

「あはは！　どうかしら、小さい頃は結構ヤンチャだったわよ。女の子よりも男の子達たちと一緒になって外を走りまわってたし」

　可愛い子が一緒に走りまわっていたんだったら、余計に目立っただろうな。

　基本的に男なんてものは自分と楽しく過ごしてくれる女の子に弱いし、音央はその頃からサバサバして話し易やすかったに違いない。きっとモテモテだっただろう。

「ま、音央のモテモテ話はいいんだ。ワンダーパーク辺りの噂うわさって、昔っからあったみたいじゃないか。夕暮れ時までワンダーパークで遊んでいると、なんとか村に連れて行かれて帰ってこれないぞー、とか」

「あー……その話ね……」

　解わかり易いくらい顔をしかめられる。

　なんだかバツが悪い、みたいな表情を浮かべてから……ま、いっかと表情を緩める。

「小さい頃、ウチの小学校でよく出回った噂なのよ。暗くなるまでワンダーパークの近くで遊んでいると『富ふ士じ蔵くら村むら』に連れていかれて、帰って来られなくなるって」

　やっぱり言葉に苦味を含みながら、音央は思い出すように語り始めた。

「ワンダーパークってウチらの小学校が結構近いからさ。自転車で行って、金網から忍びこんで、中で勝手に遊ぶっていうのが流は行やっていたのよ。だから、それを危き惧ぐした親とか先生とかが、そういう怖い噂を作って流したってわけ」

　やれやれ、と首を振る音央。確かに、それくらいの噂ならよく聞く話だ。

「では、作り話なのですか？」

　それまで静かに聞いていた一之江が音央を見上げる。

「んまあ…………とある女の子が、一度あの辺りで一晩だけ行方不明になってね。ま、結局すぐ次の日には帰って来たんだけど。それでまた、すっごい噂が広がっちゃって……」

　やっぱりバツが悪そうに語る音ね央おだった。この話をしたくないわけではないが、話しづらい、みたいな雰囲気を感じる。この噂うわさそのものに、音央も何か関かかわってるのだろうか。

「まぁ、うん……で、あそこにあるって言われている村の話だったっけ？」

「うむ。やっぱりそんな村はないのか？」

「ううん、元々あのワンダーパークの辺りには、ずーっと前に『富ふ士じ蔵くら村むら』っていうのがあったらしいけどね。小学校の時、社会か何かの時間で習ったもの」

「ふむ……実際にあったのは確かなのですね」

　一いち之の江えがすっかり情報収集モードになっていた。

　俺おれが質問しなくても上う手まくやってくれそうなので、任せても平気かもしれないな。

「うん、実際にあったみたい。でも境さかい山やまなんて山奥にあっても不便でしょ？　人々もみんな、夜や霞がすみ市しとか月つき隠がくれ市しに流れていっちゃって、廃村になったって話よ。んで、その村のあった辺りにワンダーパークを作ったらしいわ」

「ああ、なるほど。元々村があった場所なら、道路とかの交通の便はある程度整備されていたでしょうしね」

　元々村に通じるために作られ、整備された道路なんかをそのまま使えば、テーマパークへの行き来は楽になるってわけか。

　音央の話は歯切れこそ悪いものの『そこに村があった』というのを裏付けるには充分だった。噂されまくったのだとしたらそれが『神隠しのロア』を生み出してしまったとしても仕方がない事なのだろう。

　本当にあった都市伝説しか載っていない『８番目のセカイ』で５１４件もあった検索結果。あれはつまり、『神隠し』という現象は割と多く発生しているという意味なのだろうか。

　……少なくとも、近所の神隠しは何とかして止めないとな。

　そんな正義ちっくな主人公的義務感を胸に抱く。

「他ほかに、その村の噂で覚えている事はありませんか？」

　一之江の質問は真剣だった。

『村系』のロアは、厄介だとキリカも言っていた。

『ロア』を食べまくる『魔女』である彼女が厄介に思うくらいなのだから、その大変さはきっと凄すごいものなのだろう。出来れば、身の危険の少ない村だといいな、と思いつつ。

「うーん……そういえば、富士蔵村が廃村になった理由、色々と尾ひれがついてたかな」

「尾ひれですか？」

「子ども達たちの適当な噂なんだけどね。なんか、めっちゃ狂っちゃった人が村人を全員殺しちゃったとかなんとか。そんな事件があれば、でっかいニュースになってるはずだから、多分単なる噂だと思うんだけど」

　……全員殺しちゃった、ときたもんだ。

　思わず背筋が寒くなる俺おれだった。

「まあ、廃村になった理由をおっかない話にしたかったのでしょうね、子ども達たちは」

「うん、とにかく凄すごいものにしたがるもんね、子どもって。当時は大人おとなの中にも気味悪がって、怖がっていた人がいるみたいだったけど」

　そして子どもの噂うわさだけでなく、大人達にまで浸透してしまった噂。

　確か『ロア』が発生するシステムは人々の噂が広まりまくったら、だったはずだ。

　つまり、今俺達が目指している『富ふ士じ蔵くら村むら』は。

　――大量虐殺があった村、みたいになっているのかもしれない。

「……しかし……大量虐殺のあった村、ですか……」

　一いち之の江えもその危険度を把握したらしく、音ね央お越しに俺を見てくる。

　うむ。出来れば、そんなヘビーなものは勘弁して貰もらいたい。

　虐殺される側になるかもしれない、なんてのはごめんだ。

「その村人をみんな殺してしまった殺人鬼が、次の犠牲者を求めて町まで降りて来るから、夜は家を出ちゃダメよ、みたいな事を言われたわ」

　最初は、単なる『遅くなるまで遊んじゃダメ』というだけの話。

　そして、一人の少女が一晩だけ行方不明になってしまい。

　その噂には尾ひれがつきまくって『神隠し』になってしまった。

　しかもそこには元々村があったわけで。

　その村も、面白おかしく『大量虐殺があった』なんて言われてしまっていた。

「可能性は随分高いわけか……」

「ん？」

「ああ、いや。俺や一之江が知ってる噂に『人食い村』っていうのがあってさ。それなんじゃね？　と思ってたわけよ」

「あ、確かにそう言われてたわ『富士蔵村』！　入ったら食べられちゃうぞー、って」

　ビンゴだったようだ。

　つまり、今ワンダーパークに行って『神隠し』に遭あってしまうと、もれなく入ったら二度と出てくる事の出来ない『人食い村』に入ってしまう。そしてその『人食い村』では、虐殺の被害者になるかもしれない。そんな話が成り立ってしまっているようだ。

　中に入った人が殺されてしまってるかもしれないんだったら、そりゃあまぁ、『帰って来られない』村になるわけだな。

「念のため言ってみますが、日を改めませんか」

　一之江はそんな提案を音央にしてみる。

　音央は真しん摯しな瞳ひとみの彼女を見て……優しく微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい、一いち之の江えさん。ちょっと怖がらせちゃったわね。大丈夫大丈夫、子どもだましの噂うわさだったんだから」

　まるで安心させるかのように、一之江の小さな手を両手で握る音ね央お。

　一之江はどこか困ったように、手はそのまま、視線を窓の外に向けていた。

　……子どもだましの噂。

　それが一番怖いというのを知らない音央は朗ほがらかに、むしろ一之江を安心させてあげようと優しさを示している。

　そう、最初っからそんな噂が実現するだなんて誰だれも思っていないのだ。

　だが俺おれと一之江は、少なくとも『日没と同時』にワンダーパークに入ったら、その村に突入できてしまう事を知っている。

「殺人鬼とか神隠しみたいな、オバケなんて本当にはいないわよっ」

　それは妙に実感のこもった言葉だったわけだが……。リアルオバケである一之江を安心させるために朗らかに伝えているのだから、なんとも不思議な気分だった。

「まぁ『ワンダーパークの怖い噂はあくまで噂で、実際は何もありませんでした』ってのを証明してくるだけでいいんだろ？」

「うん、そういう事。あたしらが実際に調査して、そのレポートをあたしが書いて。んで、新聞部が明日か明後日あさつてには校内掲示板にでっかく貼はり出してくれる手はずになってるわ」

「ふむ、理に適かなってますね」

　怖い噂を潰つぶす方法は、そうやって人々の間に別の安心出来る噂を広める事。それは『都市伝説』の間接的な倒し方でもあるため、一之江達たちは気をつけなければいけないらしい。

「会長ってば、そういう新聞部を使った校内のメディア操作みたいなものも得意なのよ」

「凄すごいな、詩し穂ほ先輩」

　今後、そういう『噂の操作』が必要な時は相談してみようかな、と思いつつ。

「あんたが釣り合うためには、もっともっと勉強もしなきゃいけないわね？」

「べ、勉強か、解わかった」

「ふふっ、ま、頑張りなさいな、恋する男の子っ」

　一之江の手を離して、ぺしぺしと俺の肩を叩たたく音央。

　ああ、こいつは俺も怖がらないように、わざと明るくしてくれてるのか。

　六むつ実み音央という少女は確かに、そういう人物だった。場の空気や雰囲気を明るくする事が得意な、アイドルチックな才能のある少女。

　……そんなヤツが、どうしてさっきはバツが悪そうにしてたんだろうな？

「あ、入り口が見えてきたわね」

　音央がタクシーの行き先に見えてきた『境さかい山やまワンダーパーク』の入り口を指差す。

　俺と一之江は目配せをして、頷うなずき合った。

　――少なくとも、この明るく朗ほがらかな少女は「物語」に巻き込まないようにしよう、と。
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　織おり原はらさんのタクシーは、何気に凄すごいスピードが出ていたようで。

　予定の時間よりもかなり早く俺おれ達たちはワンダーパークに到着していた。

　乗っている間はその速度に気付かなかった辺り、あの運転手さんは凄すご腕うでなのだろう。

「一いち之の江えの知り合いは凄い人が多いんだなあ」

「同じ格の人が集まるのが世の常です」

　と、堂々自分も凄いと言い放つ辺り、やっぱり一之江だと安心する。

「い、一之江さんって凄いのね」

「それはもう。惚ほれて下さっても構いませんよ」

「あははっ、その自信満々なところは惚ほれ惚ぼれするわね」

　一之江と音ね央おが仲良さげに会話しているのを見るのは嬉うれしかった。

　音央みたいに恵まれた体つきをしている女の子よりも、自己主張しない体つきの一之江の方が自信満々なのは微笑ほほえましくもある。

「ここでモンジだけ行方不明にしましょう」

「え!?　ど、どうしたのいきなり、一之江さん」

「いえ、そこの男が今、『自己主張しない体つきもまた微笑ましい』とか、そんなエロい視線でこの体を見つめていたものですから」

「うっわ、サイテー、モンジ」

「すまん。音央みたいにでかいのも好きだが、控えめなのも好きなんだ」

　気心知れた音央と、何を隠しても無駄な一之江相手なので、正直に語る。

「ストレートに語り始めやがりましたよ、このハゲ」

「ハゲてねえよ!?」

　いっそ正直に話してみたのだが、一之江も音央も『じと～』とした目で俺を見つめている。ちなみに、俺が苦手とするのはえっちなマンガなどでたまにある、巨大過ぎるものだったり、なんか変な形をしている奇形ものである。

「そんなエロボケ少年は放置プレイするとして。私はちょいと入り口付近を調べてみますので、少しここでお待ち下さい」

「……解わかりました」

　エロボケ少年なので反論もツッコミも出来なかった。が、別に機嫌は悪くなっていないようなので安心だ。

　一之江はペコリと音央にお辞儀すると、そそくさと無人の入り口に向かっていく。

『境さかい山やまワンダーパーク』では、入場チケットを備え付けの自販機で購入し、それを自動改札に似たゲートに入れて通るシステムになっている。監視カメラも何台か確認出来るので、すぐ近くの建物にある事務室に入り口付近の映像は流れているのだろう。

　入場券そのものは随分と安くてお手軽な値段だ。中のアトラクションでは別途料金が発生する。乗り物やアトラクション系の建物に入らない人でも楽しめるよう、大きな噴水のある広場や飲食店などもある。そんな憩いの施設が『境山ワンダーパーク』だった。

　もっとも、今日みたいな平日では客足はほとんどないのだが。

「あと数年もしたら潰つぶれちゃうのかしらね」

　音ね央おが寂しそうに呟つぶやく。

　土日にどれだけの人が入っているのかは解わからないが、最近では遊園地やテーマパークがどんどん潰れているらしい。俺おれ達たちが大人おとなになった時、自分の奥さんや子ども達を連れて遊びに行く場所が少なくなっていく……。

　それはなんだか、とても寂しい事に思えた。

「あたしが将来誰だれかの奥さんになって、子ども達と遊びに来るまでは……せめて残っていて欲しいんだけどなぁ」

「ぷっ！」

　似たような事を考えている音央に、思わず吹き出してしまった。

「ん？　何よう、いきなり笑って」

「いや、すまん。俺も似たような事を考えていたんだ」

　もっとも、俺が妄想した『奥さん』は詩し穂ほ先輩だったわけだが。

「あははっ、もしかして会長と結婚したら、とか思ったの？」

「うぐっ。妄想は自由だろう」

「はいはい。夢を持つのは大事よね。うんうん」

　腕を組んで、お姉さんっぽい顔で頷うなずきまくられると照れくさくなってしまう。

「お前はどうなんだよ。誰か好きなヤツとかいないのか？」

「あたし？　あたしは……そうねえ。今のトコ、ドキドキしてる相手はいないかな」

　なんでか妙に安心してしまった。そんな自分を軽く頭の中で戒める。

　こんなだから、一いち之の江えにハーレム男とか言われてしまうのだ。こんなにも一いち途ずなのに。

「ま、音央はモデルやってるくらいだし、スタイルもいいからモテるだろ」

「体目当ての男なら大量にいるわね。モンジもエロい目でよく見てくるし」

「うむ。素敵な胸は見ないと失礼にあたるからな。音央にしてみると、肩が凝ったりエロい目で見られたりして大変なのは解るんだが……」

「あははっ、まあね。そりゃ、肩は凝るし、男どもはあたしの顔や性格よりもまず胸を見てくるし。可愛かわいいブラはないし、お風ふ呂ろの時は腕が重いし、悪い事もいっぱいあるけど」

　ケタケタと笑う音ね央お。あんまり気にしていないのか、開き直ったのか。気にしているけど強がっているだけなのか。いつも明るく強気な音央を見ているといまいち解わからない。

「でも、せっかく誇れるものだもん。この胸も、綺き麗れいな形を保てるように腕立て伏せとかしてるし。天から与えられたものは、嫌がるよりも好きになった方がいいでしょ？」

「なるほど。確かにそりゃそうだ」

　音央の強い視線を見つめながら、自分の身になって考えてみる。

『百物語の主人公ハンドレツドワン』なんて、なりたくてなったものじゃない。

　いきなり『おめでとう！』とか言われて、偶然になってしまったものだ。

　だけど、その主人公に選ばれたから一いち之の江えと出会う事が出来て、キリカともっと仲良くなる事が出来て……先輩が怖がっていたら頼りにされるようになったのだ。

　今の自分、そして与えられた環境を精せい一いつ杯ぱい好きになるよう肯定していく。

　うん、その生き方はとても楽しそうだ。

「音央は凄すごいな」

「え、何よ突然。気持ち悪いわねっ、バーカ！」

　クスクスと笑いながら俺おれを見る音央。夕焼けに薄い茶色の髪が輝いていて、なんだか神秘的な雰囲気にも見えた。

　――どうしてか、夢の中で見た少女の面影が重なる。確かに、あの子もどこか神秘的だったような気がするけども、性格は似ても似つかないだろう。

「何よ、あたしの顔をマジマジ見たりして。もしかして惚ほれた？」

「いや、夢の中に出てきた子を思い出してたんだ」

「うん？　あたしが出たの？」

「それはないな。夢の中の子はいかにも清せい楚そ！　って感じだったし」

「清楚キャラじゃなくて悪ぅございましたねー」

「元気で強気な音央のキャラも気に入ってるから、それはそれでいいさ」

「あははっ、あんたのためじゃないけど、解ったわっ」

　ううむ、顔も思い出せないのに、どうして似ているなんて思ったのかは解らないが。

「そういや、あたしも最近変な夢見るのよね」

「うん？　そうなのか」

　俺が始めた夢の話題に便乗してくる音央。

「ハッキリ覚えているわけじゃないんだけど。あたしが、誰だれかと知らない部屋にいるの」

「男と？」

「男女問わず、ね。たまに見る夢なんだけど、一緒にいる人はちょくちょく入れ替わっていく感じ」

「へえ……」

　似たような夢、同じような夢を見る事はあっても、夢の登場人物がちょくちょく入れ替わっていくなんて。まるでお昼の、芸能人を呼んで会話する番組みたいだな。

「なんでだか知らないけど、悲しい気分になる夢でね」

「ふむ」

「あたしは、その人とずっと一緒にいたいのに、必ず『別れ』があるっぽいの」

「『音ね央おの部屋』はタイムリミットとかある、みたいな感じか」

「そうそう、ずっと一緒にはいちゃいけない、みたいな。それで、お別れするとぎゅううっと胸が苦しくなって目が覚めるの。起きたら泣いてる事もあったりして」

　それはそれで何か意味がありそうな夢だな。俺おれの夢とはまるで違う方向性だが、もしかしたら、ってのもあるし。

　この件が終わったらキリカに一度尋ねてみるとしよう。

「音央の目にも涙だな」

「意外と涙もろいんだってば、あたしみたいなタイプの方が」

「自分で言うなよ」

「マジだって。あはっ」

　笑いながら、持っていたポーチに何気なく手を入れると、巾きん着ちやく袋ぶくろ……ペンケースのような包みを取り出した。黒くて、どこかのデザイナーズブランドみたいな袋だ。

「何それ？」

「お守り」

　そして、大切な物であるかのように、ぎゅっと胸の前で抱きしめた。

『お守り』にしてはでかい。携帯電話とか、携帯ゲーム機などが入りそうだ。

　丁度あんな感じのケースは欲しいんだよな、俺も。最近はいきなり発熱したりする物を持っているから。ある意味俺にとっても『お守り』だし。

「中にありがたい木片とか入ってたりするのか？」

「ううん、よく解わからないんだけどね、開けてないから。でも、大事に持っておいた方がいい、って小さい頃ころに言われたの」

「誰だれから？」

「うーん、覚えてないのよ、これがまた。叔父さんや叔母さんじゃないと思うんだけど。パパやママから貰もらった記憶もないしなぁ」

「……あ、悪い」

「ん？　ああ、全然いいって。っていうか、今の流れは別にモンジ悪くないじゃない」

「いや、でもなぁ」

「あははっ、ほんとにモンジは女には優しいわよね。いいんだって。パパもママも、きっと今でもあたしの事を見守ってくれているだろうから」

　音ね央おはケースを胸の前に抱いたまま、夕焼け空を見上げた。

　彼女には両親がいないらしい。だから、今は親しん戚せきの家にいるという話は中学校時代に聞いていた。親戚との仲は良好との事で安心しているのだが、両親の話題に繋つながるようなトークはやっぱり気まずい。ちょっと油断してしまっていた、反省だ。

「ま、大事にしろよ」

「うん、大事にしまくってるわ」

　なんとなく見ていると、その巾きん着ちやくの口辺りから、黒っぽい硬質の物が見えたような気がした。どこかで見たような気がするが、いまいち思い出せない。

　時間がゆっくり過ぎるような感覚を覚えていると、一いち之の江えが戻ってきた。

「お待たせしました。そろそろ日没タイムですね」

　その言葉に、俺おれは緊張する。

　俺と一之江はこの噂うわさが『本物』である事を知ってしまっているのだ。

『神隠し』。

　ロアの中でも大物として知られる存在であり。

　なおかつ今回は『村系』とも呼ばれる困難な相手。

　果たして、まだルーキーの俺になんとかなるものなのだろうか……？

「じゃ、行くか、一之江」

　とはいえ、迷っていても仕方ない。俺は意を決してゲートに向き合った。

　一之江はいつものように音もなく、スススッと歩いて俺の横に着くと。

「本当に異世界に入ってしまう可能性もあるので、音央さんは入らないようにしていただくとしましょう」

「だな」

　俺だって素人しろうとに毛が生えた程度ではあるが、音央は完かん璧ぺきに単なる一般人だ。こんな、ロアとロアの戦いみたいなものに巻き込むわけにはいかない。

「音央、ちょっといいか？」

「何？」

「俺と一之江が入るから、携帯のビデオ機能で撮影しててくれよ」

　携帯電話を構えるジェスチャーで伝える。

「動かぬ証拠になるだろ？」

「そこまでするものなのね。ま、解わかったわ」

　何も起きないと思い込んでいる音央にしてみると、危険回避とは思わないのだろう。

　デコレーションされたいかにも女子高生風ふうの携帯電話を取り出すのを見て、微笑ほほえましくなった。一之江もキリカも、自分の携帯電話をあそこまで着飾っていない。音央が、純粋に『女子高生』としての生活を楽しんでいる証拠に見えた。

「ここでいい？」

　音ね央おはゲート脇わきの柵さくに立って尋ねる。

「いやいや、普通はもっと全体が映る場所じゃないか？」

「あんた達たちが消えるかどうかの撮影だもの。近い方がいいでしょ？　それに、これってそんなに望遠出来ないし」

　一応あの柵から向こうが園内、という事になるのだろうか。

　だったら、あれを超えなきゃ平気……なのかなあ……？

「動画の時間は十五秒間だけだけど、いいわよね？」

「まぁ、俺おれ達がこのゲートから中に突入するだけだしな」

「あいよ、ＯＫ」

　音央は携帯電話のボタンをポチポチと操作している。

　一いち之の江えを見ると『仕方ない』という顔を浮かべていた。

　あんまり、露骨に遠ざけるのも不自然だ。音央を必要以上に巻き込まないためにも、あくまで『高校生の三人が、ちょっと都市伝説の噂うわさを検証しにきた』というだけの形で終わらせておきたい。

「ほい、ＯＫ」

　音央は準備を終えると、携帯電話を自分の目の前に構えた。

「いつでもいいわよ」

　ああやって、俺達がこの入り口を横断する瞬間を真横から録画する、という事だろう。

「んでは、そろそろ日没タイムなので私とモンジは同時に入ります」

　チケットを俺に渡して、一之江と俺は隣り合って移動を開始する。

　入り口は二個。俺と一之江はそれぞれチケットを持って、右手側にある機械にチケットを投入した。

　カション、という音と共に、目の前にある両扉を模したゲートが開く。

　厳密にピッタリな日没時間である必要があるのか、それとも『そのタイミング』で通る形なのかはいまいち解わからなかったが……。

「っ！」

　いざ、その先に進もうという時にＤフォンがやたら熱くなった。

　これはっ！

「一之江」

「ビンゴですね」

　一之江のＤフォンも危険を察知しているのだろう。胸の辺りを押さえて鋭い視線で先を見つめている。と、ゆらり、と視界が霞かすみ……今までテーマパークだった景色が、入り口を境にどこかの風景に変化しつつあった。

　舗装されているものの、多少荒れたアスファルトの道路。道の脇わきに茂っている草木、やや離れた所に見えるいくつかの民家。

　そこはテーマパークではなく、ぽつぽつと家が建っているだけのちょっとした土地。

『富ふ士じ蔵くら村むら』なのだろうか？

「わっ、何これ!?」

　音ね央おの驚いた声が上がった。

「え、何？　村!?」

　どうやら、入り口の脇にいる音央にも見えているようだ。

　すっかり戸惑いながら、反射的に携帯電話を構えて村の方を撮影している。

　俺おれ達たちが中に入ってしまえばこの風景も消えるはずだ。後で事情は説明するとして、今はさっさとこの村に向かってしまうとしよう。

「行きますよ」

「ああ」

「って、ふ、二人とも!?」

　制止するような声を横に聞きつつ、俺は一いち之の江えと共に、その一歩を踏み出した。

　瞬間。

　俺達の視界は一気に変化し……。

「えぇ!?」

　――音央の上ずった悲鳴が横から聞こえた。

「っ、音央!?」

　辺りを見回す。ワンダーパークのゲートはなくなり、音央の前にあった柵さくも消えていて、周囲は完全に『村』に続く道になっていた。

　俺達は無事にこの村に入り込めたわけだが……何な故ぜ、音央もいるんだ!?

「まさか柵越えしたのか!?」

「してないわ！　っていうか、え、あれ、ほ、ほんとに異世界の村に繋つながったの!?」

　音央は手に持っていた携帯電話を振り落とさんばかりに慌てていた。

　すぐにやってきた方向を振り向いて見ても、そこにはやっぱりワンダーパークの入り口はない。あるのは、まっすぐ森に続く道路だけだ。

「あたし、一緒に入ってないのに！」

　おろおろと辺りを見回す音央。手をブンブンと振り回し、髪はふわふわと舞い、そしてその度に彼女の胸が揺れに揺れる。

　――ああ……そうか……。

「……あれだな」

「あれのようですね」

「え、どれ？」

　自分では気付いていないようなので、俺おれは指差す。

「胸」

「……あっ」

　ようやく音ね央お自身も気付いたようだ。

　――そう、おそらく。

　一心不乱に村を撮影していた音央は、体の『一部』が柵さくを超えてしまっていたのだ。

　だから、音央も俺達たちと『同時に入った人』として認識されてしまい、異世界に紛れ込んでしまった。そういう事らしい。

　慌てて気付いた音央は、自分の胸を抱き締めるみたいに庇かばった。

　だがもう遅い。



　どうやら彼女も、俺達と一緒に――。



『富ふ士じ蔵くら村むら』に入ってしまったのだから。



    

  
    
      



    

  
    
      


◆第六話：‥“〝人食い村”〟のロア　後編



◆2010-06-01T19:00:00?　"Fujikura Village Entrance"



「ど、どういう事なのっ!?」

「まあ落ち着いて下さい」

　うろたえまくっている音ね央おの手を一いち之の江えが握る。

「え？　あ、あぅ……」

　一之江に突然握られて驚いたのか、音央は奇妙な吐息を零こぼして大人おとなしくなった。

「心配はいりません。私より怖いものなど無いのですから」

「え、一之江さんより……？」

「はい。私はこう見えて、物もの凄すごいおっかないものなのですよ」

　一之江は両手で音央の手を握りながら、薄く笑って見せた。

　音央は動揺しつつも、その手と一之江の顔を見て、下唇を噛かみ。

「ん……よく解わからないけど。一之江さんはおっかないというより可愛かわいいわよ」

「可愛いものほどおっかないものなんですよ」

　音央の荒かった息が、少しずつ落ち着くのが見てとれた。優しいよな、一之江のやつ。

「安心して下さいというのも難しいと思うので、今は私達たちに任せて下さい」

「…………ん、解ったわ」

　その眉まゆは下がりっぱなしだが、それでも音央は頑張って小さく頷うなずいた。

　一之江はそんな音央の手を右手で握ったまま、俺おれの方に向き直る。

「私が撮影担当になってモンジだけ入れば良かったですね」

「ああ、なるほどなぁ」

　一之江なら、俺のＤフォンがある場所ならいつでもどこでも呼ぶ事が出来る。それはどんなに空間を隔てた場所でも大丈夫だった。こないだ、キリカにそれっぽい空間を魔女的な魔術で作って貰もらって実証してみたのだ。だから、一之江が撮影担当であったとしても、すぐにこちらに呼び出す事が出来たはずだ。

　……それに、一之江なら胸の先がラインを超えたりする事も……。

「えい」

　左足を踏まれる。

「痛い!?　なんで踏んだ!?」

「一之江なら胸の先がラインを超えたりする事もないもんな、と思ったからです」

「一字一句合ってるってどうなんだよ」

「おっかないでしょう」

　そういう恐怖すらも操ったり出来るのだろうか。一いち之の江えは本当に底知れないな。

「ま、過ぎてしまった事はさておきますよ。ぐりぐり」

「さておいてねぇ!?」

　足で俺おれの左足をグリグリと踏みにじりながら、一之江は鋭く辺りを見回す。

「な、なんか気配とかあるか？　っていうか、足をどけろ！」

「そうですね、私達たち三人以外の誰だれかの気配は確かに感じられます。何者かがいる、というのは確かでしょう。んでもって、命令しやがりましたね、今」

「いいえ、麗しの瑞みず江え様。その美しいあんよをおどかし遊ばせて下さいませんか」

「よろしくてよ」

　一之江が足を持ち上げてくれて、ようやく俺も落ち着いて周囲を見回す余裕が出来た。

　俺達から見て、右手前にある一軒家。そこを一之江は睨にらんでいる。

　あそこに誰か住んでいるって事だろうか。

「ロアじゃなくて？」

「それはまだ解わかりません。ロアと人間の気配にほとんど違いなんてありませんから」

「そっか。何か敵意があるものが出てきたら解るか？」

「ええ、私は敵意の視線やエロい視線に敏感なので」

「そうなんだな」

「なのでそういう視線で見ないで下さいね」

「……善処する」

「よろしい」

　そこで音ね央おが何か言いたそうに見ている事に気付いた。一之江が頷うなずいて促す。

「どうぞ」

「あ、うん。……やたら慣れた雰囲気ね、二人とも」

　おずおずと尋ねる声には、いつもの自信が無い。まあ、無理もないよな。こんな非常識な目に遭あって、ただでさえ動転しているのに、同行者はごく普通に事態を受け止めているのだ。大事そうに握っている一之江の手が頼みの綱なのだろう。

「事情は後で話すつもりだよ。ってか、俺も別に慣れてはいないんだが」

「う、うん」

「まぁ、念のため、俺と一之江の近くにいてくれ」

「わ、解ったっ」

　音央は一之江の右手を握ったまま俺の左側、すぐ近くまでやってきた。

　……本当に心細いのだろう。音央と一之江が手を繋つなぐ姿なんて本当は微笑ほほえましいはずなのに、その不安いっぱいの困った表情を見ていると、早く安心させてやりたくなった。

「モンジ、Ｄフォンはどうですか？」

　俺おれの気持ちを知ってか知らずか、顔を上げて尋ねてくる一いち之の江え。

　早速、俺の危機を知らせてくれた黒い携帯電話を取り出してみる。

「さっきは熱くなっていたけど、今はそうでもないし。光ってもいないなあ」

「危険は無いって事かもしれませんが……魔女の時も普通に反応薄かったですからね」

「誰だれかさんの時が一番怖かったよ」

「私ったら最恐ですね」

「得意げだなあ」

　こんな恐ろしい事態になっているのに、多少胸がドキドキするくらいで済んでいるのは、一之江がいてくれるからだろうか。もしくは、今見えている風景があまりにもごく普通のものだから、感覚が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。

　――『村』、かあ。

　山の中に作られた、小さな村。家から家までの距離が遠く、砂利っぽい道路が続いている。もう夜が近いからか街灯には明かりが灯ともり、光に照らされてない部分は闇やみの割合が多くなりつつある。田んぼや畑だけではなく放置されて草木が生い茂った空き地も目立つ。

　平和なド田舎。それが今俺達たちがいる場所だった。

　ここが噂うわさの『人食い村』だなんていまいち信じられないな。

「ん？」

　しかし……なんとなく、辺りの光景にデジャヴ……既視感を覚えた。俺はどこかで、この風景を見た事があるのだろうか？　それとも、似たような場所に行った事でもあるのだろうか？

「どうかしましたか」

　一之江が尋ねてくる。

「いや……なんかデジャヴったんだ、この風景」

「あ、あたしもなんか……見覚えあるような、ないような……」

　おずおずと音ね央おが挙手する。まだ戸惑いが強いのか、仕草は控えめだ。

「ふむ？」

　一之江も改めて辺りを見回しているが、やがて首を傾かしげた。

　見覚えは特にないらしい。俺と音央だけって事か。

「ねえ、モンジ？」

「ん？」

「ほんとにここって、怖い村なのかな？」

　音央は一之江の手を握りつつも。どこか釈然としない顔をしていた。

　見覚えがある、というのもあるだろうが……確かに、今の俺おれは恐怖よりものどかさを感じてしまっている。

「まだ解わからないが、今すぐ危険な何かってのは無いみたいだな」

「ん……そう、ね……」

　音ね央おはやっぱり辺りを見回しながら、首を傾かしげていた。

　見覚えがある、という感覚が一時的に恐怖を和らげてくれているのかもしれない。

「で、村に入りましたが。これからどうしますか？」

　一いち之の江えは再び俺の顔を見上げて尋ねてきた。あくまで決定権は俺にあるという事か。

「そうだな、まずは本当に出られないかどうか調べるとしよう」

　俺達たちが来た理由はこの『ロア』を調査すること。

　そして。

「それから、どうするつもりですか？」

　一之江が尋ねているのはそういう事ではない。

「俺の『物語』だったら手に入れるし、そうでなかったら……」

「なかったら？」

　一之江の視線は鋭い。

　もし、そうでなかったら。

「……無事にここから出よう」

　問題の先延ばしであることは否めない。

　本当は『このロアを退治しよう』の方が一之江には正解だったかもしれない。

　だけど、俺はまだ迷っているのだ。

　――ロアを、倒して。消してしまっていいのかどうか。

　それを俺の判断でやっていいのかどうか。

「ま、今はまだそんなもんですよね」

　一之江は俺の迷いを把握し、ため息交じりに言ってくれる。

　呆あきれているわけではなく。早く成長しろ、と言われているのだ。

「サンキュー、一之江」

「構いません。貴方あなたには早くすげえ『主人公』になって貰もらわなければなりませんが、焦っても自滅するだけですので。それに、その手のメンタルケアはキリカさんにお任せです」

　役割分担になるほど、と思った。

「……『主人公』？」

　音央が俺達の会話を聞いて、おずおずと尋ねてくる。

「ああ、深い話は……無事に脱出してから話すよ」

「出られるの？」

　その疑問はもっともだった。

「出るんだよ。どんな手を使ってでもな」

『８番目のセカイ』には、確か。



　　二度と出る事が出来ないかもしれません。



　と書いてあったはずだ。

　つまり『絶対に出る事が出来ない』ではなく『出る事が出来ないかもしれない』である以上『出る事は出来る』のだ。

「少し歩いてみるとしよう」

「解わかりました」

「う、うん」

　俺おれが歩き始めると一いち之の江えは横をスタスタ歩き、音ね央おは俺の服の裾すそを摘まんでついてくる。

　こうして『神隠し』に遭あっている俺達たち。

　この村で、何が起きるのだろうか？

　俺は緊張と恐怖を誤ご魔ま化かすために、強く拳こぶしを握りしめて重い足を動かした。
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　しばらく歩いていると、広い駐車場のある二階建ての建物に辿たどり着いた。

　辺りはもうすっかり暗くなっていて、弱々しい街灯が道路を照らしている。

　空には、いつの間にか雲がかかっていた。どんよりとした無色の空はそれだけで気持ちが沈みそうになる。一雨降ったりしそうだが、こういう異世界の村でも雨っていうのは降るものなんだろうか。

「ええと、自治会館？」

　音央が目の前にある建物を見て呟つぶやく。入り口の所には『富ふ士じ蔵くら村むら自治会館』とあった。

「そうみたいですね」

　一之江が頷うなずいた直後。

「んっ」

　一之江が左手を広げ、俺達を庇かばうようにして身構える。

「ど、どうしたの？」

　音央は再び不安そうに一之江に尋ねた。一之江が睨にらみつけている先。

　――自治会館の二階の窓。

「っ!?」

　そこに、俺おれ達たちの事を見ている人影があったのだ。

　小さい子ども……男の子と女の子だろうか。

　その二人が、興味深げに俺達を見つめている。

「子ども……？」

　音ね央おは一いち之の江えの手だけでなく、俺の服も強く握る。

　その男の子と女の子は、そんな俺達を見てニコニコと笑うと。

　そのまま、走り出した。

　……降りて、出てくるつもり、だろうか？

「警戒だけはしておいて下さい」

「解わかった」

　Ｄフォンは熱くなっていない。とはいえ、直接的な危険ではない可能性もある。

　汗がこめかみの辺りを流れるのを感じた、その時。

　その建物の入り口から、白い傘を持った赤いワンピースの少女が出てきた。

　歳としは俺達より同じかやや下くらいか。その少女の後ろに、さっきの男の子と女の子がニコニコと笑って隠れている。

「ほんとだ、三人もいるね？」

　少女は自分の後ろにいる二人に言うと、男の子と女の子は得意げに頷うなずいた。

　その態度も表情も、ごく普通の人間っぽい態度だ。

　しかし、どんなに可愛かわいくても一之江やキリカのようにおっかない子はいる。ついつい気を許しそうになるが、警戒するに越した事はない。

「みんなー、また迷い込んだ人がきたよー!?」

　そして、少女は大きな声で自治会館の中に呼びかけた。

　その声に反応して、中から老若男女……様々な人々がわらわらと出てくる。

「おっ、ほんとだ」

「今回は三人もかあ」

「何があったか解らんって顔してるなぁ」

「まあ、無理もないよなぁ」

　口々に俺達を見て呟つぶやいていた。その様子は、いかにも善良な村人達だ。

　俺達三人がリアクションに困っていると、さっきの少女が俺達の前にやってきた。

「こんにちは、はじめまして？　富ふ士じ蔵くら村むらにようこそ！」

　人ひと懐なつっこい笑みの、なかなか可愛らしい子だった。

　俺の知り合いで言うとキリカ系か。あいつを少し幼い感じにして、ぽややん度をちょい増しでタレ目にした感じ。そんな子が、満面の笑みを浮かべて俺達を見ている。

「あ、どうも、こんにちは」

　代表して俺おれが挨あい拶さつをすると、少女は嬉うれしそうに目を細めて。

「わたしは、朱あけ井い詞し乃の。この村に迷い込んじゃった人でしょ？　色々と説明するから、一度この中に入ってちょ？」

「え、あ、うん」

　一いち之の江えを見ると、しばらく悩んだ顔をしてから頷うなずいた。

　詞乃ちゃんにはさっぱり敵意は見えないし、村人達たちも……心配そうにしている顔、安心させようと頷いている顔、興味深げに俺達を見ている顔、など。噂うわさにあるような『村系都市伝説』の怖いイメージはまるでない。

「入ってみるか」

「うん！　じゃあ、三名様ご案内でいい？」

　やたら明るい声に導かれて、俺達はその自治会館に入った。



◆2010-06-01T20:00:00?　"Fujikura Village Meeting Hall"



　俺達が案内されたのは、自治会館の中にある大きな和室だった。

　村人達が談笑して過ごすための場所らしい。

　畳の上に座ざ布団ぶとんを敷いて貰もらって、その上に三人で大人おとなしく座っている。

　さっきは五、六人いた村人達も今では三人くらいだった。

　詞乃ちゃんと、ガリガリのおじいさんと、中年で恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんだ。

「おい、あれが新入りらしいぜっ」

「え、どれどれ、見えないようー」

　そんな賑にぎやかな声が聞こえてドアの方を見ると、物珍しげにしている小さな男の子と女の子がいた。さっき窓から見ていた子ども達だ。年とし頃ごろは小学校低学年くらいだろうか。興味津々な様子で俺達を見ている目がなんだか可愛かわいい。

　そんな二人の所にやってきた別のおばあちゃんが「後で遊んで貰いましょうねえ」と声をかけて、二人は渋々退散していった。

　なんだこれ。やたら平和過ぎないか？

　都市伝説の中でも特に恐ろしいので有名な『村系』のロア。だというのに、この村の雰囲気はあまりにもほのぼのしていた。音ね央おを見ると、緊張していいのかリラックスしていいのか、複雑そうにしている。

「いかにも普通っぽくて驚いたでしょ？」

　俺の表情にそんな疑問が出ていたのだろう。詞乃ちゃんは俺の顔を見て微笑ほほえんでくれた。

「うん……正直な話、こんなに人がいるとは思ってなかった」

　なんとなく勝手なイメージだが、『誰だれもいない村』みたいに考えていた自分がいた。

　もしくは、いたとしても、おっかないロアか何かで。

　こんなにごく普通に生活している人々がいるなんて思っていなかったのだ。

「まあ、無理もないでしょうなぁ」

　おじいさんも笑いながら頷うなずいている。隣のおばちゃんもうんうん、と首を上下していた。

「最初はみんな戸惑ってたよね？」

「うむ。俺おれも騒いだもんだ」

　詞し乃のちゃんとおじいさんが感慨深げに話していた。詞乃ちゃんは語尾が上がる口調が特徴的だなぁ、と思いつつ。質問をすべく手を上げる。

「ええと、つまりどういう事なんだ？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うとね？　今村にいる人達たちは、みんなこの村に迷い込んだ人達なの」

　それを肯定するみたいに、おじいさんもおばちゃんも頷いている。

　この場での説明役は詞乃ちゃんで、他ほかの二人はサポートのようだ。

　老人とおばちゃん。確かにこの二人がいる方がなんとなく安心出来る空気があるし、詞乃ちゃん一人よりも説得力も増す気がする。

「俺は山ん中を散歩してたら、ここに迷い込んでたんだよ」

「私は、家族でバーベキューをしていたら迷い込んじゃったわねえ……」

　おじいさんとおばちゃんがしみじみと語る。

「それは、境さかい山やまで？」

　俺が尋ねると、三人はゆっくりと首を振った。

「この村に迷い込む人は、色んな場所からやってくるの。貴方あなた達はその『境山』っていう場所からここにきたんだろうけど、北は北海道から南は九州まで、この村には色んな所から来た人がいるんだよ？」

「そうなのか」

　境山以外にも『富ふ士じ蔵くら村むら』に繋つながる入り口があるという事実に驚く。

　つまり、この詞乃ちゃんや他の人達もみんな、ロアの犠牲者なのかな？

「ここで皆さん、普通の生活が出来ているのですか？」

　それまで黙っていた一いち之の江えが挙手する。

「うん。川も近くに流れているし、農作物も取れるしね？」

「何な故ぜか電気は通っているみたいで助かっているんだ」

　詞乃ちゃんとおじいさんが返事をした。

「テレビとかは無理だけど、ラジオの電波だけは入るから。この村の外がどんな感じなのかも解わかったりするんだよ？」

　詞乃ちゃんがテーブルの端にあった古い型のラジオを手元に持ってくる。

「へええ、ラジオだけ入るのか」

　電気も通っていて、ラジオも入る。川があるから水もあるし、農作物で食事も摂とれる。

「みんなそれぞれ、助け合って生きてるのよね？」

　詞し乃のちゃんは誇らしげに胸を張って語った。

　――神隠しに遭あい、村に閉じ込められた人々。それがこうして逞たくましく生きている。

　そんな事実に、安心する俺おれがいた。

「えーと……」

　と、なると。後は何を尋ねればいいのだろう？

『８番目のセカイ』の情報からすると、この村を『人食い村』と呼ばせている何かがあるはずなのだが……。

「この村に最初にきたのはどなたですか」

　一いち之の江えが尋ねると、詞乃ちゃんはニッコリと笑って。

「うん、わたしかな？」

　と元気に返事をした。



　それから、村がどんな作りになっているかを地図を見てレクチャーして貰もらったり、村人達たちがどこに住んでいるのかを説明して貰ったりした。比較的広い村で、森の中にある川を挟んで人々は生活しているようだ。村人の人数は百人くらいらしく、さっきくらいの小さい子から老人まで幅広くいるらしい。基本的には農作業をして過ごしているらしく、摂れる作物は美お味いしいんだそうだ。

「…………」

　そんな話を聞いている俺達を、さっきの男の子と女の子がドアから見つめていた。

「あ、んもう……新しい人が来たから、遊んで欲しがってるのかな？」

　詞乃ちゃんが困ったように言うと、音ね央おがおずおずと手を挙げる。

「あ、あたしがお話ししてこようか？」

「あれ、いいの？」

「う、うん。難しい事はモンジと一之江さんに任せてもいいかな、って。……いい？　あたし、正直頭がぐるぐるしてて」

「私は構いませんがひとつ条件があります」

　一之江がぴっ、と人差し指を立てて。

「邪魔なのでモンジも連れてって下さい」

「邪魔てお前」

「それでいいならＯＫですよ」

「うん、じゃあモンジ行きましょ？」

　一之江には何か考えがあるようなのだが、それにしても言い方が悪い。

　抗議がましい視線を送るがどこ吹く風、さらりと流された。

「……あんた達たちって仲良しよね」

「仲良しかぁ？」

　音ね央おの感想に思わず尋ね返す。

「だって、まだ知り合って間もないはずなのに遠慮がないもの」

「あいつは、遠慮という言葉を知らない美少女なんだ」

「あ、うん。それはこの短い付き合いでも解わかった」

「だろう。だから音央も遠慮しなくていいと思うぞ」

「あはっ、うん、解ったっ」

　この村に入ってから、ようやく音央が笑ってくれてホッとした。

　のどかな空気と、村人達の明るさにようやく余裕が出来たのかもしれない。

「じゃ、あっちね？」

「うん、タッくんとミーちゃんをよろしくねーっ？」

　詞し乃のちゃんの元気な声に送られて俺おれ達が廊下に出ると『タッくん』と『ミーちゃん』と呼ばれた男の子と女の子が嬉うれしそうに笑っていた。小学生低学年か、それよりもっと下くらいか。ヤンチャそうなタッくんと、大人おとなしそうなミーちゃんは俺達の手を握ってくる。

「さ、こっちだぜ！」

「行こ、お姉ちゃんっ」

　小さい手に握られると、怖がったりしていられないな、と思う。

　見れば、音央も表情を和らげていたのだった。



◆2010-06-01T23:30:00?　"Fujikura Village Playroom"



「モンジー、モンジー！」

「こらっ、タッくん！　俺はハヤテお兄さんと呼びなさい！」

「モンジおにいちゃんー」

「ミーちゃんも！　ハヤテおにいちゃん♪　と呼びなさい！」

「わははは、モンジー、モンジー！」

「きゃはは、モンジおにいちゃん、モンジおにいちゃん！」

「って、お前らなー！」

　俺の周りをドタバタと走る二人。

　自治会館内にある別の和室で、俺達は一緒に遊んでいた。

「あはは、モンジは好かれているわねえ」

「音央は何くつろいでるんだよっ」

　見れば音ね央おは、座ざ布団ぶとんに座ってのんびり俺おれを見ている。

「よし、タッくん。あのボインにダイブしてこい」

「って、何言ってんのあんた!?」

「えー、やだよー！　女の胸なんか！」

「タッくん、今なら許される行為もな、大きくなると全く許されなくなるんだ。あれだけのボイン、今しか掴つかめないぞ」

「けしかけんなバカ!?」

「わーい、じゃあわたしがいくー！」

　ミーちゃんがパタパター、と音央に抱きついていった。

「ふわー、すごーい、ふわふわー！」

「あっ、ちょっ……んもう」

　ムニムニと胸を弄いじられている音央だったが、流石さすがに幼女には強い抵抗は出来ないようだ。タッくんはまるで興味がないようだったが、俺には大変眼がん福ぷくになっていた。

「って、何見てんの!?」

　手近にあった座布団を投げつけられ、頭にヒットする。

「わははは！　モンジだせー！」

「タッくん、音央お姉ちゃんは座布団投げをご所望のようだぞ」

「よーっし!!」

　俺は拾った座布団をタッくんに手渡して、ニヤリと笑う。

　しかし、音央はミーちゃんを抱っこしながら不敵に笑い返してきた。

「タッくん、悪モンはそっちのモンジよ！　座布団で叩たたいちゃえ！」

「おうよー!!」

　まさかの裏切りだった。タッくんは容赦なく、俺を座布団で叩きまくってくる！

「わっ、ちょっ、う、裏切りものー！」

「モンジ叩く方がおもしれーもん!!」

　タッくんはガキ大将の素質があるようだ。

「モンジから滲にじみ出る弄られオーラのせいね」

「いじられおーら？」

「モンジみたいなヤツには、何してもいいのよ、ミーちゃん」

「そうなんだねっ」

「いたいけな少女に何教えてんだお前!?　ってかタッくん、割と痛い！　痛い！」

　ボフンボフン叩かれまくる俺。楽しそうに笑っている他ほか三人。

「えーと……」

　叩かれまくっている俺を見て、ミーちゃんもニコニコと笑いながら。

　部屋の片隅にあった小型のラジオを拾いにいく。

「って、硬い物は良くないぞ、ミーちゃんっ」

「え？　……えへへ、えーい！」

「こらー！」

　ミーちゃんが投げてきた小型ラジオを座ざ布団ぶとんで防ぐと、それは俺おれの足元に転がった。

「今だ！」

「少しは手加減してくれー!?」

　タッくんの猛攻はさらに激しくなり、音ね央おとミーちゃんは大いに笑っている。

　――笑顔が響くこの部屋は、なんだか本当に平和だった。

　こんなに平和だが、ここは『村系のロア』の村なのだ。油断は出来ない。

　……油断は出来ないものの。

「あはははっ！」

　さっきまでとても怖がっていた音央が笑っているのだから。

　少しでもこの時間が長く続けばいいと、そう思っていた。

　だが。

「あっ」

　と、いきなりタッくんの座布団で叩たたく手が止まる。

「どした？」

　見ると、タッくんは壁にかかっている時計を見ていた。

「どうしたの？」

　音央が抱っこしているミーちゃんも、同じ時計を見てじっとしている。

　――時刻は、もうすぐ零れい時じになろうとしていた。

「ああ、そろそろ寝る時間か？」

「あ、うん、そうなんだけど……」

「ん？」

　さっきまで元気いっぱいだったタッくんが何な故ぜか歯切れが悪い。

「うー……」

　見ると、ミーちゃんも何か言いたげに音央にしがみついていた。

「ま、しかたないよな」

「うん、そうだね」

　タッくんが言うと、ミーちゃんも渋々頷うなずいて音央から離れる。

「そろそろ帰らないといけない時間なのね」

　音央もどこか寂しそうだった。不安な出来事に襲われた後、こうして楽しく笑って過ごせたのだから、名残惜しいのだろう。

「音ね央おちゃん」

「ん？」

　ミーちゃんはそんな音央の手をぎゅっ、と一度強く握ってから。

「食べられないでね？」

　と、不吉な言葉を呟つぶやいた。

「……へ？」

「コラッ！　いくぞ!!」

　ミーちゃんの言葉を叱しかるように、タッくんが声を荒げる。

「じゃあな、モンジ！」

「お、おう」

　タッくんはミーちゃんの手を引いて、部屋を出ていった。

　音央はポカンとその背中を見送る。

「食べられないで……って」

　音央は握られた手をまじまじと見つめた後で俺おれを見る。

「あんたにかしら？」

「どんなおませさんだよ。流石さすがにそんな深い意味はないだろ」

「……そうよねえ」

　しかし、なんだろう、このザワついた感覚。

　この、ぞわぞわするような落ち着かない気分には……。

　覚えがあった。

『食べられる』と言えば、そう、キリカだ。

　あの時に感じた、ヒリつくような恐怖がじわじわと胸に広がっていく。

　――どういう意味なのかは解わからない。だが、俺はどうやら危険を感じている。

「一いち之の江えと合流しておこう」

「う、うん、そうね」

　音央も不安を隠せない様子だった。

　ミーちゃんの言葉と、タッくんの態度。

　あれは「言っちゃいけない言葉を言っちゃった」みたいに思えた。

　詞し乃のちゃんや村人達たちとの会話、そしてタッくんやミーちゃんと遊んでいたから忘れかけていたが、ここは『８番目のセカイ』にも載っている『人食い村』なのだ。

　警戒心を改めて持っても損はない。

「音央、それじゃ」

　出るぞ、と言いかけた時だった。



　フッ



　と、いきなり部屋の明かりが消えて、真っ暗になった。



　ザザザザザザザザザッ!!



「っ!?」

　俺おれ達たちの足元辺りから、凄すごいノイズ音が聞こえた。

　途端、俺のポケットが焼けるように熱くなる。

　――Ｄフォンが危険を告げている！

「音ね央お！」

　暗くら闇やみの中、音央に手を伸ばし自分の方に引き寄せる。

「も、モンジっ」

　音央の声が震えている。カチカチと歯が鳴っている音まで聞こえてきて……本気で怖がっている事が解わかった。俺はその肩を抱く力を強める。

「なんで、暗く……今の音、なに……？」

「解らない。解らないが、ただの停電ってわけでもなさそうだ」

　安心させてやるための言葉が浮かばない事に苛いら立だつ。だが、俺まで余裕を無くしてしまったら、音央はもっと心細くなるはずだ。

「タッくん、ミーちゃん、大丈夫かな……」

　怖がって、荒い吐息になりながらも。音央はさっきの二人を心配していた。

　不安が不安を呼び、混乱しそうな自分を必死に押さえつけているかのように。

　肩を抱く俺の腕をぎゅううっと強く掴つかむ。

「ぅくっ……」

「音央？」

　泣くような息遣いが聞こえて、目が慣れてきた俺はその顔を覗のぞき込む。

「ぁう……うぅ……今さっきまでは、平和だったのに……」

　だけど、今は平和ではない。

　――元々、平和なはずがない場所なのに。

　穏やかな時間を過ごしたせいで俺達は麻ま痺ひしてしまっていたのかもしれない。

　いや、恐怖から目を背けるために、必要以上にリラックスしてしまったのだろう。

　結果、より激しい恐怖を感じるようになってしまった音央が、なんだか可哀かわい想そうだった。

「大丈夫だからな」

　ようやく安心させるための言葉が口をついて出る。

　そう、今はこいつを『大丈夫』にしてやらなければならない。

　それが俺おれの最重要ミッションだ。

「……っ」

　Ｄフォンを取り出してみると、思いっきり赤く光っていた。

　これはヤバイ。

　こんなに赤く光っているのは、一いち之の江えに襲われた時以来だ。

　つまり、俺が今まさにピンチに陥っている事を示す。

「なんか……真まっ赤かね、その携帯電話……」

「ああ。……こいつが赤く光って熱くなっていると、ピンチって事なんだ」

「え、それって……」

　音ね央おが何か言おうとした瞬間だった。



　ザザザザザザザザザッ!!



　やはり、俺の足元からノイズ音が響き。

　赤くぼんやりと照らされた部屋の中に、小さな影が入ってくる……。

「音央！」

「きゃっ!?」

　俺は音央を突き飛ばし、咄とつ嗟さに座ざ布団ぶとんを構えた。

　直後、座布団を突き破って刃物の先端が俺の目の前に迫る。

「え、タッくん!?」

　音央がこっちを見て叫んでいた。

　取り落としたＤフォンの赤い光に、ぼんやりと照らし出されているのは、さっきまで遊んでいた少年。

　だが……。

「ヒッ！」

　音央が小さく悲鳴を上げるのも無理はない。

　彼の目……眼球は、まるで闇やみ色いろの飴あめ玉だまのように真っ黒だったのだ。

　さっきまでの快活そうな表情はなくなっており、今はただ無表情に俺の座布団に包ほう丁ちようを突き立てている。……もし座布団で防がなかったら、俺はこの包丁に……。

「くっ、タッくん、どうしたんだ!?」

　座布団から突き抜けた切っ先が俺の腹に迫ろうとしている。

　子どもとは思えないほどの、強い力だった。押し返そうとするが、全くびくともしない。

「チッ」

　本当は子ども相手に手荒な真ま似ねはしたくなかったのだが。

　座ざ布団ぶとんで彼の手を挟み込み、そのまま引き寄せてから足払いをかける。

　軽い体はいとも簡単に畳の上に転び、俺おれはその手から包ほう丁ちようを奪い取った。

　……一いち之の江えから『もしもの時の戦闘技術』という特訓を受けていて良かった。

　以後は都市伝説探しのパートナーになるだろうからと、以前の事件以降あいつがみっちり俺に叩たたき込んでくれているのだ。

「っ！」

　冷や汗を拭ぬぐう間もなく、俺は一気に音ね央おの方に転がり込みながらＤフォンを拾った。

　ヒュン！　と、俺が今までいた場所を包丁が通り過ぎる。

「ミーちゃんまで……」

　俺はその姿を確認していないが、音央の呟つぶやきでそれが誰だれなのか把握する。

　やっぱりか。

　タッくんが失敗した瞬間には、彼女が俺を狙ねらうと思っていたが、ドンピシャだった。

　……っていうか、すげえ危なかったって事だよな、俺！　と、今になって思う。

『咄とつ嗟さの時に動けるように何度も練習しますよ』

　と、一之江がスタンガンで鍛えてくれた成果が出ていた。

　あいつの動きは本当に素早くて見えないので、何度も何度も痺しびれているうちに体が危険な時の動き方を覚えてくれたのだろう。

「流石さすがにさっきまで遊んでた子達たちに危害は加えたくないな……」

　そんな呟きを零こぼすくらいには、俺にも余裕があった。

　音央を庇かばうように、彼らと音央の間に俺は体を滑りこませて立つ。タッくんから奪った包丁を構えるが……もちろん、こんな物使いたくもなかった。

　ゆっくりと立ち上がるタッくんと、俺を無表情に睨にらみつけているミーちゃん。

　さっきまではあんなに楽しそうに笑っていたのに。そう思うと苛いら立だちで頭が熱くなる。

「モンジ、どういう事!?」

「さっきのノイズ音が合図か何かなんだろうな」

　音央の足元を見ると、そこにはさっき投げつけられたラジオがあった。

　あのノイズ音は、確かにラジオの音っぽい。

　――テレビは無理だけど、ラジオは聞ける。そんな話を思い出す。

「音央、ちょっとそのラジオ拾っておいてくれっ」

「え、あ、解わかった！」

　音央がラジオを抱えるのと同時に、タッくんとミーちゃんが俺に襲い掛かってくる。

　正面から見ていれば、なんとかその動きは読めた。

　まずはミーちゃんの包丁を避け、突き出された手にチョップを叩きつける。

　包ほう丁ちようを落としたミーちゃんを引っ張り、向かってきていたタッくんに突き飛ばす。

　もつれあって倒れる二人。

　――そして、彼らにのしかかって、一気に持っている包丁でトドメを刺す？

　バカ言え。こんな小さい子達たちにそんな事出来るはずない。

　確かに俺おれは一いち之の江えにそういう『戦い方』を学んでいるが、それは身を守るためであって相手を殺したりするためではない。

　……でも、おっかないからミーちゃんの包丁も回収しておこう。

　俺は床に刺さっていたものを引き抜き、両手にそれぞれの包丁を握り締めた。

「持ってきたわよっ、て、怖っ！」

「大丈夫だ、俺はなんもしないって！　あの子達から取り上げただけだって」

　二人は倒れた後、ピクリとも動かなくなっていた。

「……殺しちゃったの？」

「いや、ぶつけて倒しただけだ」

「だって、あれ……」

　見ると、じわあ、と二人の体から赤いものが流れはじめていた。

　それは……血だ。

　タッくんやミーちゃんの目や鼻、口、そして服の下から血が流れているのだ。

「おいおいおい」

　一瞬、『殺してしまった』という罪悪感に焦りそうになるが。

　俺は二人を突き飛ばしただけだ。それで、あんな怪け我がをするはずがない。

「っ、ミーちゃん、タッくんっ！」

「よせ！」

　俺は二人に駆け寄ろうとする音ね央おの前に立って止める。

「で、でもっ！」

「さっきの二人はどう考えても正気じゃなかったろ！　無む闇やみに近寄るな！」

「う、ぐっ、だって……っ」

「本当は俺だってすぐに駆け寄って、状態を確かめたいんだ。だけど……すぐに起き上がってきて、襲ってくる可能性だってあるだろ？　そしたら、また襲われるかもしれない」

「……うん、そう、ね」

　この手の事件に対しては、俺はまだルーキーで。音央は単なる一般人である。

　――俺達では、解わからないことだらけだ。

「……とりあえず、一之江を呼び出そう」

「ぅ、うん……」

　あいつもこの事態に巻き込まれているだろうが、絶対に無事なはずだ。

　そう思って、Ｄフォンのデータフォルダを開いたところで。

「へえ、生き延びたんだ？」

「っ!?」

　俺おれと音ね央おの背後から突然声がかかって、Ｄフォンがもの凄すごく発熱して赤く光った。



　ガギィン!!



　刹せつ那な、俺のすぐ後ろから響く、刃物と刃物がぶつかり合う音。

「油断するなと言ったでしょう」

「一いち之の江え！」

　いつの間にか俺の背後に一之江がいてくれた。

　俺は音央と一緒に振り返る。

　と、赤い光の中に浮かんでいたのは……。

「一ひと筋すじ縄なわではいかないんだね？」

　朱あけ井い詞し乃の。

　彼女が一之江の持つナイフに大きな出で刃ば包ぼう丁ちようを突きつけて、にこやかに微笑ほほえんでいた。

　そして、包丁を引っ込めてから俺と一之江を交互に見る。

「ロアとの戦いに慣れてる子達たち？」

「私はプロフェッショナルですが、彼はルーキー、そしてあのボインさんは素人しろうとです」

　一之江は俺達を守るように立ちながら、両手にナイフを構えて告げた。

　二刀流格かつ好こいいな、と思いつつ。

「なるほどね？」

　詞乃ちゃんは余裕そうな笑みを浮かべてタッくんとミーちゃんを見た。

「強いんだ？　モンジさんも」

「まあ、そこのプロフェッショナルに随分酷ひどい目に遭あわされているからな」

「徹底的に鍛えています」

「なるほどね？」

　この状況にあってもまるで性格は変わっていないようで、彼女の容よう貌ぼうも今までと同じだった。目が真っ黒になっている事もない、さっきまでの人ひと懐なつっこい雰囲気のまま。

　――さっきと同じままで、ボスっぽい態度で君臨しているのだ。

「なので、貴女あなたの眷けん属ぞくの一人や二人では、モンジは倒せませんよ」

「けんぞく……」

　俺はマジマジと詞乃ちゃんを見る。

「所しよ詮せんは死体だから脆もろいもんね？　新鮮な頃ころはもうちょっと強度があるんだけど」

「死体？」

　チラリ、とタッくんとミーちゃんを見る。

　確かに、今の血を流してぐったりしている姿は、死体以外の何者でもない。

「そんな……さっきまであんなに元気に遊んでたのに……」

　音ね央おはショックを隠せないようだ。

　……俺おれだってショックだった。

　許可した覚えはないものの、モンジモンジと笑顔で慕ってくれていた子達たちに命を狙ねらわれ、しかもあんな小さな子どもを倒さなきゃいけなかったなんて、悔しくて仕方ない。

「村に……貴女あなたに、食われた人々の成れの果てが、あれですか？」

　一いち之の江えが静かに尋ねる。詞し乃のちゃんはクスクス、っと小さく笑って。

「そういえば、一之江さんは出したお菓子もお茶も口にしなかったね？」

「異世界の食べ物を食べたら帰れなくなるのは、常識ですから」

「なるほど。そっちの二人と違って、最初から警戒してたんだ？」

「当然です。獲物を安心させる理由なんて、童話の赤ずきんの頃ころから変わりません」

　……俺や音央は安心して、油断していた。

　詞乃ちゃんや他ほかの人は親切だったし、子ども達は懐なついてくれていたから。

　だけど、一之江はそんな中でずっと警戒し続けてくれていたのだ。

　赤ずきんの童話は、狼が赤ずきんちゃんを油断させて食べてしまうお話。

　つまり、この村では……詞乃ちゃんを筆頭に、村人達が俺達を安心させて。

　――食べてしまう、話。

「でも！」

　音央が俺の横で声を荒げた。

「でも、さっき……ミーちゃんは、言ってくれたのよ！」

「うん？　なんて？」

「『音央ちゃん、食べられないでね？』って！」

　音央が叫ぶと。詞乃ちゃんのニコニコ顔が驚きに変わった。

「……ほんとに？」

「ああ、俺も聞いたぜ。零れい時じになる前のことだったよ」

「へえ……」

　それまで人懐っこいものだった詞乃ちゃんの笑顔が。

「面白いねぇ？　ニンゲンって。まだそういう心が残っていたなんて、驚いた」

　まるで蛇を思わせるかのような。じっとりとした、気味の悪い笑みに変化した。

　その目がぼんやりと赤くなっていく。

「そんな心を取り戻させた、貴女達も……是非、食べたくなったよ？」

「ひぅっ」

　その詞し乃のちゃんから溢あふれる、威圧感みたいなものに音ね央おが小さく悲鳴を上げる。

　俺おれは音央を背中に隠すようにして立つと、包ほう丁ちようを構えた。

「こう、明るくてニコやかなロアはグルメか何かなのか？」

　食事大好きなキリカを思い出して思わずツッコミを入れる。

　詞乃ちゃんはくすくす笑ったままだ。

「モンジ。貴方あなた達たちは先にさっさと逃げて下さい。足手まといです」

「……解わかった」

　心を取り戻させた、という言葉が引っかかって仕方ない。

　本来ならタッくんもミーちゃんも、そういう人間らしい心を持たないって事なんだろうか。だとしたら、あの自然な振る舞いも、楽しそうな笑顔も、みんなこの詞乃ちゃんに作られたもの、という事なのか？

　――確かに、警戒していた俺達を分断させるには、子ども達を使うのは上う手まいやり方だ。安心させて、子どもに殺させる。あのままのんびりしていたら俺も危なかっただろう。

　だが、そうじゃなくて。あの小さな子達に心を取り戻させたとしたら、それは……。

「……モンジ……」

　俺の背後で弱々しく俺の名を呼ぶ音央。こいつの、面倒見の良さというか。優しさみたいなものが影響したんだと……信じたい俺がいた。

「ん、ここは一いち之の江えに任せよう。俺達は一目散に逃げるぞ」

「う、うん……」

　音央に頷うなずきかけると、俺は詞乃ちゃんをまっすぐに見る。

『村系』と恐れられるロア。きっと、強かったりするのだろう。

　俺がいても足手まといになる。そう一之江が判断したのなら従うべきだ。

「逃げられるかな？　村人はいっぱいいるよ？」

「俺は逃げ足なら速いんだ。おっかないロアから逃げ切った実績があるからな！」

　俺が音央の手を引いて走り出すと、詞乃ちゃんは出で刃ば包ぼう丁ちようを俺に向けて突き出してきた。

　しかし、その包丁を持った手首を、一之江が下から掬すくい上げるようにナイフで切る。

　スパァ、と鮮血が迸ほとばしり、詞乃ちゃんが手にしていた出刃包丁が落ちた。

「今です！」

「おうよ！」

「へえ……ま、後でいいかな？」

　しゅううう、と黒い煙が詞乃ちゃんの手首から溢れ、傷が塞ふさがっていく。

　一之江の攻撃は効いていないのか？　もしかして、詞乃ちゃんは不死身とか？

　だとしたら倒し切る事は出来ないはずだ。後で一之江を呼び、一緒に逃げなければ。

「ミーちゃん、タッくん……」

　音ね央おは名残惜しそうに呟つぶやいて。

　それから躊躇ためらいを振り切るように、俺おれと共に走りだした。
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　自治会館の廊下は、血まみれで倒れている人だらけだった。

　手に手に包ほう丁ちようやら鍬くわやら鎌かまやらを持っている人々が、みんな目や鼻、口から血を流してぐったりと倒れている。その光景は大変気味が悪く、音央は口元を押さえていた。

　彼らも、零れい時じを境にあの子達たちみたいに変へん貌ぼうしてしまったのだろうか。

　――彼らも、もう死んでいて。その死体が動いていた、という事だろうか。

『なんか、めっちゃ狂っちゃった人が村人を全員殺しちゃったとかなんとか』

　不意に、音央が語っていた噂うわさを思い出した。

　この村の人達は、みんなこの村に迷い込んだ人達で。

　そして、狂っちゃった人が、全員殺した――。

　最も最初にこの村にいた、と告げていたのは、そう。詞し乃のちゃんだ。

　彼女がこの村に迷いこんでしまった人を殺し、そしてロアに取り込んだ。

　そういう事なのだろうか。

　それとも、彼女自身もやっぱり被害者か何かなのかもしれないが、さっきの一いち之の江えとのやりとりを見ている限りはどうも『ロア』っぽい気もする。なんとなくキリカに似ている、と思ったのは、そういう点もなのかもしれない。

「くそっ、解わからないな……」

　あんな人ひと懐なつっこい、優しい笑みを浮かべていたのに、と思う。

　それでもやっぱり彼女はロアなのだろう。都市伝説が生んだ、純粋なオバケ。

　赤くなった瞳ひとみを思い出して、背筋が寒くなる。この廊下に倒れている人達は、元々は単なる迷い人で。そして詞乃ちゃんに……或あるいは、村人に殺されて。そして――。

　もし俺が何も知らなかったら、俺だってこうなっていたかもしれないのだ。

「モンジ……この人達もやっぱり？」

「多分な。さっきのタッくんとミーちゃんみたいなものだと思う」

「誰だれかを襲ったって事？」

「きっと、一之江を襲ったんだろう」

　よく見ると、倒れた人々の腹や頬ほおなどに、靴の跡がついている。

　――これは、あいつの蹴けりの痕こん跡せきだ。俺もよく蹴られたから知っている。

「えっ!?　これ全部一之江さんがやったの!?」

　そりゃ音ね央おも驚くだろう。

　自治会館の中狭しと、走り過ぎただけで二十人くらいが倒れていた。

　アイツは俺おれを助けに来る前に、退路も作ってくれていたのだ。

　……後でちゃんとお礼を言わないとな。

　そう思いつつ、自治会館の玄関から外に出た――その瞬間。



　ザザザザザザザザザッ!!



「ひゃわ!?」

　音央が持っていたラジオがいきなり鳴り始めた。

　俺は咄とつ嗟さに音央を引き寄せて、すかさずバックステップする。

　ブォン、と俺の目の前を通り過ぎる金属バット。

「ひっ！」

「ちょっとゴメン、な！」

　入り口には、俺達たちを待ち構えてバットを振り下ろした姿勢のおっさんがいた。

　俺は音央の腹辺りを左腕で抱えると、そのおっさんの脇わき腹ばらを右足で蹴けりつける。

　肋骨と肉に足がめり込む嫌な感触があって、そのままおっさんは地面に転がった。

「も、モンジ、喧けん嘩か強いのね？」

　腹を抱えられた事よりも、そっちの事実に驚いたらしい音央は、目をパチクリさせながら俺を見た。俺としても、その体の柔らかさとかを堪能している暇がないのが悔しい。

「あー、いや……」

　喧嘩が強いなんて、そんなはずはなかった。

　俺はとことん平和主義だったのだから、喧嘩なんて上う手まくやれるはずがない。

　一いち之の江えに実戦っぽく鍛えて貰もらっているものの、それはあくまで身の守り方で。

　――蹴りひとつで、大の男を弾はじき飛ばせるような強さは俺にはないはずなのだ。

　不意に、一之江が以前見せてくれた人間離れした身のこなしを思い出す。

　あの時、彼女は人間からロアになってしまった存在、『ハーフロア』の身体能力について語ってくれた。

　……もしかすると。俺も『ハーフロア』らしくなりつつあるのかもしれない。

「っ、ともあれ。そのラジオは便利だな。村人の接近を知らせてくれるみたいだ」

　なんか自分自身が怖くなりそうだった俺は、つとめて明るい声を出した。

　音央は一瞬だけ心配そうな目を向ける。

　……古い付き合いである音央には、カラ元気なんて見抜かれて当然なわけだが……。

「うん、このラジオが危険を教えてくれてるみたいだもんね。それにこれ、どっかで見た事があるような気がするのよ……」

「デザインがよくあるものとか？」

「んー、そうかも」

　極力いつものように返してくれて、内心で深く感謝した。

　自分が自分でなくなるような不安はとりあえず心のどこかに追いやって。

　今は音ね央おを無事に帰すのを第一に考えよう。俺おれはもうこの『主人公』の道を覚悟しているからいいのだが、音央は単なる被害者だ。早く元の生活に戻してやらないといけない。

　そんな時だった。



　ピピピピピピピピッ。



　Ｄフォンが着信を知らせてくれる。

　相手は……キリカだ！

「もしもし！　キリカか！」

『わっ、食いつきがいいねモンジ君』

「今、丁度大変な状態だったんだ」

『うん、普通の携帯の方にかけたんだけど出なかったから。電波の届かない所か、誰だれかの『ロアのセカイ』にいるのかなー、と思って。Ｄフォンにかけてみて正解だったよ。近くには瑞みず江えちゃんいる？』

「いや、今はいない。音央と一緒に逃げてるんだ」

　と、返事をした時だった。



　ザザザザザザザザザッ!!



「ちっ、またか！」

　音央の持つラジオがノイズを発する。

　見ると、駐車場の方から三人くらいの村人がゆっくり歩いてきていた。

　俺達たちよりちょっと年上な若者、中年のおじさん、中年のおばさん、だ。

　手にはそれぞれ、バットやらゴルフクラブやら包ほう丁ちようやらを持っていて、目は……やっぱり黒塗りになっている。無表情な、気味が悪い容よう貌ぼうはいかにも亡者っぽい。

「音央、森の方に走るぞ！」

「う、うん」

　キリカと電話しながら音央の手を引き、彼らとは反対側に走る。

『ほんとだ。凄すごいピンチっぽい状況だね』

「まあな！」

『今のノイズ音はラジオか何かかな？』

「ああ、なんか村人が某ホラー映画や某ゲームみたいに理性を失って襲ってくるんだが、それを事前に察知してくれるんだ」

『なるほどなるほど。それは大事に持っていてね、モンジ君。音ね央おちゃんが持ってるのかな？　とにかく大事にね』

「ラジオを大事に持ってろ、だってさっ」

「わ、解わかったわっ！」

　音央の手を右手で握り。左手でキリカと電話。

　また何かが突然襲ってきたら蹴けりしかないな、などと思いつつ走る。

『ラジオっていう媒体は、よく電波とか周波数が混線するでしょ？　その混線がきっかけで異世界に繋つながるー、みたいな都市伝説って結構多いの。ほら、死んだ人の声が聞こえてくる、みたいな都市伝説もあるもんね。つまり、ラジオはそういうものを招き易やすいの』

　左耳から聞こえてくるキリカのオカルト講義に納得した。

　このラジオも、そういう死者の何かを感知しているのかもしれない。

「今、俺おれ達たちを追いかけているのはまさに死人らしいんだ」

『そうなの？』

「ここのボスっぽい、詞し乃のちゃんって子が言ってたんだけどな」

『シノちゃん、ね……ふむふむ。他ほかに情報は？』

「あー、後は、情報は……」

　俺が思い返していると、音央が俺の口元に顔を寄せてきた。

「タッくんとミーちゃんって小さい子がいたんだけど、ミーちゃんって子があたしに『食べられないでね』って言ってくれたわ！　その後、零れい時じを過ぎたら襲ってくるようになったけど！　なんか、目が真っ黒に塗り潰つぶされたみたいになってた！」

　俺ではなく、Ｄフォンの先にいるキリカに向けて情報を叫ぶ。

『おお、音央ちゃんの元気がまだあるみたいで良かった。それだけ情報があれば検索もし易いだろうから、早速しておくよ』

「頼んだ、キリカ」

『ううん、いいって。私だけ家でのんびり寛くつろいでいるのも悪いしね。じゃあまた後で』

　キリカが通話を切り、俺はホッとする。

　音央を見ると、困惑しつつもどこかに強い視線を含んでいた。

「今のって役立ったかな？」

「かなり検索しやすいってさ」

「そう……」

　音ね央おは胸を押さえて一息ついた後。まっすぐに俺おれを見据えてきた。

「モンジ、あたし、なんとかしたいわ」

　なんとか、したい。

　この状況を、というのもあるだろうが。

「ミーちゃん達たちを助けてあげたいし、他ほかの村人さん達もなんとかしたい」

　キリカに叫んで、何か吹っ切れたのだろうか。

　音央はいつもの……いや、いつも以上に強い視線で俺を見る。

「俺だって、なんとかしたいって思ってるさ」

　だから、握ってる手をより強く握り返してやった。

「だけど今は、ぶっちゃけ情報が足りない。だから、キリカの情報を待つ事にしよう。俺達は無事に逃げるのが先決だ」

「ん……解わかった」

　ぎゅ、と手を握り返して。

　音央はその手を離した。

「もういいのか？」

「恥ずかしいしねっ」

　俺に引っ張られるのではなく、自分で走りたいという事か。

　そんな気の強さを見ていると、自分も強くならないといけない気になる。

　やっぱり、男の子は女の子の前ではカッコつけないとな。

「そういえば、キリカちゃんもなんか凄すごい子なの？」

「キリカはなんかどころじゃなく、もの凄い子らしいんだ」

「一いち之の江えさんより？」

「一之江はそのもの凄い子をなんとか出来る子だったらしい」

「…………モンジは？」

「……その二人をなんとか出来た男だ」

「なんで自慢っぽい言葉なのに苦い顔してるのよ」

　その、なんとかの仕方が（知らなかったとはいえ）プロポーズのようなものだったとは、とても言えそうもなかった。なまじ親しい友達であるせいか、妙に照れくさい。

　不思議そうな、というか興味深くジッ、と見つめられたが、答える言葉は特に無かった。

　追ってくる村人の足は基本的に遅いらしく、小走りであれば割と振り切れる。なるべくなら戦いたくないので、これも有り難い。

　少しずつ村から離れるような道を選び、俺達は走っていた。

「はぁ……それにしても……」

「うん？」

「中学時代からの友達と転入生を調査に連れてきてみたら、まさかこういう『オカルトもの』を解決する人だったなんて、ね。ビックリしまくったわ」

「普通ないよな」

　そんな物語みたいな事、考えつく方がおかしい。

　だけど音ね央おはもう、ワンダーパークからこの村に入った事、幼い子二人に襲われた事、そして村人に追いかけられている事などで受け入れざるを得ないといった顔だった。

「モンジが一いち之の江えさんと組んでそんな事してるなんてね」

「俺おれらはまあ、こういうのを調査とかするのが、趣味みたいなもんなんだよ」

「趣味て。あんたの趣味は先輩の追っかけかと思ってたわ」

「どんなストーカーだよ俺!?」

「似たようなもんじゃない」

　その言葉に反論をしようとした矢先。



　ザザザザザザザザザッ!!



　再び盛大にラジオが鳴り響いて、とっさに立ち止まり辺りを見回す。

　右の道から砂利を踏む音が複数聞こえた。街灯に照らされていない道は真っ暗なので視覚ではよく解わからないが、足音だけは響いてくる。

「左に行くしかないな」

　その先は、より真っ暗な森に通じていた。民家も街灯も無いからまるで見えないだろうが、同時に村人達たちがこっちにくる可能性は少ないだろう。

「行くぞ」

「うんっ」

　音央の返事は、さっきよりも強さを増している。

　――誰だれかを助けたい。

　そんな気持ちが勇気を奮い立たせるというのは、俺にも経験があった。
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　二人で走って真っ暗な森を抜けると、川に行き当たった。

　大体川幅は十メートルくらいで、一番深い場所でも膝ひざ丈たけくらい……に見える。

　だが、今は夜だし、視界もＤフォンの明かりで確認した程度だ。いざという時は渡って逃げないといけないだろうが、今はラジオのノイズが鳴るまでここで小休止といこう。

「ふぅ……」

　今まで走り通しだったせいで、どっと汗が吹き出した。川の水を使って手や顔でも洗おうかと思ったが、うっかり飲んでしまったら大変な事になりそうなので、自重しておく。

「はぁ、はぁ、ふぅ……」

　音ね央おもすっかり息を切らしていて、川をじっと見つめていた。

　さっき、勇気を振り絞ったとはいえ。その表情にはまだ戸惑いも見える。

　無理もない事だが……変に気き遣づかうよりも、いつも通り接した方がこいつのためかもな。

「川は使えそうもないよな」

「ん……やっぱ川の水もアウトなのかしら」

「異世界のもの、を口にしたらアウトなんだろうな、多分」

「なんだか、どっかで聞いた『黄よ泉みの国』の話みたいね」

　……そう。

　確か黄泉の国の食べ物を食べると、人間の国には帰れなくなる、というのが神話か何かであったはずだ。黄泉の国、つまり死者の国。

　――この町にいる人々はみんな死者だと言う。

　その死者に追いかけられているのだから、あながちその表現は間違っていない気がした。

「ふぅ……」

　音央も汗だくな体を持て余しているのか、胸元を開けてパタパタと空気を送り込んでいた。じっとりと体に張り付いている衣服がなまめかしい。中学時代はこんなに色っぽくなるとは思っていなかったからなあ、なんて思い返す。

「何見てるのよ」

　じとーっとした視線は、いつも学校で見ているこいつのものだった。

「いやあ、目の保養だなぁ、と」

「バカっ。スケベっ」

「わははっ。男の子だからな！」

　極力いつものノリ、いつもの会話を心がける。

　音央も、そんな俺おれの気遣いに……気付いているのだろう。

　なんとか頑張って『いつもの自分』でいられるようにしているように見えた。

「んもう……あんたって、ほんっとエッチよね。こんなピンチな時でもそうなんだもん」

「ピンチな時の方が生存本能は強くなるって言うじゃないか」

「ハイハイ。会長にチクるわよ？」

「すみませんでした音央さん。清廉潔白な紳士を目指します」

「よろしい」

　くすっ、と笑って座り込む音央。俺もその横に座って、ふぅぅぅ、と息を吐いた。

　……また連中が追ってきたら、走りださないといけない。

　だから今のうちに、体力を回復させておかないと、だ。

「ま、あんたがいつもと変わらないままでいてくれるから……助かってるわ」

「ん、こっちこそ、だよ」

「あんたも実は結構混乱してたりするの？」

「ああ、実は今回の事件は、俺おれにとっては三つ目くらいの怖い都市伝説なんだ」

「へえ、そうなんだ？」

　音ね央おは俺の顔をまじまじと見つめてきた。

　俺はまだ、ロアの知識が多少なりともあるからいいが。

　音央は何も知らないまま、俺についてきてくれているのだ。

　感じている不安は俺が想像している以上なのかもしれない。

　それでも落ち着いて見えるのは、多分……頑張って強い姿勢を見せているんだろう。

　――多分、そうしないと俺が余計に心配するから。

「すまないな」

「うん？」

「本当はお前までおっかない目に遭あわせるつもりじゃなかったんだ」

　おっかない目に遭うのは俺だけでいい。

　こんな、ただの友達にまで味わわせたいものじゃなかったのだ。

　だから一いち之の江えと一緒に二人でなんとかしようとしたのだが。

　……いくら事故とはいえ、巻き込んでしまったのは事実である。

「ぷっ、あはは！」

　と、反省していたら大いに笑われた。

「なんだよ？」

「ううん、あんたらしいわ、と思ったの」

「あん？」

「元々はあたしが誘ったんだもん。あんたはあたしに巻き込まれただけでしょ」

「いや、だけどさ」

「いいの。別に気にしてないんだから。それに、なんだろ」

「うん？」

「怖いし、戸惑ってるし、落ち着かないけどさ。でも……なんでか知らないけど、なんとなく大丈夫って気がしてるのよ」

「大丈夫……？」

「うん。なんだか怖い村なんだけど、同時に懐なつかしいっていうか……」

「懐かしい？　この村が？」

　それは意外な言葉だった。

　改めて音ね央おの顔を見てみるが、当人もなんでなのか迷っているような面持ちで。

「うーん……ノスタルジックかな」

　それに近いような感覚は、さっき俺おれも感じていた。

　俺の場合はデジャヴっぽい感覚だったけれど、この村に妙な懐なつかしさを感じるのだ。

　知っている場所のような、でも知らない場所のような、不思議な感覚。

「そういやさっきも言ってたもんな。知ってる気がするって」

「うーん。でもちゃんとした記憶にはないのよ」

　考え込んでいた音央は、やがてふるふる、と頭を振って。

「懐かしい風景、っていうのは誰だれにでもあるのかもね」

「かもしれないな」

　心の中で描く原風景的なもの。それを見れば人の心は落ち着くのかもしれない。

　だから人は、山や海などの自然を見るだけで感動するのだろう。

　これが、友達と行くキャンプとかバーベキューとかならそれで済んだのだが。

　だが現実は違う。

　今の俺達たちは命の危険にさらされているのだ。

　音央の横顔を見てみる。

　こいつだって、まさかこんな事になるとは思ってもいなかっただろう。

　当たり前のように『何もありませんでした』って確認して。

　帰りに三人で軽くハンバーガーでも食べに行く。

　その程度の気持ちだったはずなのだ。

　それなのに、今はこんな事になっている。

　そういう当たり前の日、というもので……終わらせてやりたかったな。

　それが悔しくて仕方ない。

「音央は後悔してないのか？」

「うん？」

「……こんな事なら、とか思ってるか？」

　こんな事なら、ああすれば良かったとか、こうすれば良かったとか。

　そういう気持ちがいっぱいになってしまっても仕方ないはずなのだ。

　だけど音央はあっけらかんと言い放った。

「そんなの、今思ってもしょうがないでしょ？」

　そして、目を細め。ちょっとだけ俺の方に身を寄せてくる。

「後悔なんて、すっごく安心した時にすればいいの。今はまだ危ないんでしょ？」

「ん……そうだな」

　その言葉は、正しくその通りだった。女は度胸と言うが、音央の度胸も半端ない。

「だから、無事にここから出て。それから後悔すればいいのよ。あんた、さっきからずっとカラ元気なんだもん」

「うぐ、バレてたか」

「バレバレ。あたしを気き遣づかいまくってたし。なんかこう、そういうのって調子が狂うのよ。だから、いつも通りになさい」

　キッパリと言い切る音ね央おがなんとなく眩まぶしくて、俺おれは肩の力が抜けるのを感じた。

「よし、いつも通りでいくとしよう」

「そうそう。いつもみたいに会長への片思い話でもしてればいいのよ」

　こんな時に、こんな場所で。

　すぐに村人がきたら逃げなきゃいけないような状況だというのに。

　音央はあくまでいつも通りを俺に要求していた。

「そうだなぁ、ここにいるのが音央じゃなくて先輩だったら……」

「だったら、もっとカッコつけてた？」

「……はりきり過ぎて、逆にカッコ悪かったかもしれん」

「あははっ、そうかも。モンジってば昔っからそういうの不器用だったし」

　音央は静かに立ち上がって川の方を見つつ、ラジオを耳に当てていた。

　俺も視線を向けて、耳もすまして。同時にＤフォンを確認する。

「どうだ？」

「なんの音もしないわね。そっちも？」

「赤く光ってないし、熱くもなっていない」

　どうやら、今しばらくは休めるようだ。

「もうちょっと休めるなら、そのうちに色々教えてよ」

「それもそうだな。よっこいせ」

　俺も、いつでも危機察知が出来るように、手にＤフォンを持ったまま立ち上がった。

「やっぱ、一いち之の江えさんが転入してきた頃ころにこういうの始めたの？」

「まぁな。あいつもちょっとした都市伝説のオバケなんだが、それに追われたんだ」

「へえ？　オバケな転入生なのにモンジと仲良しになったの？」

「……仲良しだったらいいんだけどな……」

　思い返せば、死ぬだの殺すだのだらけな気がする。

　ちょっとスケベ心を持つとすぐ何かしらグサグサもしてくるし。あの辺り、潔癖症なのかもしれないな。従姉妹いとこの理り亜あもそういうのは苦手だし。

「モンジって会長が好きなんだよね？」

「うん？　ああ、もちろんだ」

「じゃあ、一之江さんは？」

「あん？」

「キリカちゃんは？」

「いやいや、友達だろ、普通に」

　一いち之の江えはどちらかと言えば目的が一緒の相棒という感じだが。

　キリカもちょっとときめいたりもしたけど、親友だあいつは。うん。

「そっか……そうなんだ」

　音ね央おは何か含んだように気にしている。

　こんな状況でも、女の子っていうのは恋愛話が大事なのかもしれない。

「それじゃ……あたしは？」

「うん？」

　音央の視線が俺おれの目を真剣に見つめていた。

　不安……なのは確かだろう。強がっていても普通の女の子なのだ。

　だけど、どうしてだろうか。今の音央は、いつもと少し違う気がする。

　まるで別人のような……そう、何な故ぜか解わからないが、誰だれかの代理でそれを尋ねているような、妙な違和感を感じたのだ。

「当然、好きだぜ」

「あたしは嫌いだけどね」

「えええ!?」

　いい雰囲気があっさりと終わった瞬間だった。

「弱いわねー、いかにも雰囲気に飲まれて」

「いや、そうかもしれないけどさ！」

「ふふっ、ばーか」

「いや、まあ……くそう。なんだよいきなり、恋愛話なんて」

　そう、こんな状況でいきなり尋ねてくる内容としてはずれている気がする。

　もっと、ロアや戦い方について尋ねられると思っていただけに戸惑ってしまった。

「わかんない。なんとなくこの村の空気を感じていたら……モンジに尋ねておきたいなーって思ったのよ」

「なんとなく？」

「そ。なんだろ……なんとなく聞いておきたくなっただけ」

　音央は胸に手を当てて、目を伏せた。

　――その横顔に覚えがあるような気がして、胸がドクンと跳ねる。



　そう、俺は……この村みたいな場所で……音央みたいな少女と……。



「……モンジ？」

「ん？　うわっ！」

　気が付くと、音ね央おの顔がすぐ間近にあった。

「どうしたのよ、ボーっとして」

「す、すまん、ボーっとしてたか、俺おれ」

「うん。なんか起きたまま夢でも見てるみたいにぼんやりしてたわよ？」

　夢でも見てるみたいに。そう、俺はなんとなく、夢で会った少女を思い出していた。

　あの夢の中と、この村の雰囲気は……どこか似ている、そんな気がする。

　いかんいかん、とはいえボーっとして音央を一人にするなんて大失態だ。

「すまん。で、どうした？」

「脱出の仕方の相談。この村から、ひとまず出るんでしょ？」

「お、おう、そうだな」

「あたし達たちが最初にいた場所に戻ってもダメなのかな？」

「入り口イコール出口、というのは確かに考えたが……スタート地点は、めっちゃ村の中だったよな？」

「そうなのよね。あの場所が解わかり易やすいくらい『門』みたいなら良かったのに」

「いっそこのままずーっと山の中を直進してみるか？」

「それもアリかもしれないけれど……今晩だけならいいけど、明日もずっと飲まず食わずだったら無理よ？」

「だ、なあ」

　だが、何らかの脱出方法はあると信じたい。

　噂うわさを覆すような、何か特別な方法でもあればいいのだが。

「詞し乃のちゃんをなんとかする……っていうのは無理なのかしら？」

「あの子、なんだか妙に余裕だったしなぁ。すんごい強いんだ、あれはきっと」

　人の姿をしているけれど、彼女がまんま『人食い村のロア』だった場合。

　つまり『村そのもの』があの子であるはずなのだ。

　そのロアは、迷い込んだ人を殺し、自分の村に住まわせるというもの。

　ある意味、『村に食べられた』という意味なら通る気がする。

　食べられてしまった人々は、もう助からないのだろうか。またその疑問が頭を過よぎる。

　あのおじいさんやおばちゃん、タッくんやミーちゃん。

　彼らはみんな、もう二度と助ける事は出来ないのだろうか。

『食べられないでね』

　そう音央に語った少女は、音央だけは生き残って欲しいという意味だったのか？

「解り易く、ボスを倒せば……ってもんでもないだろうしな」

「ん……死んじゃった人が生き返る事はないものね……」

　もう『死人』であるらしい村人達たち。それを助けるなんて方法があるのだとしたら、それこそタイムスリップして、ここに迷い込む前に助けるくらいしかないのかもしれない。

　――もう、決して助けられない人々や犠牲者も存在している。

　それが『ロア』と戦うという事なのだ。

　胸の中に重いものが積み上がったような気がして、音ね央おに気付かれないよう、唇を噛かんだ。俺おれに。俺達に出来る事は、この村から脱出する事のみなのだろうか。

　他ほかに、彼ら彼女達にしてやれる事はないのか？

　誰だれかを救ったり出来るのが『主人公』じゃないのか？

「……モンジ……」

　音央が心配そうに俺を見ていて、俺は手を握り締めていた事に気付く。

「すまん、取り乱した」

「ううん。……一人で考え込まなくていいからね？」

　そんな優しい言葉が胸に染みた。

　あの子達を助けたいのは、こいつだって同じはずなのだ。

　だけど今は、俺の事を気き遣づかってくれている。

　――少なくとも、何があってもこいつだけはちゃんと助けてやりたい。

　ちゃんとこの村の外に出して、元の生活に戻してやりたい。

　だが、でもどうやったらこの村から抜け出せるんだ？

　キリカが調べてくれているが、果たして間に合うのか？

　ここで待っていても、いずれは……。



　ザザザザザザザザザッ!!



「っ!!」

　音央の手元でラジオがノイズを鳴り響かせる。

「チッ！　ついに、か……！」

　そうそう長い時間休ませてはくれなかったようだ。

　俺達はすぐに反応して、より村から遠ざかるべく川の方を目指そうとした。

「モンジ、あれ！」

　だが、川の向こうからもいくつもの懐中電灯の明かりが見えた。

「挟み撃ち!?」

　村から来た森の方にも、複数人の足音が聞こえる。

　双方から、かなりの数が迫っていた。

　まさか、こんなに集まって一斉にやってくるとは。正直、この数はどうしようもない。

「あははっ、モンジさんっ？」

　そのトーンの高い声は、上からした。

　高い木の枝に、詞し乃のちゃんがニコニコと相変わらずの笑みを浮かべながら座っている。

　さっきと違う点は、赤いワンピースがかなりビリビリと切り裂かれていて、痛々しい服になっていた事だ。

　……彼女がここにいるという事は、もしかして……。

　悪い予感が胸を過よぎったが、今は弱みを見せるわけにはいかない。

「詞乃ちゃんか」

　どうせ見つかっているのだし、挟み撃ちされているから逃げ場もない。

　こうなったら、一いち之の江えが来るのを信じて、時間を稼ぐしかないか。

「モンジさんも一之江さんも、ハーフロアだったんだね？」

　さっきまでは可愛かわいらしく聞こえていた声が、今はどことなく怖い。

　……だが、そんな圧迫感に、負けるわけにはいかない。

「ああ――名乗りが遅れたな」

　本当はまだルーキーで。大した能力がない、というのをバラすわけにはいかない。

　ロアとの勝負は情報戦。だからこそ、彼女は今ここで話しかけてきたのだ。

　俺おれが、どんなロアなのかを見破るために。

「『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』の『主人公』、一いち文もん字じ疾風はやてだ」

「百物語の主人公！」

　詞乃ちゃんがいきなり声高に繰り返した。ビックリしたのか、それともワクワクしているのか……よく解わからないが、とにかくやたらと興奮したのは確からしい。

　この名前は、一之江が警戒し、キリカが驚いて排除しようとしたほどの存在だ。

　知られているのだとしたら、警戒させるには充分なはずではあるが。

「ただの『主人公』じゃなくて、まさか……百物語の主人公とはね!?」

　詞乃ちゃんは興奮して、目を見開いて俺を見ている。

　音ね央おも俺の横で『そんなに凄すごいの？』と言いたげに見つめていた。

　……毎度思うのだが、俺はそんなに凄い存在なのか？

　というかそもそも『主人公』っていうのは、普通のロアとどう違うんだ。

　そんな風ふうに浮かんだ疑問も、今は顔に出さないようにする。

　こう……俺は不敵に笑えているだろうか。引きつっていませんように。

「そっか、それなら、君を倒せば、わたしのロアも強くなるんだね？」

「だろうな。『百物語の主人公』を倒したロアとして、より強くなるはずだ」

　……以前、一之江もそう言ってたもんな。

　強くなる、という言葉の意味まではいまいち解わからないが。

　かろうじて知っている知識内で会話が出来ているのは助かった。

「そっか……わたしは知っていると思うけど『人食い村カーニヴアルのロア』」

　人食いカニバルと、祭りカーニヴアルをかけた名前なのか。

　意外と上う手まいこと言うよな、と感心しつつ。

「朱あけ井い詞し乃のって名前はどこから出たんだ？」

「つけて貰もらったんだよ」

「つけて貰った？」

「そ。『神隠し』さんにね？」

　一瞬、俺おれの背中に激しい寒気が走った。

　既に、この村の噂うわさそのものが『神隠し』として知られている。

　だが、この子は今『神隠し』に名付けられたと言った。

　つまり『神隠し』は他ほかにもいるって意味なのか……!?

「あれ、知らなかったんだ？」

「いや……そういう嘘うそで俺達たちを混乱させているのかもしれないと思ってだな……」

「無いよ。わたし達ロアは、強ければ強いほど嘘がつけないものね？」

　ロアが強ければ強いほど嘘がつけない？

　その話は新しい情報だが……言われてみれば納得出来なくもない。

　言葉の真偽はともあれ、後で一いち之の江えかキリカに確認しておこう。

「そっか。意外に情報収集力はないんだね？」

「情報担当が今は風ふ呂ろに入ってるもんでね」

「へえ、情報担当さんがいるんだ？」

　適当な事を言って誤ご魔ま化かそうとするが……この、最後の語尾上げ口調は、かなり精神的にくる。いちいち確認されているみたいな気持ちになり、相手にどんどん言った以上の情報が伝わっているような錯覚を覚えるのだ。

　可愛かわいい女の子だからまだいいものの、そうでないヤツがやっていたら殴りたくて仕方ないかもしれない。

「で。ハンドレッドワンさんはこの、わたしの村から出られるの？」

　詞乃ちゃんの言葉と共に、俺達を取り囲む村人達がじりじりと歩み寄ってくる。

　一之江が現れるか……キリカの連絡がくるまでの時間稼ぎをしたかったのだが、その目もく論ろ見みももしかしたらバレているのかもしれない。

「出られるから入ってきたんだ。君のロアは『二度と出る事が出来ないかもしれません』というロア。つまり……」

　ビシッ、と指さす。

「出る事が出来てしまったら、その力はかなり弱くなるはずだ！」

「へえ、出来るんだ？」

「出来るさ」

　ニヤリ、と不敵に笑いながら、音ね央おの手を寄せる。

　音央は俺おれの手を握り返しながら、それでも気丈な視線で頷うなずいてくれた。

「ふぅん？」

　詞し乃のちゃんは俺を見て何かを考えたようだが……クスっ、と笑って。

「じゃあ、見事に出てみせて、ハンドレッドワン！」

　その言葉と同時に、大量の村人達たちが一斉に俺達に向かって走り寄ってきた！

　バシャバシャと川を渡ってくる音も背後から響いてくる。

「ど、どうすんの、モンジ!?」

「とりあえず……！」

『待つ』のではなく。用意しておいたＤフォンのボタンを押し、あいつを『呼ぶ』。

「きてくれ！」

　瞬間、俺の周囲にぶわっと風が吹き上がって――



『もしもし私よ。今貴方あなたの後ろにいるの』



　一いち之の江えの声が背後からした。

「っ!?　誰だれ!?」

　音央が俺の後ろにいるであろう彼女を見て驚く。

　無理もない。どうやら普段の一之江とは見た目が違うらしいからな。

　俺はチラッとカーブミラー越しにしか見た事はないが。

「わたし、わたし」

「え、一之江さん……？」

「そうそう、一之江ですよ。一之江」

「なんでオレオレ詐欺っぽく言うんだ」

「はふぅ、そんな事より、もう戦い疲れたので帰りたいんですが」

　背後の一之江が珍しく肩で息をするような語調だった。

「いや、とはいえ……」

　そんな一之江に返事をしようとした矢先。

　集団の先頭にいた村人達が、俺達の場所に到着してしまう。

「こっちです」

　一之江が俺の背を引っ張った。

　途端に体が自然に動き、襲ってきた村人の攻撃をするりと回避する。

「お？」

　そのままふわりふわりと、俺おれと音ね央おの体はまるで空を舞う綿毛のように、彼らの攻撃を回避して進んでいた。

「わっ、わっ、何これ!?」

「人の動きには流れというものがあります。それを見抜けば、こんな操り人形のような人達たちの動きはいくらでも操れるという事です」

　凄すごい武道の達人みたいな言葉を聞いた。一いち之の江えの手が促した動きに沿っての移動。時に引かれ、時に押され、ゆらりゆらりと人の波を流れる水のように動き続ける。

　……気が付くと、俺達は詞し乃のちゃんのいる木の真下にやってきていた。村人達はまだ俺達がさっきの場所にいると思っているのか、わらわらとそちらに群がったままだ。

「ああ、上を見ると刺しますよ」

「いや、見ないって」

　詞乃ちゃんのぱんつでもアウトなのか。なんか一之江は風紀委員みたいだよな。

「へえ、面白い技使うんだね？」

　真上から聞こえる詞乃ちゃんの声。

　俺は上を見てもいけないし、振り向いてもいけないという首固定の状態だった。

「貴女あなたは掛かってこないのですか」

「うん。だって、貴女ってば強いんだもん」

「貴女は直接戦闘タイプではなさそうでしたしね」

「ふふっ？」

　なんだ？　そういうタイプ分けみたいなものがロアにはあるのか。

「詞乃ちゃんは強かったのか？」

「何度ザクザクしてもすぐに治ったので、飽きたので逃げてました」

　ああ、だから服だけがボロボロなのか、詞乃ちゃん。

「そんなわけで逃げますよ」

　一之江はさらに俺の背を押した。

　追い風の中で走っているみたいに、やたらと軽い足取りで走り出せる。

「だから、逃がさないよっ？」

　詞乃ちゃんが呟つぶやくと、一斉に村人達が俺達を向いた。

　直接戦闘タイプではなく、ああやって群集を操るタイプなのかもしれないな。

　そんな事を思いながら、俺は一之江に押されるままに音央の手を引いて走る。

「あの村人達ですが、殺しまくったらガンガン消えていきました。つまり、彼らはもうただの『ロアの登場人物』です」

　走りながら、一いち之の江えは背後から教えてくれた。

「登場人物？　それってどういう意味だ？」

「本人はとっくに死亡しているという事です。彼らは本人の残ざん滓しみたいなもの。幽霊ですらない、物語のモブキャラです。『村』が作った人形みたいなものです」

「………………そうか」

　本人は死亡している。つまり、良くしてくれたあのおじいさんもおばちゃんも、仲良く遊んだタッくんもミーちゃんも、とっくに死んでいて。

　その人を模して作られた人形みたいなものがここにいつまでもいる、という事なのか。

　ちらっ、と音ね央おを見ると、やはりショックを隠せないようで、目を見開いていた。

「音央に『食べられないでね』って言ってたんだよ、ミーちゃん」

「おそらく、作られたものにも人格が生まれた、そういう事でしょう」

「それをなんとか助ける事は……？」

「出来ません。我々がこの村から出れば『カーニヴァル』は弱り、人々から噂うわさされなくなれば完全に消えてしまうでしょう。そうなればその物語の登場人物も消えます。ある意味、それこそが彼女らの救いかもしれません」

　消し去る事が救い、だなんて受け入れたくなかったが。

　――この気持ちが単なる同情や哀れみだというのも解わかるだけに、悔しくて仕方ない。

「……モンジ。ミーちゃんとタッくんが誰だれだったのか、ここを出たら探しましょ」

　走りながら、音央は俺おれの手を強く握り締めてくれた。

　その目には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「あぁ、そうだな」

　俺もその手を握り返して。

「一之江、そんなわけでさっさとここを出たいんだが」

「私の力で出ればいいでしょう」

　ん？

「キリカさん辺りに電話かければいいんですよ」

「あー……なるほどな」

　どんな所からでも電話相手のいる場所に移動する能力。

　それを『呪言人形メリーズドール』である一之江は持っているのだ。

「音央も連れていけるよな？」

「ええ、大丈夫です」

　その言葉を聞いて安心した。一之江は俺の真後ろなので、その姿を見ないように気をつけながら俺は詞し乃のちゃんのいる場所を振り向いて見上げる。

「じゃあ、詞乃ちゃん。『また』な！」

「そう、脱出手段があるんだね？　させないよ!?」

　村人達たちが、一斉に追ってくる速度を上げた！

　さっきかなりの距離を稼いだが、今はもう百メートルくらいに縮まっている。

「よし、行くぞ！」

　俺おれは立ち止まって、Ｄフォンを取り出した。

　そして、キリカに電話をかける。



　トゥルルルルル……トゥルルルル……。



「ぎゅっ」

「わ!?　一いち之の江えさんなんで後ろから胸掴つかむの!?」

「掴みやすかったのでつい」

「つ、掴みやすかったなら、いいのかしら……」

「そしてこのまま、モンジに抱きついて下さい」

「えっ、い、嫌よ!?」

「臭くてキモいかもしれませんが、なるべく、くっついて下さい」

「臭くもキモくもねえ!?」

「うぐ……脱出に必要なのね？」

「そうでなければそんな酷ひどい事させませんて」

「酷いとか言うなよ!?」

　泣きたくなりながらツッコミを入れていると、ぎゅっ、と音ね央おに抱きしめられる。

　むにゅん、とやたら大きい柔らかな感触と、その髪から、ふわっと優しい香りがした。

「……なんかいい匂においがするな、音央って」

「へ、変態!?　バカー!?　匂いフェチー!?」

「ち、ちげえ!?　匂いフェチとかじゃねえ!?」

「キリカさんはまだ出ませんか？　匂いフェチ」

「匂いフェチじゃねえって!?　むしろ、俺は胸の方が……」

「きゃああああ!!　ヘンタイヘンタイ!!」

「あばばばばば、髪を引っ張るな、抜ける!!」

　このままだと村人じゃなくて音央に殺されそうな勢いだった。

「キリカ、早く出てくれ!!」

　村人達はそれぞれに凶器を持って、今正に、俺達の十メートルくらいの所まで迫っていた。これで間に合わなくて村人に殺されるエンドとか、洒落しやれにならない。

「きゃあああ！　迫ってきてるわよ!!」

「いでででで!!　抜ける、抜けてしまううう!!」

　音ね央おが大いに焦って俺おれの髪を引っ張りまくる。

　その時、ようやく電話が繋つながった。

『わっ、も、モンジ君？　ごめんね今おふ……』

「すまんキリカ、今からそっちに行くぞ！」

『今!?　わ、ちょっ！！！』

「想起跳躍リンガーベルです」

　一いち之の江えが呟つぶやいた瞬間。



　俺達たちの視界が一瞬で変化し……そこは、真っ白な空間になっていた。

「？」

　どこだここ？

　なんか霧の中っぽいが、どことなくいい香りがする。これは石せつ鹸けん系の匂においかな？

　やがて、目の前に人影が浮かんできて……。

「あっ」

「おりょ？」

　キリカの綺き麗れいな長い髪と、真っ白い肌が水滴で濡ぬれていて――。



    

  
    
      



    

  
    
      　ハッ、まさか、ここは!?

「きゃっ、ここお風ふ呂ろ!?」

　音ね央おが叫んだと同時。

「そりゃ」

　突然背後からの鋭い声が聞こえて、顔面に何かかけられた！

「ぎゃああああ!?　い、痛い!?　目が、目が!!」

　これは、シャンプー!?

　っていうか、さっき見たのは、もしや、キリカの裸なのか!?　そうなのか!?

「お、お風呂だから……で、電話に、出るの遅れて、ご、ごめんね？」

　キリカのもじもじした声が聞こえるが、俺おれの目は激痛のせいで全く開く事が出来ない！

「くっ、もっとよく見えろ、俺の目……！」

「死になさいっ」

　ザクッ、っと背中に突き刺さる凶器の感触。

「ぐああああっ!!　く、くそっ……こんな事なら、もっとよく見ておけば……！」

　さっきのを思い出すが……肝心な部分にもやがかかったように思い出せない！

　くそ、くそっ！

「も、モンジ君ったら……っていうか、瑞みず江えちゃん……」

「まだ死なないようですね」

「っていうか、ええと、モロにその刃物を突き刺したけど……ええと……いいの？」

「死なないんだよね、瑞江ちゃんがそういう状態でいる時は」

「まあ、そうです。なので音央さん、心配はいりませんよ」

「え、あ、うん、い、いいのかなあ……？」

　良くないぞ。本当は良くないぞ。

　こういう事が日常になると、きっと『慣れって怖いね』って事になるからな！

　俺は激痛とショックのために薄れていく意識に必死に抵抗しようとするが、どうやら一いち之の江えの刺し方は、相手の意識を奪う事にも長たけたもののようだ。

　消えていく思考の中で俺は。

　脱出不可能とされる、『人食い村カーニヴアルのロア』から抜け出せた事を理解して。

　すっかり安あん堵どしたから気絶する。そういう事にしたのだった。



　……ガクリ。



    

  
    
      


◆挿話：‥第二夜



◆2010-??-??T??:??:??　"Nightmare"



　不意に目を覚ました場所は、物静かな和室だった。

　畳の匂においがほのかに鼻をくすぐり……なんとなく記憶を刺激する。

　外の光が障子越しに薄く眩まぶしいのを見て、俺おれはこの場所を思い出した。

　布団の中はぬくぬくと温かいが、そろそろ目覚めないと『彼女』に笑われてしまう。

　――あの優しい笑顔が見たいから、二度寝もいいかもしれないな。

　柔らかな微睡まどろみの中に溶け込もう。

　ここがどこで。今がいつで。自分が誰だれなのか。

　そんなものは本当にどうでもいい。

　今はただ……。

「もう一度寝てしまうのですか？」

　彼女の優しい声を聞いていたい。彼女とここで過ごしていたいという想おもいが溢あふれる。

「それもいいかもしれないな」

　自分で呟つぶやいた言葉が、まるで誰かの言葉のように頭に響いた。

　まるで生まれて初めて言葉を発したような錯覚に陥る。

「あ……ふふっ」

「ん？」

　俺の声を聞いて、その少女はくすくすと笑ってくれた。

　その笑顔を見ているだけで、心が安らぐ。

　このまま、ずっと彼女の笑顔を見つめていたい。

　恋にも似た感覚を覚えて。――つくん、と何な故ぜか胸が痛んだ。

「やっとお話が出来ましたね」

「あ、そうか」

「良かった。ずっとお話がしたかったんです」

　そういえば、こないだ彼女は言っていた。

『次は……しましょうね』と。あれは、『次はお話ししましょうね』だったのか。

　良かった。俺もこの子と、話がしたかったのだ。

　こうして見つめ合っているだけで、切ないような、もどかしいような胸の痛みを感じる。

　それを払ふつ拭しよくしたくて、俺は彼女に話しかけようとして……。

「ふふっ。あんまり動かないで下さい」

　彼女の顔が近くて、ようやく俺おれは膝ひざ枕まくらをして貰もらっている事に気が付いた。

　頭の後ろに、柔らかな太ももの感触が伝わってドキドキする。

　不意に、彼女が髪をかきあげた時……どこかで感じた香りがした。

「この髪の匂におい……どこかで……」

　頭の片隅に描かれる、全く別の人物のシルエット。

　記憶に手を伸ばそうとした時――辺りの景色が霞かすみ始めた。

「また、眠ってしまうのですね」

　その声はどこか寂しそうで。俺の頬ほおをその手が撫なでる。

「次は……一緒にご飯を食べましょうね？」

　一緒にご飯。この少女と二人きりの食卓。それはなんて、甘い誘惑だろう。

　胸の中に心残りを抱いたまま。



　――俺は、眠りから覚めるのだった。



    

  
    
      


◆第七話：‥“〝神隠し”〟のロア　前編



◆2010-06-02T16:30:00　"Yasaka High School 2-A Class"



　俺達たちが見事『人食い村』から帰還したその後。

　俺は気絶させられたまま、三人の手によって運び出され、キリカの家のリビングで目を覚ました。家の人がいなくて良かったよ、とキリカに安心されたのを覚えている。

　俺としては、見たはずのキリカの裸体が、本当にちゃんと見えていたのかが非常に、非常に気になっていたのだが、尋ねようとするとキリカは赤くなって視線を逸そらしたので尋ねられなかった。

　と、いうかキリカのそんなレアな照れ顔が見られただけでもよしとしたい。

「むふ」

　こうして授業終了後でも、ついついニヤけてしまうくらいだった。

「おいおい、何キモい顔してんだモンジ？」

　アランが見かねて、話しかけてくる。

「モンジって呼ぶな。それに、お前に語るとお前が殺人犯になり、俺おれが被害者になりかねない事を思い出していたんだ」

「なっ……お前……！」

「すまないな、アラン……俺はもう大人おとなの階段を登ったと言っても過言ではない」

「お、おい、マジか……!?」

　そうか、このニュアンスだけでアランには伝わってしまうか。

　まあ、生身の女の子の（多分）裸を見たなんて経験、アランにはあるまい。

　問題は、俺も全く覚えていないという事だが。

「お前、いったい誰だれと何を!?」

「おいおい、それを話してしまったら、当人が恥ずかしがるじゃないか」

「くっ……貴様……まさか！」

「その、まさかさ！」

「音ね央おたんと何かあったのか!?」

　……え？

「昨日の放課後、一緒に出かけていたっぽいのは知ってるんだぞ！」

「うっそ。なんで？」

「三人で出ていくのを見たからだ！」

　そこに一いち之の江えもいるのを見てるじゃん。まぁ、またアランの妄想が先走ったのだろう。

「まあ、落ち着け」

「落ち着こう」

　あっさりしたものだった。

　こいつにしても、まさか俺が女の子と何かあったなんて思っていないのだろう。

「ってか、お前。音央も狙ねらってたのか？」

「フッ……甘いぞモンジ」

「何得意げになってるんだよ。それとモンジって言うな」

「僕は可愛かわいい子はみんな好きだ！　だが、自分から仲良くする勇気は、無い！」

　いっそ清すが々すがしいほどにチキンだった。

「試しに聞いてみるが、どうしてまた？　可愛い子と話せると嬉うれしいだろ？」

「そりゃあ嬉しいさ！　だがな……それ以上に、嫌われたらショックだからだな」

　嫌われたらショックだから、遠巻きに見てニヤニヤする。

　なるほど、正しいピュアボーイのあり方な気がした。

「だからお前が仲良くしているのを見ると妬ねたましいわけだよ」

「理不尽だなあ、おい。キリカとかは多分、お前を嫌ったりしないぜ？」

　一之江や音央は確かに気が強いので、そういう事もあるかもしれないが。

　こいつが狙ねらっているキリカは、そもそも『人を嫌う』という概念を持っているのかどうかすら怪しい。もしあいつが嫌うとしたら……魔女だけに『人間を憎悪する』とか、そっちの方向になりそうだ。

　アランが軽く失礼なセクハラを言うくらいでは嫌ったりなどしないだろう。

「マジか。もしかしてキリカたんは僕の事を……？」

「面白い人だって言ってたよ」

「よっしゃあー!!」

　思いっきり叫んでガッツポーズをするアラン。

　そんな様子を微笑ほほえましく見ているクラスメイト達たち。今日も我がクラスは平和だった。

「モンジ。アランさんとラブラブなのは構いませんが、そろそろ行きますよ」

　と、後ろの席から声がかかった。一いち之の江えは冷めた視線で俺おれ達を見ている。

「誰だれがアランとラブラブだ!?」

「ヒー、アンド、ユー」

「なんで英語だよ!?」

「英語の宿題を片付けていたからです」

　そういえばさっき、そんな宿題が出た気がする。

　こいつは授業終了からホームルームにかけて、ずっと宿題してたのか。

「待てよ。モンジとラブラブになったら、もしかしてモンジの周りの女の子達とも仲良くなれたりするのか……？」

「お前は落ち着け」

　ぺしっ、とその頭を叩たたいてやると、何な故ぜか嬉うれしそうにした。

「ちなみにさっきトイレに行って洗っていない手だ」

「げぇーっ!?」

　もちろん冗談なのだが、なんかムカついたのでそんな風ふうに言う。

　必死に頭をワシワシと掻かきながら、アランは教室を飛び出した。

　おそらく頭を洗いにでも行ったのだろう。

　まあ、そんなアランは無視して、一之江に向き直った。

「そういやキリカは？」

「気になる事があるから、と早々に市立図書館に向かいました。『モンジ君によろしくね、キャピキャピ』って言っていましたよ」

「キャピキャピ、はお前の演出だよな」

「実際に言ってましたて」

「……言い切られると、言ってそうなヤツだから強く言い返せないな」

「言ってましたて」

　二度も言われると、本当にキリカが『キャピキャピ』と口にしていたような気すらしてくる。押しの強い発言には気をつけよう。

「音ね央おさんは？」

「あいつは……なんだろうな。ちょっと避けられている気がする」

　あの後、キリカの家からあいつの家まで送り届けた時から、様子がおかしかった。

　なんというか、やたらと曖あい昧まいな態度をされるのだ。話しかけても生返事だったし、色々説明しようと思っても「また今度でいいわ」だったし。

　もしかしたら無む理り矢や理り抱きつかせた事を怒っているのかもしれない。

「流石さすがにあんな目に遭あったから、落ち着いていないのかもしれないよ」

「今はまだ余計な事を他人に話したりはしないと思いますが、後でちゃんと説明する時間を作らないといけませんよ。噂うわさを広められたら大変ですから」

「ああ。そうだな」

　あんな不思議な事件に巻き込んでしまったのだ。

　きちんとした説明をしないと、怖くて仕方ないだろう。

「んじゃ、二人で行くか」

「ええ、タクシーはもう呼んであります」

「お、なんだ、一いち之の江えさんモンジと出かけるの？」

　アランが髪をボサボサに濡ぬらして帰ってきた。

「ちょっとモンジを山に捨てに」

「健闘を祈ります！」

　俺おれは元気に返事するアランの髪をさらにワシワシとかき混ぜつつ。

　一之江と一緒に学校を後にした。



◆2010-06-02T18:50:00　"Sakaiyama Wonder Park Entrance"



　日没の時刻になり、俺は一之江と一緒に『境さかい山やまワンダーパーク』のゲートを潜りまくっていた。だが、景色はまるで変化しないし、不思議なワープも発生しない。

「解決したって事か？」

「あの村そのものは、まだどこかに残っているでしょうね」

「そういうものなのか」

「日本各地の、様々な場所から繋つながっていると言っていましたから。まあ、少なくともこの『境山ワンダーパーク』で発生する『神隠し』は解決したとみて問題ありません」

　今でも、日本のどこかで誰だれかがあの村に行き。

　そして、彼女に殺されて……死んだ村人として永遠に過ごし続けるかもしれない。

　そう思うと、焦りのようなものが胸に湧わいた。

「なんとか出来ないのかな」

「残念ながら、それを考えるのは私ではなく『主人公』の役目です」

　――そういう事か、と納得する。

　一いち之の江えはあくまで『悪いロア』を退治するが、それは自分の噂うわさを強めるためだ。いわば、生きていくための狩りみたいな行動である。

　物語を解決するために頑張るのは『主人公』の使命であり、特権でもあるんだな。

　なんとなくだが、自分が何をしていけばいいのかが解わかってきた気がした。

「あの子……詞し乃のちゃんはちょっと怖かったけどさ。キリカみたいに説得すればなんとかなったりすんのかな？」

「オバケ萌もえですか？」

「そういうわけではないんだが、出来るなら平和的解決が望ましいじゃないか」

　キリカの時が平和だったかと言えばそういうわけでもないが。

「私の率直な感想を述べますと、出来ないでしょう」

「……かなぁ、やっぱり」

「『魔女』というのは、人間の心を持っていますからね。お話によっては普通に人々の味方をしたりしています。ですが、詞乃さんは『人食い村』そのものですから。『村』が人間の心を持っていたりする、という話は聞きません」

　――『村そのもの』が詞乃ちゃん、という事らしい。

　人の形をしていればいいってわけではないみたいだ。

「もっとも貴方あなたの話によると、そんな『村』に名前をつけた者がいるようでしたけど」

「……『神隠し』か」

「名前をつけられれば、そこに『人格』が生まれます。貴方お得意のトークが出来るかもしれませんので、まあ説得の可能性は……」

「ありそうか？」

「やっぱりないでしょうね」

「そうですか」

　ガクリ、と肩を落とす。

　一之江の言い方から察するに「試してみてもいいけれど、責任持ちませんよ」だ。

「そういや、一之江も信じてるのか？」

「はい？　自分の美しさをですか？」

「それは信じてそうだからわざわざ尋ねない。……いや、ほら。詞乃ちゃんの名前が、『神隠し』につけられたって話。あれは詞乃ちゃんが俺おれ達たちを惑わせたって可能性は？」

「無いでしょうね。強いロアほど嘘うそをつけば自分の存在が危うくなりますから」

「ん？　そうなのか？　そういやそんな話もチラッと聞いたな」

「適当な噂うわさが大量に流れれば、信ぴょう性は薄くなっていくでしょう？」

「ああ……確かに」

　ひとつの噂にごちゃごちゃと余計な尾ひれがくっつき過ぎると、その噂はつまらないものになって、やがて人々の口から語られなくなるわけか。

「それが『嘘うそ』ともなれば、自分の存在を変革してしまうかもしれませんしね」

「あくまで噂ベースな存在だけに、嘘をついたら存在そのものが危ういって事か」

「我々『ハーフロア』だと人間的な意識があるので、調整が効きますけど」

「噂から生まれた『ロア』は、自分のついた嘘に流されるかもしれないんだな」

　だから、嘘をつかない。強ければ強いほど。

　故に、強いロアとの戦いほど情報戦になるのをさらに深く理解した。

　――キリカもそうなのかな、なんてぼんやり思いつつ。あいつも、隠し事はあっても、あんまり嘘はついてないような気がするし。

　それにしても、俺おれはほんとにまだ無力だな。今回も一いち之の江えの能力があったおかげでなんとかなったが、俺はこの調子で本当に頑張っていけるんだろうか。

「おや、珍しいですね、しょんぼりした顔をして」

　おっと。女の子の前で思わず顔に不安を出してしまった。

　いかんいかん、能力面で頼ってしまっている女の子に精神面でまで頼っちゃいかん。

「いや、せっかく一之江とワンダーパークに来たのに、まるで遊ばないで調査だけってのももったいないなーって思ったんだよ」

　軽口でなんとか誤ご魔ま化かせればいいが、一之江は俺の心をすぐ読むからなぁ。

「……なるほど」

　一之江は納得したようにワンダーパークの中を見て。

「今度は、一緒にキリカさんも連れてくればいいじゃないですか」

　口元に微笑を浮かべて、振り向いた。

「お？」

「なんですか？」

「ああ、いや。うん」

　こいつがキリカと一緒に、と言ってくれるのがなんか嬉うれしい。

　ロアをどうこうするってだけではない、友達みたいな意識。

　そういうのが、一之江の中にも芽生えているって事だろうか？

「そのニヤけヅラを見ていると、また気絶するくらい突き刺したくなります」

「すみません、真面目まじめな顔をします」

「よろしい」

　あの時の苦しみを思い出し、ドッと冷や汗が流れた。

　ぷいっ、と振り向いて、ゲートから出てくる一いち之の江え。

　……もしかして、今のは。

　俺おれの不安なんかも見抜いた一之江なりの優しさだったのだろうか。

　普段が冷たい態度のおかげで忘れそうになるのだが、何気に一之江は面倒見がいい。自分の身よりも俺や音ね央おを案じてくれたりしている節もある。俺が素人しろうとだからっていうのもあるのだろうが……やっぱりこいつは、いいヤツなんだと思う。

　……だから、少しだけ不安に思っている事もあった。

「なあ、一之江」

「なんですか？」

「一之江って、こう……」

　あの村の中で。村人達たちを大量に『殺して』確かめたと言っていた。つまり、一之江はそういう時に躊躇ためらいを持たないのだ。

　あの時、タッくんとミーちゃんに俺は何も出来なかった。ぶつけて倒すのが関の山で。さらに抵抗されたり、もっと危険な攻撃をされていたら、どうなっていたのだろう？

　俺が、甘過ぎるっていうのは解わかる。

　だけど、一之江は……？

「一般人でも普通に殺すのか、という問いですか？」

　俺の言いづらそうな表情から察してくれたのか、ズバっと口にしてくれた。

「あ……うむ」

「殺しますよ。そうしなければ私が消えてしまいますから」

「……やっぱり、そうなのか？」

　胸の中でもやもやしたものが生まれていく。目の前の少女がまた遠くなったような、そんな悔しさが俺の中でむくむくと起き上がって……。

「……よし!!」

「ん？」

「決めた！」

「……なにをですか？」

「俺がもっともっとすげえ『主人公』になってだな」

「…………はい」

「一之江が……」

　言いかけた言葉を、やっぱり一之江に取られる。

「『誰だれも殺さなくても立派に生き続けるような伝説を作る』とかですか？」

「おう！」

　もう、俺おれの台詞せりふを取られる事も慣れた。だったら、いっそ開き直ろう。

　一いち之の江えに合わせてブルーになるのではなく、俺はこいつを含めた『俺の物語』として、堂々と胸を張ればいいのだ。そうすればいつかは、こいつだって誰だれかを殺したりしなくても生きていける。

　俺自身が、そういう『物語』になればいい。

　拳こぶしを握り締めて頷うなずいている俺を、一之江はまじまじと見つめてきた。

「貴方あなたは……真性のバカなのですね」

　ため息交じりに。

　だけど、ほのかに漂う嬉うれしさを感じて思わず嬉しくなる。

「知ってたろ？」

「出会った時から知っていました」

　一之江はニヤニヤしている俺の顔を見ないように、そそくさと帰り道を歩き始める。

　俺はその小さな背中を追いかけながら、決意をさらに胸に秘めた。

「…………まあ」

「ん？」

　ぽつ、と聞こえるか聞こえないかの声で一之江が呟つぶやく。

「一般人を殺す……覚悟はあります」

　ほとんど囁ささやき声。聞き取れたのかどうなのか、俺の気のせいかも怪しいような小声。

　だが、その内容の意味は。

「……って事は……」

「うっさいハゲ」

「ハゲてねえってばよ!?」

　と、すぐにツッコミを入れたものの。

　――『覚悟はある』という事は。

　もしかして一之江は……？

「なあ、一之江……」

「うっさいヅラ」

「地毛だっつーの!?」

　一之江の歩調がやたら速くなっていくのを、必死に追いかける。

「……私の噂うわさに関かかわるので。絶対に他言無用ですよ」

「ああ、解わかった！」

　一之江が『殺していない』という情報が広がってしまうと、それだけで彼女は弱くなってしまう。だから、ずっと主張し続けるしかなかったのだ。『とにかくどんな相手であれ、確実に殺している』と。



    

  









    
      　――そんな彼女の秘密を打ち明けて貰もらって。

　俺おれはすっかり有う頂ちよう天てんになっていた。



◆2010-06-03T16:50:00　"Yasaka High School Student council Meeting room"



　音ね央おや一いち之の江えと一緒に『富ふ士じ蔵くら村むら』に入ってから、二日が過ぎていた。

「念のため昨日も、日没と同時に入りまくっても何もありませんでしたよ」

　と、昨日一之江と確認した内容を、生徒会室で詩し穂ほ先輩にちゃんと報告する。

「そっかー、良かったぁ……モンジくんやみずみずがいなくなっちゃったら、と思うともう、夜も眠れなかったよー。ぷはぁー」

　詩穂先輩は胸に手を当てて、盛大に安あん堵どの息を吐いた。

「既に新聞部には手配済みです。翌日か、翌々日には校内に貼はり出されるはずですよ」

「お、ありがとね、音央ちゃん」

「いえ。モンジ達たちのおかげですから」

　音央は先輩にぺこ、と頭を下げてから告げた。

　ちなみに一之江は今日欠席である。あいつが頻繁に休むのは慣れてしまったが、なんとなく寂しいな、と思うくらいには仲良くなったつもりでいた。

「ふぅー……安心するとくったりするねえ」

　ぺたー、と先輩が机に突つっ伏ぷす。

　そんな様子も愛らしくて、思わずニコやかに見守った。

　ああ、やっぱりこういう平和な時間が一番だよなあ。

　それにしても詩穂先輩はやっぱり可愛かわいいよな。

「でへへ」

　思わず嬉うれしさを口に出すと、音央がキッと俺を睨にらみつけてきた。

「ふんっ、ヘンタイっぽいわよモンジ」

「お、おう、すまん」

　どうも、最近の音央は機嫌が悪い。

　無事に助かった、キリカの家（の浴場）から出た時からだろうか。

　普段からツンツンした性格だったが、最近はさらにきつくなった気がする。

「んもう、バカっ」

　音央は腕を組んだまま、俺と視線を合わせようとしなかった。

　なんとなくタイミングが掴つかめないせいで、まだ色々な説明が出来ていないのだが……やっぱり、まだ様子をみた方がいいのだろうか。

　こいつに限って、一之江が言うような……噂うわさを広めまくる心配は無いと思うのだが。

「それにしても、ほんとに良かったよモンジくんが無事で」

　先輩が再びそんな事を言ってくれて、俺おれは視線を先輩に戻した。

「いやあ、先輩に心配して貰もらえると嬉うれしくてたまりませんな」

「音ね央おちゃんも無事で良かったよ？」

「え、あ……ありがとうございます、会長」

　自分も言われると思ってなかったのだろう。音央も少し動揺しながら先輩を見る。

「えへへ。はふぅー……もう、最近怖い事多いから疲れちゃって……」

「怖い事が多い？」

「そうなんですか、会長？」

　ひとつの事件が解決したから安心していたけれど。

　もしかして、先輩は他ほかにも何か情報を知っているのだろうか？

「うん。なんかね、クラスの子がやっぱり怖い話が好きで」

「あー……先輩のクラスにもいるっぽいですもんね」

　以前『メリーさんの人形』の噂うわさを先輩に話した人だろうか。

　先輩は程良く怖がりなので、きっと話していて楽しいんだろうな。

「モンジのクラスだとキリカちゃん？」

　音央が上げた名前に俺は頷うなずいて。

「ああ。噂好きなのはそうだな。後は、クラス委員長の三枝さんもだ。アランも最近は結構詳しいが、アイツのは単にキリカと仲良くなりたいだけだな」

「アランは解わかり易やすいわね、相変わらず……」

　はぁ、とため息を吐く音央。アランの認識はやっぱり、誰だれからもこんな感じらしい。

　美お味いしいヤツだな、ほんと。

「んで、先輩が怖がった噂って？」

「うん、それがね。また『神隠し』なの」

「『神隠し』……」

　俺は音央と顔を見合わせた。

　確かに、詞し乃のちゃんは『神隠し』に名付けられたと言っていた。

　だが、こうも早くまた噂になるなんて……。

　そう思っていたら、先輩が続けた言葉は俺に衝撃を与えた。

「夢の中に、女の子が出てくるんだって」

「っ！」

　心臓が早鐘を打つ。

『夢の中に出る女の子』

　それは、俺が今まさに体験しているもので。

「で、その子の夢を何度か見ているうちに、その女の子が、彼女のいる世界に連れ去っていっちゃって、二度と戻って来ないー、みたいな」

「………………」

　先輩の言葉を聞きながら、俺おれは夢の中の記憶を断片的に思い出していた。

　とても安らいだ気持ちになって。

　このままそこにいたい気分になって。

　そして……。

「連れ去られちゃうと、どうなるんですか？」

　音ね央おが恐る恐る、と言った声で先輩に尋ねる。

　先輩は眉まゆを寄せて、ちょっと不安そうに呟つぶやいた。

「みんなの記憶から消えて、綺き麗れいさっぱりいなくなるみたいなの」



◆2010-06-03T17:30:00　"Yasaka High School Passage"



　夕暮れに染まる廊下を、音央と二人で歩いていた。

　赤紫に色づく校舎内の風景はどこか幻想的で。

　夕ゆう陽ひに照らされた音央の薄茶の髪は、金色に輝いていて……とても綺麗だった。

「モンジ、さあ」

「うん？」

「あんたの夢ってもしかして……えーと」

　何かを言いづらそうにしている音央。

　……そんなしおらしい姿が、夢の中の少女とかぶる。

「……和室で、女と二人きりでいる、夢？」

　正直、ドキッとした。

　夢に女の子が出てきた、というのは話したが、和室とは教えていないはずだ。

「そ、そうだ、けど」

　心臓が早鐘を打つ。

「……ご飯、食べた？」

　さらに心臓が跳ね上がり、喉のどから飛び出るんじゃないかってくらい驚いた。

　同時に、あの少女が語った言葉を思い出す。

『次は……一緒にご飯を食べましょうね？』

「次、食べよう、って言われた、よ」

「そう、まだ二回目なのね」

　音央は静かな口調で呟く。

　ちょっと待て。俺おれは確かに、音ね央おに夢の話をしたけれど。

　あれは『夢の中に清せい楚そな女の子が出てくる』ってだけのものだったはずだ。

　和室って事も話していないし。二度見たという事は、キリカにもまだ話していない。

「音央、お前……何か知ってるのか？」

　音央は。

　中学時代からの仲で、一緒に遊んだり、笑ったり、時に喧けん嘩かしたりもした、友達だ。

　それなのに何な故ぜか今は、まるで全然別の知らない人みたいな雰囲気を持って。

　夕暮れの廊下に佇たたずみ、静かに俺を見つめていた。

「そっか……ごめん、あたし、先に帰るね」

　と、言うが早いか。その二つに結った髪を翻して、廊下を走りだした。

「え、おいっ！」

　追いかけていいのか、追いかけない方がいいのか悩む。

　パタパタという足音が遠ざかるのを聞きながら、やたらと焦った。

「なるほど、ね。追わない方がいいよ」

　そんな俺の背後から声がして、追いかける方の選択肢が消える。

「キリカ……」

「色々調べたの。お話しようか、モンジ君？」

　振り向いた時に目に入ったのは、やっぱり鮮やかに色づいた赤い髪の色で。

　音央が儚はかない存在なら、キリカは強い存在だな、なんて思ったのだった。



◆2010-06-03T18:00:00　"Yasaka High School Roof"



　キリカに連れられて、屋上までやってくる。

　遠くまで見渡せる街が赤く色づいていて、今日の夕焼けは本当に綺き麗れいだと思った。

　――黄昏たそがれが綺麗な日は、同時に切ない気持ちにもなる。

　郷きよう愁しゆうめいた心でも刺激されるのかもしれない。

「まず、モンジ君の方はどんな感じ？」

　柵さくに手をつきながら、もう片手で髪を押さえているキリカ。

　その横顔は……年相応以上に美しい気がして、ドキドキする。

「うん？　なあに？　まじまじ～っと見つめて」

「いや、すまん。あんまり綺麗だから見とれてた」

「あはっ！　先輩から乗り換えちゃう？」

「いやいや、一瞬それもいいかも、と思えてしまうから勘弁してくれ」

「モンジ君は誘惑に弱いにゃー」

　クスクスと笑う彼女はいつも通りで安心する。

　どうしていつも通りが嬉うれしいんだろう、と思ったら。

　……いつも通りじゃない友人がいたせいか。

　音ね央おの、あの思いつめたような表情がやっぱり気になって仕方ない。

「焦ってもダメだよモンジ君」

　そんな俺おれの心を、キリカはキリカなりに読んでくれた。

　一いち之の江えとは違う。キリカの場合『人間観察』による気き遣づかいだ。

　それが、つまりこいつの優しさという形になっている。

「ん……そうだな。今、音央を追いかけても混乱させるだけか」

「そういう事。モンジ君ってば、やっぱり女の子には優しいね？」

「苦しそうな顔してたんだよ。だから、安心させる要素くらいは仕入れておきたい」

「ん……残念ながら、もっとつらい現実になっちゃうかもよ？」

「それはそれで、気を使いやすいからな」

「あはっ、そういうもんなんだね」

　キリカは俺の判断にダメ出しなんてしない。

　いつだって『俺』の判断を信じて、それを肯定してくれるのだ。

　……悪魔や魔女の方が優しい、というのは本当かもしれないよな、やっぱ。

「ん、コホン。俺の方は、二度目の夢を見たよ」

「ああ、こないだ話してくれた夢だね。進展した？　エッチとかした？」

「してねえ!?　キリカみたいな可愛かわいい子がそんな事言っちゃいけませんっ！」

「えー。可愛い子だからこそエッチな話が好きかもしれないじゃない」

　キリカは流し目で俺の方に近寄ってくる。

「も、もうその手には乗らないぞう」

　と言いつつも、俺の体はキリカに近付いていた。

「あはっ、体は正直だねえ」

「キリカには誘惑されっぱなしだからな、俺。理性が勝ってるのが奇跡だよほんと」

「ストレートに言われると流石さすがに照れるなぁ、ありがとね、モンジ君」

　ここでありがとう、と言われるから安心出来る。

「おっとっと、ともあれ。夢の中の子とはごくごく平凡に、仲良くお話をしてだな」

「うんうん」

「それで、『次は一緒にご飯を食べましょう』って約束をしたよ」

「ふむふむ、なるほどね」

　キリカはポケットから自分のＤフォンを取り出して、ぽちぽちと操作する。

「はい、モンジ君」

　それから、俺おれにそこに表示されたページを見せてきた。

「って、ほいほい見せていいのか？」

「Ｄフォンの画面って、ロアか、ハーフロアくらいしか見る事が出来ないからね」

「あ、そういうものなのか」

「一般人が見ちゃったら大変でしょ？」

「見えるのが当たり前だと感動はないもんなんだなあ、こういうのって」

　幽霊が見える、見えないでテレビ番組が出来るほど大騒ぎしたりするけれど。

　世の中の霊能者の人達たちは当たり前のように見えているから、あの番組でドキドキしたりハラハラしたり、「なーんだヤラセかー」とガッカリしたり。

　もう俺は、そういう楽しみは出来ないんだな。

　霊能者の憂ゆう鬱うつをちょっと感じつつ。

　さておき、キリカが示した画面を見ると……。





　【妖精の神隠しチエンジリング】

　妖精に魅入られた者は、少女の夢を見る。

　一度目は出会うだけ。

　二度目は食事に誘われる。

　三度目は手土産を渡される。

　四度目はもう帰れない。

　帰れなくなった人は忘れられる。





「わっひょーい」

　思わずバンザイしてしまう。そのものズバリ。俺が見ている夢だった。

「ピンポイントっぽいね？」

「よ、妖精さんだったのか。どうりで美少女だと思ったら」

「あははっ、んもう。モンジ君ってば、さりげなーく、私達の知らないところで『都市伝説』に巻き込まれてたんだね？」

　しょうがないなあ、とキリカは眉まゆを下げた。

「これが、先輩が心配していた方の『神隠し』かあ……」

「こっちは確実にいるんだろうね、本体が」

　本体。

　詞し乃のちゃんに名前をつけた張本人の事だろう。

「『人食い村』の『朱あけ井い詞し乃の』ちゃんは、なんで名前を与えられたんだろうか？」

「うーん……そうだなあ……」

　キリカは人差し指を口に当てて考え込んだ。

「一番解わかり易やすく考えるとしたら、隠かくれ蓑みのだね」

「うん？　どういう意味で？」

「ほら。『人食い村』も、『神隠し』って言われてたでしょ？」

「ああ、うんうん」

　だから俺おれは『村』をなんとかすれば『神隠し』も終わると思っていたのだ。

　だけど実際は、村の話がなくなっても『神隠し』は残っていた。

「私達たちロアも、個人の『名前』がつくと人格が生まれるの。単なる『魔女』だと、漠然とするけど『魔女食いの魔女・ニトゥレスト』とかだと、なんか凄すごそうでしょ？」

「確かに、なんか凄そうなのは確かだな」

　ゲームのラスボスとかそんな雰囲気になるわけか。

　単なる『魔王』よりも、適当に『魔王ドドリゲノス』みたいな方がちゃんと性格とかがあって、背景設定があって、キャラが立つみたいな気がする。

「『人食い村カーニヴアル』の存在に、『朱井詞乃』っていう名前がついた瞬間から……自動的だった村は、詞乃の意識によって動くようになった」

「それまでは、自然発生していた『人食い村』が、詞乃ちゃんの意志で発生したりしなかったりするようになった、って事か？」

「そ。独立して、自分で考えて、犠牲者を取り込んで、消えないように、ずっと存在出来るように、考えるようになるの」

　単に『名前』をつけるだけでそこまで出来るようになるという事か。

　……この町で発生している『神隠し』がイコール『境さかい山やまワンダーパークのもの』という認識になるのが当然で。夢を見ている人達が遭あう『神隠し』はそれほど話題に上らなくなる。現に先輩も、ワンダーパークの方を最初に怖がっていた。

「でもさ、ロアって人の噂うわさに立たなくなると弱くなるんじゃなかったっけ？」

『人食い村の神隠し』ばっかり有名になってしまったら、『妖精の神隠しチエンジリング』はどんどん噂されなくなってしまい、やがて消えてしまうんじゃないだろうか？

「普通のロアならそうなんだけど、何せ『神隠し』そのものは有名だから」

「あ、そっか。『魔女』と一緒で、人々が噂しなくなるって事はないんだ」

「そ。人類の生活から『行方不明事件』がなくならない限りはね」

　テレビかネットのニュースで年間の行方不明者ってのを見た事があったが、毎年こんなにいなくなってるのかよ！　と驚いた記憶がある。確か当時は、警察に届いているだけでも十万件以上とか言ってたような気がするが、その辺りの数字は曖あい昧まいだ。

　……そんな事件がある限り、『神隠し』はなくならない。

　だから『妖精の神隠しチエンジリング』は『人食い村カーニヴアル』の方が目立っても消える事はないのか。

「しかもロアの性質上、噂うわさでしか広がらないんだよね、これ」

「うん？　ああ、忘れられちゃうからか」

「そういう事。実際の犠牲者っていうのは絶対に発見出来ないもの。私もちょくちょく使う手だけど、記憶操作っていうのは本当に便利だからね」

　魔女自身が言うと大変信ぴょう性がある言葉だった。

「キリカも、確か記憶を消すんじゃなかったっけ」

「うーん。私が食べちゃったロアは確かにみんなの記憶から消えるけど……私のそれとは意味が違うっぽいね」

「そうなのか？」

「うん。私の食べた子達ロアたちは私の中で生きているからね。モンジ君とはやり方が違うけど、えいっ！　って召喚すると出てきてくれたりするんだよ」

「うお、そんな魔女だったのか、キリカって」

「えへへ、凄すごい？」

「凄い凄いっ」

　ロアを召喚して戦う。

　俺おれの専売特許かと思っていたら、こんなすぐ近くに既に先駆者がいたようだ。

「あれ、じゃあ実質消えてないって事なのか、キリカのは」

「存在は継続しているけれど、世界から存在を把握されていない。つまり『私』の力の一部になっちゃった、という認識なんだろうね」

「ふぇー……それっていつでも呼び出せるのか？」

「うん。困ったらいつでも言ってねっ」

「え、いいの？」

「その代わり、毎回代償を貰もらうけど」

　キリカが片目を閉じて、ピッ、と人差し指を向けてくる。

　代償。その言葉はかなり重く聞こえる。

「……どんなでしょうか」

「支払う代償は大きければ大きいほど、魔術の力は上がるの」

「使う魔力みたいなもの、なのか。例えば？」

「こないだの『霧』あるじゃない」

「ああ……キリカと戦った時の」

　あの朝の霧はやっぱりキリカの能力だったんだな。

　色々思い出すと、身震いしてしまう。

　……あの蟲むしの記憶は、かなりトラウマになっているからだ。

「あの霧を一時間発生させるのに必要なのは、一週間分の味覚不全……とかね」

「え、そうだったのか？」

　キリカは、甘いものが大好きだ。

　確かあの後、先輩達たちとケーキバイキングにも行ったはずだ。

　他ほかにも、クラスの女子達と食べ歩いたりしていたのを見かけたが……味覚不全なんて考えられないくらい、いつも通り美お味いしそうに食べていた気がする。

「すっごい美味しいに違いないものを、全く味わえない。しかも、それを一切悟られないように楽しく過ごす……みたいな代償だよ」

　本当は美味しくないのに、美味しそうに。しかも楽しく過ごし、一緒にいる人には悟らせちゃいけない。そんな代償をキリカはさりげなく支払っていたのか。

　女の子は演技上じよう手ず、とはキリカの言葉だが。全く俺おれ達にそんなのを感じさせずに楽しんでいたのなら、それは、なんというか……。

「すまん、気付いてやれなくて……って、そうか、気付いたら代償にならないのか」

「モンジ君ならそう言ってくれると思ってたから余計にだね」

　隠さなくちゃいけない。何な故ぜなら、それを自分で設定したからだ。

　――わざと、苦しい道、理に反する代償を支払う。

　それがキリカの魔術という事らしい。

「ん、すまん、説明をもっと聞かせてくれ」

「うん、いいよ。後は、そうだね……使い魔のあの子達には、定期的に血をあげるの。たま～に貧血っぽいのはそのせいなんだよね」

　そういえば、キリカの血に大量に群がってたっけな。

「結構あげてるのか？」

「普通の人の献血の二倍くらいかな？」

　それがどれくらいなのかは、あんまり献血をした事がないので解わからないが。

　つまり、普通に採血していい量の倍っていう意味なのだろう。

　それもまた、魔女の支払う代償なのだろうか？

「……魔女とはいえ、つらくないか？」

「あは、ありがと、モンジ君。つらくないと、魔女じゃないんだよ」

　魔女の大変さを何気なく知ってしまう。

　一見なんでも出来るように見えて、その実支払うものが大変。

　だけど『強い魔女』として君臨するためには、それらを楽勝で支払っているフリをし続けないといけないわけだ。

　……ロアっていうのは、自分も他人も騙だましながら生きていく存在なのかもしれない。

　キリカの魔術が万能そうだからって、あんまりキリカを頼ったりはしないようにしよう、と心に誓いつつ。

「他ほかのロアもそういうつらい代償とかあるのか？」

「ない場合がほとんどかな。完全に『物語』や『伝説』をなぞっているからこそ、特殊な力を使えるのがロア達たちなの」

「キリカから見ると、他のロアは結構チートなのか」

『魔女』なんてどの国に行っても通じるようなもののロアであるキリカだが、その実結構苦労しているらしい。他のロア達は、さらりと代償もなく能力が使えるのだとしたら、意外と『魔女』っていうのは不ふ憫びんなものだな。

「他の子は他の子で、ちゃんと手順を踏んで、きちんと名前を残さないと消えちゃうっていう辺りが大変そうだけど。私はその点、いつ力を使うのも自由だし、何を食べるのも自由だし。消える確率はほとんどないからね」

「普通にしてるだけでも、可愛かわいい『小悪魔』っ子とか噂うわさされてるもんな」

「あはっ、ありがと」

　嬉うれしそうなキリカに和んだ気持ちを貰もらう。やっぱり今回みたいに、俺おれと一いち之の江えが現場調査で、キリカが情報集めな方が今後もいいのかもしれないな。

「っとと、話が大幅に逸それたな」

「そうだね。まあ、記憶の操作そのものはそこまで難しい事じゃないんだけど」

「え、そうなのか？」

「うん。『そういう逸話』があればいいだけ。例えば『魔女』の場合『いつの間にかあなたの隣にいて、当たり前のように生活しているかも？』みたいなお話あるじゃない」

「ああ、それっぽい」

「私の記憶操作はそれを利用したものだから、ある意味ロアにしてみるとベタな力かな」

　記憶を操る、なんて万能っぽさすら感じるのに。

　キリカみたいなロアっ娘こにしてみると別に凄すごい事でもない、ベタな力らしい。

「今回の場合、厄介だな、とは思うけどね」

「やっぱりそうなのか？」

「本当なら、モンジ君は戦って欲しくなかったんだけどね『神隠し』」

「確かに、戦いたく……ないなあ」

　とても優しくて、穏やかで。気持ち良かった夢だ。

　あんな雰囲気で殺伐とするなんて、とてもじゃないが御免被こうむる。

「戦っても勝てないと思うもん。『神隠し』っていうのは昔っから『いる』と思われている、妖よう怪かいとか伝説レベルに近いロア。『魔女』みたいに弱点がいっぱいあるようなモノじゃないものね」

　キリカが勝てないと言い切るからには、勝率は本当に低いのだろう。

　そんな彼女は、俺おれのために頑張って頭をひねってくれている。

「『神隠しのロア』が確実に存在しているから……先に倒す方法かあ……うーん」

「一いち之の江えの時みたいになんとかする方法は？」

「『神隠し』は攻略出来ないんだよ。解決方法、というのがないから」

「く、口説くとか」

「あははっ！　モンジ君なら出来るかもしれないけれど。でも、夢の中のモンジ君は、それが幸せになっちゃっているんだよね？　しかも、自分の事を忘れている状態で」

「う、うむ」

「口説けるかもしれないけれど……『この世界』の事を忘れているモンジ君が、果たして『この世界』に連れて戻ってこられるかな？」

　そう。

　忘れているなら、そもそも戻りたいとも思えない。

　全く知らない世界に回帰したいと思うなんてあり得ないのだ。

「ううむ、どうすればいいんだろう」

「まあ、その鍵かぎが彼女なのかもしれないけれど」

「うん？」

　キリカは風になびく髪を押さえながら、俺の顔をまじまじと見つめた。

　……何かを知っている感じで。

　そして、今日いきなり去ってしまった少女。

「……そう、だな」

　音ね央おは、きっと何かを知っている。

　そう思えてならなかった。



◆2010-06-03T22:00:00　"Hayate's Room"



　ベッドの上で横になり、天井を見上げていた。

　思い出すのは、音央の事ばかりだ。

『ごめん、あたし、先に帰るね』

　あいつに、あんな顔をさせてしまった。

　それがどうしても……気になって仕方ない。

　どうして、あんなに寂しそうな顔をしていたのだろう。

　どうして、あんなに苦しそうな顔をしていたのだろう。

　どうして……俺に謝ってきたのだろう。

「考えろ、一いち文もん字じ疾風はやて」

　尋ねれば解わかる、話せば解る、なんていうのは幻想だ。

　全部の『どうして』を聞き出すのは、友達を大事にしていないヤツのやる事だ。

　俺おれは……あいつの『どうして』を考えたい。

「謝った、って事は申し訳ないんだよな」

　つまり、俺に対してあいつは何か罪悪感を感じる事をしているという事だ。そして、思い当たるのはその手前までしていた会話。俺が……もう『神隠し』の夢を『二度』まで見ている事。あいつは、俺が『８番目のセカイ』で『チェンジリング』の噂うわさを知る前に、既にその内容を知っていた。

「何な故ぜ知っているのか……」

　その噂をどこかから聞いている、というのが一番よくある線だと思うが。それでは謝る理由にならない。知ってたのに教えなくてごめんね、という感じではなかったからだ。

　むしろ、自分が何か悪い事をしているから。そんな表情だった。

　――『自分』が？

「まさか」

　音ね央おが見ていた夢はどんなものだった？

　必死になって、あの時の音央の言葉を思い出す。そう、確か――

『そういや、あたしも最近変な夢見るのよね』

　こんな出だしだったはずだ。



『ハッキリ覚えているわけじゃないんだけど。あたしが、誰だれかと知らない部屋にいるの』

『たまに見る夢なんだけど、一緒にいる人はちょくちょく入れ替わっていく感じ』

『なんでだか知らないけど、悲しい気分になる夢でね』

『あたしは、その人とずっと一緒にいたいのに、必ず『別れ』があるっぽいの』

『ずっと一緒にはいちゃいけない、みたいな。それで、お別れするとぎゅううっと胸が苦しくなって目が覚めるの。起きたら泣いてる事もあったりして』



　――必ず『別れ』がある、そんな夢。

　その夢に、もし『俺』が出ていたのだとしたら。

「あいつ、もしかしてっ」

　ガバッ、とベッドから身を起き上がらせる。

　もし、あいつの見ている夢と、俺の見ている夢が同じものだとしたら。

　あの夢の少女が……音央自身？



　コンコン



「うわっ」

「ん……？　どうかしましたか兄さん？」

　突然のノックにビックリして声を上げてしまったが、ドアの向こうから聞こえてくるのは従姉妹いとこの落ち着いた声だった。

「ああ、いや……寝ぼけただけだ」

「そうですか？　ともあれ。兄さん、お風ふ呂ろあきましたよ」

「ああ、そっか、解わかった」

　そうだな、お風呂にでも入って落ち着くとしよう。

　そう思い、ベッドから下りようとして。

「あ、そうだ理り亜あ」

「なんですか？」

「念のため、なんだが。音ね央おの事は覚えてるか？」

　これで『知りません』とか言われたら俺おれはビックリしてしまうのだが。

「何度かお会いしましたよね。私にも大変良くしてくれました。それに、兄さんが音央さんの話をする時は必ずスタイルの話になりますので、覚えています」

「うぐっ。ま、まあ、覚えているならいいんだ」

　理亜に存在確認をしたのは、花子さんの例があったからである。

　音央という存在は確かにいて、理亜とも過ごした事がある。

　そして、その存在が別に消えたりしているわけではない。

　それらが確認出来ただけでホッとする。

「最近あいつ頑張ってるらしいんだけどさ。あいつの噂うわさって何か知ってるか？」

「ええ、頑張られているようですね、雑誌モデルなどもされていますし。それ以外に何か……中学校での評判、などですか？」

「そういうのでもいいし、昔の話が噂になっていたりとか、そんなのでもいい」

「ん……思い出してみます」

　ドアの外で考え込むような雰囲気があった。

　……それにしてもなんで俺の部屋に入って来ないんだろうな。

　部屋の片付けは毎日して貰もらっているから、入りづらい部屋という事はないはずだ。

　なんか照れているのだとしたら……ういヤツめ、と思う。

「あ、そういえば」

「うん？」

「音央さんは昔、神隠しに遭あったそうですね」

　その単語が理り亜あの口から出た事にやたらとビックリした。

　音ね央お自身が……『神隠し』に？

「ま、マジか」

「ええ、音央さんの熱狂的なファンの子が言っていました。迷子になって、一日だけいなくなったとかなんとか。誘拐ではないかと思われたそうですが、翌日にはすぐ帰ってきたそうです。その時の証言から、単に迷子になっただけって話で落ち着いたとか」

「そっか……」

「女の子が一日いなくなった、という噂うわさでその近所は大騒ぎだったそうですよ」

『神隠し』音央自身が『神隠し』に遭あっていたという噂。

　俺おれの頭の中で、何かが符合しそうだった。

「ありがとな、理亜」

「いえ。また民俗学か何かですか？」

　以前の話を思い出したのか、理亜が尋ねてくる。

「いや、友達の悩みを解決したいだけだ」

「……なるほど、頑張ってくださいね」

「おうよ！」

　悩んだりしていても仕方がない。自分に出来る行動はなんでも取るべきであり、今はこんがらがっている情報を整理するためにも風ふ呂ろに入ろう。

「じゃ、風呂に入るかな。せっかくだから理亜、一緒に入るか？」

「冗談は脳だけにして下さい」

「脳を否定された!?」

「それでは」

　相変わらずクールな言葉を残して去っていく愛妹、もとい愛従姉妹いとこ。

「よしっ！」

　今日は考えるだけ考えて、まとめるだけまとめて、そして明日。

　明日、音央と話をしよう。

　俺はそう思ったのだが――。



　翌日から、音央は学校に来なくなって。



　――そして、まるで『神隠し』に遭ったかのように、その行方は突然解わからなくなっていたのだった。



    

  
    
      


◆挿話：‥第三夜



◆2010-??-??T??:??:??　"Nightmare"



　不意に目を覚ました場所は、物静かな和室だった。

　またここか、という思いと。何か、忘れてはいけない気持ちがあったような気がする。

　……自分の名前すら『どうでもいい』と思い出す必要がなく感じているのに、思い出さなきゃいけない気持ちがあるなんて、おかしな話だ。

「ふっ」

　思わず笑ってしまっていたら、頭の上から声がした。

「何がおかしいのですか？」

　目を開けてみれば、そこにはいつもの少女がいた。

　透き通るような優しさと落ち着きを持った、俺おれが安心出来る人。

　この子がいれば他ほかのものは何も要らない、そう思える少女。

　……俺がどうしても会わなきゃいけない、と思っていたのはこの子だった気がする。

「なんでもない」

　膝ひざ枕まくらの温かさに眠気を再び誘われながら、その頬ほおに手を伸ばす。

　一瞬驚いてから、少女は嬉うれしそうに俺の手を受け入れた。

　ほんのりと温かく、柔らかい。そんな頬の感触が手に乗る。

「それより、ご飯の約束をしてなかったっけ」

「ええ、それじゃあ……頭をどかしていただけますか？」

　名残惜しさを感じながら、俺は体を起き上がらせた。

　――程良い広さの和室。障子越しの陽光が目に優しい。

　少女がスッと立ち上がり、部屋の隅に用意されていた膳ぜんを持ってくる。

　なんだか看病されているみたいだな、とまたおかしくなった。

「今度は何がおかしいのですか？」

「いや、かいがいしく看病されているみたいだ、と思ったんだよ」

「ああ……ふふ、看病ではなく、ご奉仕ですよ」

「うっ……それはドキドキするな」

「ええ、ドキドキしてくれたら嬉しいので」

　くすくす、と口元に小さく握った手を当てて笑う彼女。

「さあ、どうぞ、召し上がれ」

　差し出された膳ぜんには、純和食が乗っていた。

　一瞬だけ。一瞬だけ思考にノイズめいたものが走る。

　食事を摂とってはいけない、そんな注意を受けたような……？

「何か嫌いなものでもありましたか？」

「あ、いや……」

　ほかほかのご飯とお味み噌そ汁しる。魚の塩焼き、煮物、漬物。そしてお茶。

　どれをとっても美お味いしそうだ。どうして食べてはいけないなんて思ったのだろう？

「いただきます」

　俺おれは一口目を口に運ぶ。……その料理は、控えめな味付けなのにとても美味しくて。

　まさに、彼女のイメージそのままだった。

「美味しいよ」

「あ……ありがとう、ございます……」

　うつむいた顔がほんのり赤く色づいていて、ドキッとする。

　こんな美少女に手料理を作って貰もらえるなんて俺は幸せだなぁ、としみじみ思った。

　この穏やかで静かな時間がいつまでも続けばいい。そう思ってしまう。

「あの……」

　俺が食べる様子をじっ、と見つめていた彼女が口を開いた。

「ん、なんだい」

「あの……もし良かったら、ですが……」

　ほんのりと赤い頬ほお、どこか潤んだ瞳ひとみで問われる。

「ずっと……一緒にいてくれませんか？」

「あっ……ん、えーと、だな……」

　つい今しがたまで俺は、この時間がいつまでも続けばいいと思っていた。

　それなのに、何な故ぜだか即答が出来ない。

　なんとなく。

　そう、なんとなく――この少女を見ていると……。

「……音ね央お？」

　その名前が自然と口をついて出てきた。

「っ!?　何故!?」

　彼女が目を見開き、慌てて立ち上がる。

　その瞬間――俺の中に、音央に関する大量の記憶が流れこんできた。あの日、物憂げな表情での別れ。それから、どこを探しても見つからなかった事。

『神隠し』に遭あったんだと、噂うわさされ初めている事――。そう、この夢は！

「いや、お前『神隠し』か!?」

　こいつなら、音ね央おの事を知っているはずだ。いや、或あるいは、こいつ本人が――？

「っ、いや！」

　音央と同じ顔をした少女は、逃げ出すように立ち上がると、一気に駈かけ出して障子を開けた。その先にはちょっとした板張りの廊下があり、そして庭に通じる窓があり……。

「っ、あれは……！」

　見覚えのある場所だった。少女が『外』に走り出すと、俺おれの視界が揺らぐ。

　ぐにゃりと風景が歪ゆがみ、足が重くなって、前に進めない。

　強制的に目を覚まされようとしている……という事のようだ。

「ま、待てっ！」

　追いかけようとしても、すっかり体は言う事を聞かない。

　なんだか、体の中から力が抜けていくかのような感覚に、頭痛と目眩めまい、吐き気がする。

『もう遅いよ？』

　その時、聞き覚えのある声が頭の中に響いた。

　――この、特徴的な語尾上がりの声は……！

『貴方あなたは、この『富ふ士じ蔵くら村むら』の料理を食べちゃったもんね？』

「詞し乃のちゃん……!?」

『だから、次に眠った時。貴方はもう元の世界に戻れないよ？　あはははっ！』

　その笑い声がガンガンと頭の中でこだまし……。



　俺は自分の布団の中で目を覚ました。

「……今の……」

　少女は音央と同じ顔で。あの場所は『富士蔵村』で。そして。

「朱あけ井い詞乃……」

『神隠し』に名付けられたというロアの声。

　額を押さえようとして、手に何かを持っているのが解わかった。

「小型のラジオ？」

　確か、あの村で音央に持たせていたものだ。これが『三度目』の手土産、か？

　俺は、その小型ラジオを握り締める。やっと、音央の手がかりを掴つかんだ。

　この数日、まるで消息が掴めなくなっていた『六むつ実み音央』の手がかりを、やっと。

　不意に、音央が去った日の顔と。さっきの顔が重なり合う。

「ホラーっぽく誘い込むんだったら。そんな寂しそうな顔をすんなよ、音央」

　そして、境さかい山やまの方を向いて。

「いいぜ。『主人公』が助けてやる。無む理り矢や理りその顔を笑顔にしてやるからな！」

『四度目』に挑むための気合を入れたのだった。



    

  
    
      


◆第八話：‥“〝神隠し”〟のロア　後編



◆2010-06-10T05:00:00　"Ichimonji House"



　例によって頭をすっきりさせようと、俺おれは早朝ランニングをしようと思い立った。

　そして、ジャージに着替えてから家を出た瞬間、ビックリした。

「おはよう！」

　キリカが満面の笑顔で俺を待っていてくれたのだ。

　朝からキリカの顔を見られただけで嬉うれしくなる。……そういえば以前、一いち之の江えが家の前で待っていた事もあったな、なんて思い出す。

「おはよう、キリカ。朝からキリカの笑顔が見られるとすげー嬉しいな」

「あはっ、私もモンジ君に会えると嬉しいよっ」

「今日はどうしたんだ？」

　思わず、いつぞやの事を思い出してぞわぞわっとした。

　早朝のランニング。キリカと出会う。この二つから導きだされる記憶は、大量の蟲むしにまとわりつかれたというトラウマに直結する。

「大丈夫。今日は別に食べにきたんじゃないし。むしろ、私はモンジ君に食べられちゃった女の子みたいなものだからね」

「うお、その言い方はドキドキするけど誤解を招くな」

「食べてみたい？」

　わざと色っぽい視線を向けてくるキリカ。

　その流し目や、体のライン、スカートから覗のぞく太ももなどに大変ドキドキする。

「今日もごちそうさまです」

「わっ、もう食べられた！」

　驚きながら、俺に手を差し出してニッコリと笑いかけてくる。

「行こっ」

「ああ」

　俺はその手をとると、一緒に歩き出した。



◆2010-06-10T17:30:00　"Mount Sakai Road"



　キリカと手を繋つないで歩くなんて、心臓はドキドキしっぱなしだった。

　肩を並べて歩いているだけで、その髪からふわりといい香りがする。

　俺おれが見ている事に気付いたのか、キリカは俺を見上げてニッコリと笑ってくれた。

　――なんとなく。優しくして貰もらっているんだな、と気付く。

「音ね央おちゃん、見つからないね？」

「そうだな。よく言う話だけど、警察もあんまり動いてくれないんだな」

「私達たちくらいの年齢の女の子は、ちょくちょく家出ごっこするからだろうね」

　家出ごっこ。

　親とか友人とか教師への軽い反発。ちょっとグレてみた、みたいな反抗心の現れだろう。だから、音央もそう思われてしまっているという事らしい。

「一週間ちょっとの行方不明では、そんなに本腰を入れないものなんだよ」

「そういうものなのか……」

「行方不明の捜索って、時間が経たてば経つほど証拠が見つけづらくなるんだけどね」

「……だよな」

　だから、最近の俺は焦っていた。それこそ、日課だった一いち之の江えの特訓や、キリカの講習をサボって探しまくるくらいに。そんな俺を、二人は特に文句を言う事もなく見守ってくれていたのだ。

　だけど、今日はわざわざ俺の家の前までやってきてくれた。

　夢を見た、その日に。

「俺が三度目の夢を見た事、気付いているのか？」

「うん。目が覚めたら、モンジ君の気配がいつもと違って薄くなっていたの」

「え、キリカそういうの解わかるの？」

「モンジ君だからだよ。ほら、君ってば私の事……自分の物語にしてくれるって言ったでしょ？　だからだと思う」

「そ、そうなのか……それはなんか、照れるな」

「ふふっ。多分、瑞みず江えちゃんも気付いているんだと思うよ？」

　だけど一之江はわざわざやって来ない。

　――俺がピンチになれば自分を呼ぶと確信してくれているからだろうか。

　それとも、こういうメンタルケアはキリカに一任しているからだろうか。

「『妖精の神隠しチエンジリング』に取り込まれつつあるからかな。モンジ君は今、この世界での存在がとても薄くなっているの」

「ああ、みんなの記憶からも消えてしまう、ってヤツか」

「このまま完全に取り込まれてしまったら、きっと私達の記憶からも消えてしまうから。ちょっと心配でね」

「……すまないな、心配かけて」

「ううん。会いに来てみたら、私を口説いた時みたいな目をしてるんだもん。逆に安心しちゃったよ。『ああ、この目は誰だれかを助ける主人公の目だ』って」

　キリカはストレートに感想をくれるせいで、どんどん恥ずかしくなってきた。

　これが一いち之の江えだったらもっと意地悪な言い方をしていた事だろう。

　――『神隠し』に挑む。

　それはロアにしてみれば、かなり自殺行為なのかもしれない。

　だが、俺おれがなんとかしたいのは『神隠し』ではなくて。

『音ね央お』なのだ。

「なあ、キリカ」

「うん？」

　キリカはどこかに導くみたいに歩き続けていた。

　その行先がどこか、というのは気にならない。

「ありがとな」

「わ、何もしないうちから感謝された」

　驚きながらも嬉うれしそうに、ニンマリ口になるキリカ。

「モンジ君はモンジ君だからね。だから私は私なんだよ」

「ん？」

「ちゃんと、魔女的に打算で動いているって事。モンジ君に優しくするのも、ぜーんぶ自分のためだから、感謝し過ぎる必要はないんだよ？」

「ははっ、そう言ってくれるのが既に優しいよな、キリカは」

　後で打算で動いていた、と思われないため、ではなくて。

　キリカはこう言っているのだ。「だから気にしないで」と。

　……キリカを気にせず、俺は俺のやりたい事に専念すればいい。

　そう、教えてくれているのだ。

　だけど、なんとなく聞きたくなったので尋ねてみる。

「なあ、キリカはどうしてそんなに良くしてくれるんだ？　俺以外にも有能そうな『主人公』っていうのはいるんだろ？」

　キリカのオカルト講義の時に、何人か『主人公』の話を聞いた事がある。

　彼ら、彼女らは俺に比べれば本当に堂々とした『英雄』であり『勇者』だった。

　それに比べて俺は、自分で言うのもなんだが……まだ単なる高校生の域を出ない。

「モンジ君はモンジ君だからだよ」

　さっきと同じ言葉を理由にするキリカ。

　俺が考え込むと、クスクスと笑って手を強く握ってくれる。

「魔女が、打算以外で……こうやって手を握りたくなるような子だから。君は、なんていうかな……『力』とか『情報』以外の何かで私達たちを支えようとしてくれるからね」

　力とか、情報ではない何か。

　俺おれの中にそんなものがあって、キリカはそれを信じてくれている。

「だからきっと。『神隠し』にだって負けないんじゃないか、って思っちゃった」

「そう、なのか？」

「これが全く赤の他人である『神隠し』なら別なんだけど。なんせ……音ね央おちゃん、だったんでしょ？」

　キリカは、姿を消してしまった人物の名前を確信して告げる。

「ああ、夢の中で遭あった彼女は、音央だったよ」

「やっぱりね。色々調べていたら、あの子が昔『神隠し』に遭ったっていうデータを見つけたから、ピンときたの」

　前に理り亜あに聞いた情報をキリカも手に入れていたという事だ。

「今から大体十年くらい前。境さかい山やまの近くで『六むつ実み音央』という少女が行方不明になり、翌朝、警察に保護されたっていう小さい事件があってね」

　キリカは片方の手でＤフォンをいじりながら、俺に事件の内容を語る。

「彼女は学校の友人達と別れた後にその行方が解わからなくなって。誘拐事件が疑われたりもしたんだけど。翌日保護された彼女から事情を聞いてみると、道に迷って色々怖かったから、道路沿いにある電話ボックスの中で一晩明かしただけだった、というお話」

「よくある話と言えば、よくある話だよな」

　だけど、俺はもう知っている。

　そんな「よくある話」が、「都市伝説」になってしまう事を。

「彼女が行方不明になった時、当然こう語られたんだよね。『音央ちゃんは神隠しに遭ったんだ』って」

　そうだろう。なんせ、彼女の小学校では常々言われていたのだ。夜遅くまで遊んでいると『富ふ士じ蔵くら村むらに連れて行かれる』と。『神隠しに遭ってしまう』と。少なくとも小学校では、生徒はもちろん保護者達でさえそんな噂うわさをしたに違いない。

「しかも、こんな噂も流れていたんだよ。多分、本人は知らないけど」

「うん？」

　キリカは足をピタリ、と止めて。

「六実音央は、別人になって戻ってきた、って」

「別人!?」

　それは初耳だ。

「ちなみにアランくんからの情報ね」

　あいつはキリカにとって本当にいい情報源になっているんだな。

　良かったな、アラン。マジでキリカの役に立っているぞ。

　でも、なんとなく悔しいからキリカの手を強く握ったりして。

「ん？　ふふっ、嫉しつ妬と？」

「ちょっと悔しくなったんだ。で、それってどういう事だ？」

「これは私の予想なんだけど」

　キリカは再び歩き出す。もう、随分な距離を俺おれ達たちは歩いている。

　辺りの道は、どんどん山道になり始めていた。

　だが、向かう先はワンダーパークではなさそうだが……。

「音ね央おちゃんは、きっとバツが悪かったと思うの。自分の不注意で帰れなくなっただけなのに、そんな風ふうに噂うわさが広まっちゃって」

　そういえば、女の子が行方不明になったって話をしていた時、あいつは言いづらそうにしていたな。あれは自分の話だったからなのか。

「だから次の日から、きっと……彼女の事だから、いつも以上に元気にしたんじゃないかな？　自分は大丈夫、全然神隠しなんて関係ないよ、って」

「あー……ヤンチャだったらしいしな」

　それも音央が語っていた事だ。あいつなら、そういう恥ずかしい失敗を埋め合わせようとして必要以上にはしゃいでしまうのも無理はない。

「いつも以上にテンションを上げて元気に騒ぐ音央ちゃん。大人おとなから見れば、恥ずかしさや失敗の埋め合わせをしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだけど。子ども達にしてみると？」

「……『まるで別人になったみたい』……か」

　噂、というのはそうやって連鎖していくものなのか。

　そうやって、あいつはどんどん噂されるようになっていき……。

「チェンジリングっていうのは元々、妖精と人間が入れ替わるっていう類の神隠しだからね。音央ちゃんが妖精と入れ替わったと思われたから出来た噂の可能性が高いよ」

　だから――あいつが『神隠しのロア』に、なってしまった。そういう事なのか。

「でもさ、キリカ。音央はまるでロアの事とか詳しくなかったぞ？」

「そこなんだよね。自分で密ひそかにやっていたにしては、あまりにも普通の子っぽかったし。無意識のうちに『神隠し』をしていたんだとしたら、そんな事ってあるのかなぁ、て思うし……だからね、モンジ君」

　境さかい山やまワンダーパークに近い道路。

　人里離れたその場所に、電話ボックスがあった。

「君がそれを解明してきて。多分、君と音央ちゃんの縁は深い。きっと彼女は……」

「……『百物語』の一人、か」

　俺はＤフォンを取り出して、そのカメラを電話ボックスに向ける。

　おそらくこれが、音ね央おが一晩過ごした場所なのだろう。

「電話系にはトラウマがあるんだけどなぁ」

「『人食いカニバル』系にもあるでしょ？」

「ああ、つまり。どっちもキリカや一いち之の江えに縁があった話だったのか、これは」

　なんとなく、そんな繋つながりに苦笑いしてしまう。

　Ｄフォンのカメラに電話ボックスが映し出された瞬間。



　ピロリロリーン♪



　と、反応した。

「コード取得だね、これでモンジ君は『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』の『主人公』として……」

「『妖精の神隠しチエンジリング』にちゃんと挑まなきゃいけなくなったわけか」

　元々そのつもりだったけれど、キリカはこうやってお膳ぜん立だてしてくれたのだ。

　俺おれの背中を押すために。

「キリカはいいお嫁さんになりそうだよな」

「モンジ君が貰もらってくれればいいのに」

「うぐっ……貰いたくなる誘惑だなあ、マジで」

「ほんっと、モンジ君はすぐ揺れてくれるからちょろくていいよねっ」

　キリカはクスクスと笑っている。

　照れくさくなって頭をかいていると、繋いだ手を両手で握ってくれた。

「それじゃあ、魔術でチョチョイと眠らせてあげようか？」

「ああ、それが出来るなら、頼む」

　次に寝たら、四度目の夢を見るだろう。

　そして、帰ってこられなくなるかもしれない。

　夢の中でちゃんと、キリカや音央の事を思い出せるかどうか……。

　俺が完全に消えてしまうまでにそれが出来るかどうかが問題だ。

「ふふ、それじゃあ……そうだね。こっちきて」

　キリカはそんな風ふうに不安に思う俺を、電話ボックスまで導いてくれた。

「お？」

「いいからいいから」

　ガチャ、とドアを開いて、電話ボックスの中に一緒に入った。

　透明なガラスだから外から丸見えとはいえ、狭い屋内に美少女と二人きり。

　しかも、車通りはほとんどない山道の電話ボックスである。

　密着した姿勢でくっついていると、ドキドキしてしまうのも仕方ないだろう。

「ちゃんと自分の事とか、私達たちの事とか思い出せるかどうか心配なんでしょ？」

「まあ、な。三度目は上う手まい事思い出せたから良かったものの……次も上手く思い出せるかどうかは、ちょっと自信がない」

「記憶って曖あい昧まいだもんね。だから、記憶操作のエキスパートである魔女さんが、ちょこっと手伝ってあげるね？　ちょっと中腰になって？」

「お？」

　言われるがままに、背中をガラスに預けて中腰になる。

「よいしょっ、っと。ちゃんと支えてね？」

　そんな俺おれにのしかかるように、キリカは自分の体を密着させてきた。

「わ、わっ、き、キリカ？」

　俺の動揺っぷりに対して、キリカは何も言わない。

　潤んだ瞳ひとみで俺をじーっと見てきて、俺の頬ほおに片手を添えると。

　そのまま顔を近付けてきて……。

「……んっ」

「っ!?」

　俺の唇……のすぐ横に、口づけをしてきた。

　俺がほんのちょっと。ほんのちょっとだけでも顔を動かせば、すぐに唇のキスになる。

　キリカの唇の柔らかさや、息遣い。髪のいい香り。肌の温かさが凄すごく身近で。

　頭の中が真っ白になりそうになった。

「……魔女のキスは……とても熱いんだよ……？」

　ささやき声が耳にぞくぞくする。背中がざわざわと騒いで、なんだか足が震えた。

「モンジ君が何かしたくなったら……好きにしていいんだからね？」

　それは甘い、甘い誘惑だった。こんな状態でしたくない男がいたら、それは神か仏だ。

　キリカはそのまま、俺の首筋にキスをして……。

　首の下に、長い口づけをした。

　そこが、とても熱くなると同時に、たまらない気持ちが溢あふれる。

　震える手でキリカを抱きしめて、その唇を貪むさぼりたくなる。

　その華きや奢しやな体を自分の腕の中で、自由に扱えたらどんなに気持ちいいだろう。

　そんな獣じゆう欲よくに支配されそうになった。

　だが。

　――頭の中に、詩し穂ほ先輩の不安そうな顔が浮かんで。

　おかげで、なんとか踏みとどまった。

「サンキュー、キリカ……こんな衝撃的な事、絶対忘れそうにない」

「ふふっ、そうでしょ？」

　本当に小悪魔というか、魔女というか。

　意図して男心を弄もてあそんでいるのだとしたらずるい話だが。

　……キリカが本気だとしたら、ずるいのは俺おれの方なわけか。

　ああ、この衝撃は確かに、忘れられそうもないな。

　首筋が熱くて熱くてたまらない。

「えへ、キスマークを作っちゃった」

「え、マジで!?」

「うん、ここのトコ」

　キリカが指で突付く。

　ガラスに映る俺の、首筋に赤いアザが出来ていた。

「うわあ、なんかこう、大人おとなの階段登った気分だ！」

「ま、いたずらはこれくらいにして……」

「い、いたずらされちゃったんだな、俺」

「正にそういう事だね。嫌だった？」

「いや、嫌じゃないが……死ぬほどドキドキする」

「ふふっ、純粋だなあ、モンジ君は」

　クスクス笑うキリカの、その唇がとても艶なまめかしい。

　キスマークと言えば浮気の代名詞なわけだが……これは許されるのだろうか。

　そこまで考えて、詩し穂ほ先輩だったら「わぉ、ダイタンだね！」くらいで済まされそうな辺り、俺はまだまだ先輩に届いてないなと寂しくなったのだった。

「ま、忘れられない秘密の思い出を作ったところで」

「お、おう」

「それじゃ、眠らせるよ？」

「あ、そっか……そうだな」

　今はキリカのラブラブ攻撃に悩む時ではなく『妖精の神隠しチエンジリング』との対決の時間だった。

　意識をしっかりと持ち直して、キリカに向き直る。

「って、近い近いっ」

「ふふっ、モンジ君の反応は可愛かわいいなあ」

　予想外にキリカの顔が近過ぎて、うっかり「ちゅっ♪」としたくなった。

　ほんとに弱いな、俺！

「瑞みず江えちゃんに怒られるからこれくらいにしとこっと。そんじゃ、目を閉じて」

　一いち之の江えに怒られる理由はやっぱり不純だからだろうか、なんて考えつつ。

　言われた通りに目を閉じると、キリカの髪の香りとは別の、甘い香りが漂ってきた。

　途端に、頭の中がぼーっとしてきて、何も考えられなくなる。

「……気をつけてね」

「おう」

　眠りに落ちる瞬間、キリカの心配そうな声を聞いて。

　俺おれはそのまま意識を失った。



◆2010-??-??T??:??:??　"Nightmare"



　不意に目を覚ました場所は、物静かな和室だった。

　なんとなく、いい夢を見ていたような気がする。

　だけど、それがどんな夢だったのかはまるで思い出せない。

　体を起こしてみると、妙に体が軽い。

　頭はすっきりしている。

　目覚めは良好のようだ。

　改めて確認する意味もこめて辺りを見回す。

　ふと、障子の向こうが気になった。

　そういえば、こないだ……ご飯を食べた後。

　何かあったような……？

「あの……」

　控えめな声がかかって振り向くと、そこにはいつも通り彼女がいた。

　濡ぬれたような黒い髪が艶あでやかに輝き、着物姿が似合っている。

　ただひとつ違うのは、そこに浮かんでいる顔が普段の優しく穏やかなものではなく。

　とても……寂しそうな表情だった。

「どうかしたのか？」

　心配になって尋ねてみると、弱々しく首を振る。

「いえ……どうして、来てくれたのかなと思いまして」

　おずおずと俺を見る上目遣いに含まれているのは、罪悪感だろうか。

　いつだって彼女は俺に優しくしてくれた。

　いつだって彼女は柔らかく接してくれた。

　俺が喜ぶ事をするのが嬉うれしい、そんな態度だった。

「いや……うん？　どうして、って言われても困るけどな」

「そう……ですよね」

　再び俯うつむく少女。

　俺はその場から立ち上がって、そんな彼女の前まで移動した。

　驚いたように俺を見上げる少女の目を見て、はっきりと告げる。

「だけど、そんな寂しそうな顔を見に来たんじゃないのは確かだ」

「……ほんとう、スケコマシさんなのですね」

　少女の頬ほおがほんのりと赤く染まる。

　それだけで満足しそうになったが。

　そうだ、俺おれはここに、何かをしに来たのだ。

「だから、良ければ話してくれないか？　君が悲しんでる理由をさ」

「記憶……ないんですよね？」

　言われて納得する。

　今の俺は自分が誰だれなのか、ここがどこなのか、何をしに来たのか。

　一切合切全く解わかっていない。

「ああ、全く思い出せないな」

「なのに、どうしてそんなに自信満々なんですか？」

「それは多分……」

「多分？」

「君が悲しそうな顔をしている事に比べれば、俺がどんな状態かは些さ細さいな問題とみた」

　そう、多分それが『俺』だ。

　目の前につらそうな女の子がいるなら、自分の状態は一いつ旦たん置いておく。

　もちろん、気にならないわけではないが、どうしても女の子の方が気になるのだから仕方ないだろう。

「ほんとう、貴方あなたは今までここに来た人達たちとはまるで違いますね」

「あれ、今までにもここに来た人達がいたのか」

「ええ、そして……四度目には、あちらにお連れしていたので」

　障子の方を見る。

　……俺はあの先を知っている気がした。

　確か、ちょっとした廊下があって、庭が一望できる窓があって。

　その先は――。

「そして貴方も……ここに来たからには、連れて行かないといけません」

「連れて行く？」

「そうです。ここではないあちら側の世界。もう、戻れない場所に」

　連れて行かなければいけない。

　だから彼女はこんなに苦しそうなのだろう。

「それが私の」

　少女は俺の手をぎゅっ、と握って。

「『神隠しのロア』としての役目だから」

　ポロッ、とその瞳ひとみから涙が落ちた。

　――ロア。

　その言葉には聞き覚えがある。とても重要で、忘れちゃいけない言葉のはずだ。

　だけど俺おれはそんなものよりも重要なものを見てしまった。

　女の子の涙。

　これを見た男がする事なんて決まっている。

「俺が助ける」

「え？」

　体は勝手に動いていた。

「あっ……」

　その細くて、柔らかい体を俺は抱き締めていた。

「俺が君を助ける。多分、いや……絶対。俺はそのためにここに来たんだ」

　その頭を自分の首元に抱き寄せると。

　固くなっていた彼女の体から、力が抜けていった。

「そんな事……でも……」

「出来ないか？」

「はい。だって私は……『神隠し』だから」

『神隠し』……きっとそうやって、今まで何人もの人を『あちら側の世界』に連れて行ってしまったのだろう。もしかしたら、連れて行きたくない人だっていたのかもしれない。それなのに、彼女は……『神隠し』だからという、ただそれだけの理由で、嫌々やっていたのだとしたら。

　それは、とても苦しくてつらい事に違いなかった。

　そして同時に、怒りもこみ上げてくる。

「認められないからな」

「え？」

「君が、『あー神隠し楽しい！　消してすっきりしたー！』って言うのじゃなきゃ、俺は向こう側に行くわけにはいかない」

「えっ？」

「だって、毎回誰だれかを連れて行く度に……きっと君は泣いてたんだろ？　そんで、今回は俺を連れて行ったら、また泣くんだろ？　そんなの認められるわけない！」

　強く断言し、その身をさらに強く抱き締める。

「あぅっ……」

　苦しそうな声が零こぼれたけど、気にしていられないほどに。

　胸が。そして、彼女の頭を抱き寄せた首筋が熱くなっていた。

「……強引な……人だったんですね……」

「っと、すまん。苦しかったか？」

「いえ……こんなに強く誰だれかに抱き締められたの初めてでしたけど……」

　思えば、とんでもない事をしているもんだ。

　こんな美少女を、いきなり苦しくなるまで抱き締めてしまうなんて！

「あ、いや、これは……」

「ふふっ……うん、でも、本当にありがとうございました」

　少し落ち着いたのだろう。小さく、涙声だけど笑ってくれる余裕があった。

「でも……本当にごめんなさい。私は、貴方あなたを連れて行かないと……」

「困る事情があるんだよな？」

「……はい」

　それも予想していた事だった。

　誰かを連れ去る事に涙するほどの女の子が、それでもやっていた事なのだ。

「解わかった、ならこうしよう」

　俺おれは彼女の体を解放すると、そのまま障子に向かう。

「え……そっちは……」

　解っている。

　この先に向かうと、俺は消えてしまうのだ。

　だが。

「君が連れて行くんじゃない」

　そして障子に手をかけると。

「俺が行くんだ！」

　その障子を、開け放った！



　瞬間、目の前に広がったのは――あの村の風景。

『富ふ士じ蔵くら村むら』――俺が脱出した、あの村だった。

　脳がズキンと痛む。

　ここがその村だという事は思い出せても、まだ自分の事は解らないままだ。

　つまり、それだけこの『四度目の夢』の効果は確実性が高いのだろう。

「あははっ、まさか自分から消え去ろうとするとは思わなかったよ？」

　その声にも、もちろん聞き覚えがあった。

　見れば、窓の外に赤いワンピースの少女が立っている。

　この声は……前回、ご飯を食べた後に聞いた声。

　いや、その前にも会った事がある。

　名前は思い出せないが……何な故ぜだか体が凄すごい震えそうになり、とても怖くて厄介な存在だと教えてくれていた。

「い、いいや、俺おれが消えなきゃいいだけだろ？　そ、それで『神隠し』は終わりだ」

　震える体をなんとか頑張って押さえながら、その赤ワンピの少女に告げる。

「そう上う手まくいくかな？　自分の名前も思い出せないのに？」

　自分の事を思い出せない。

　自分についての何もかもが思い出せない。

　これがつまり忘れ去られて『消える』という事なのか。

　と、いう事は。

「逆に考えれば『自分を思い出す事が出来れば消えない』んだろ？」

　声に向けて尋ねると。

「あはははははは!!　そんな事、今まで出来た人はいないのに？」

　とても大笑いされた。

　振り返ると、着物の少女は酷ひどく不安そうに俺を見ている。

　――今まで出来た人がいないのに出来るはずがない。

　今の言葉はそういう意味だ。

　それはつまり、出来た人がいないという事実なだけで。

　出来ない、と言い切ったわけではない。

「……そうか」

　俺は不敵に笑う。

　どこかで聞いた情報がなんとなく頭に浮かぶ。

　彼女はおそらく『嘘うそ』をつかない。

　本当に出来ないのなら『誰だれも出来ない』と語ればいいだけで。

　彼女は『出来た人はいない』と答えただけなのだ。

　つまり。

「俺が最初の一人になればいいだけだよな」

「ふふっ、そう？」

　あくまで楽しむような声がする。

「じゃあ、やってみるといいよ!?」

　赤ワンピの少女が右手を挙げると。

「や、やめてー!!」

　いきなり、真っ黒な穴が俺の真下の床に開いて。

「きゃあっ!?」

「ちっ！」

　慌てて駆け寄ってきた着物の少女を咄とつ嗟さに抱き締めて。

　――俺おれ達たちは、その暗黒の中に飲み込まれたのだった。
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　そこは純粋に真っ暗な場所だった。



　目を開いているのか、閉じているのかも解わからないほどの暗黒。

『自分』という存在が消えてしまったような感覚に囚とらわれる。

　試しに手を動かそうとしてみたけれど、そもそも手の動かし方が解らない。

　自分に『手』があるのかも解らない。

　自分が立っているのか、寝ているのか、浮かんでいるのかも解らない。

　ただそこにあるのは『何もない』微睡まどろみだけで。

　何かをする気力や、考える意志がどんどん削られて。

　ぼんやり、と何もかもが曖あい昧まいになっていく。

　……なるほど。これが『消える』という事なのか。

　なんとなく『死後の世界』があったらこんな感じなのかな、と思う。

　もっと絶望とか恐怖に包まれるかと思ったのだけど。

　そういった感慨すら湧わかなくなる。

　もう何も考えなくていい、もう何も気にしなくていい。

　体を動かす事も出来なければ、感じる事も出来ないのだから。

　このままぼーっとしていれば、本当に何もなくなって。

　これが『消失』という事なのかもしれない。

　ああ……どんどん心というものが零こぼれ落ちていくのが解る。



　――ただ、残念な気持ちだけがずっとあった。



　彼女を救い出す事が出来ない。

　それがとても……残念だ。

　どれくらい残念かと言えば、胸を掻かき毟むしりたくなるくらいに残念だ。

　せめて今だけでいいので、胸を掻き毟るために手が復活してくれないか。

　そんな意味もない事を考えてしまうくらいに。

　……そう『彼女』。

　あの和室でしか会えない少女。

　いつもはにかむように笑ってくれた彼女を思い出す。

　そして、その瞳ひとみから零こぼれ落ちた……。

「って、そうだ！」

　声が出て、意識がはっきりしてきた。

　そうだ俺おれ。何忘れてんだ。あの涙をなんとかするのが先だろ。

　何まったりと『わーい消えようー』とか思ってるんだ、俺のバカ！　ハゲ！

「いや、ハゲではない」

　自分の心の中の悪口に自分でツッコミを入れると、ようやく意識が落ち着いてきた。

　落ち着いてみると、自分の体が温かくて柔らかいものに触れているのが解わかる。

　まだ、体はあったのか、という気持ちと。

　その温かいものが何か、というのは思い出せた。

「おいっ！」

　そうだ。彼女は、この暗黒空間に一緒に飛び込んできたのだ。

　本来なら俺だけが消えるであろうこの空間に来るなんて。

　そんなの、自殺行為以外のなにものでもない。

「あ……良かった。消えて……ませんでしたね……」

　弱々しい声はすぐ胸元から届いた。

　どうやら俺は彼女に抱き締められている状態らしい。

　体に伝わる温ぬくもりがそれを把握させてくれたおかげで、ちゃんと意識を保っていられる。

「どうして、飛び込んで来たんだ？」

　思わず尋ねてしまう。

「……その……」

「うん？」

「初めて……抱き締めてくれた人を……失うのが怖かったんです」

　…………思わず感動して泣きそうになった。

　人生で初めてモテた！　みたいな感動。

　いや待て、俺は記憶を失っているだけで、本当はモテモテかもしれない。

　しかし、そう思い直しても虚むなしさしか浮かばなかったので、きっと感動が正解だったのだろう。思い出せたとしても、大変つらい人生しかないのかもしれないな。トホホ。

　……さておき、さておきだ。

「サンキュ。危うく消えるとこだったぜ」

「忘却は永遠の安らぎとも言います。本当はそのまま消えてしまった方が、貴方あなたは気持ち良かったのかもしれませんが……」

「何言ってんだ。君みたいな子を抱きしめている方が気持ちいいに決まってるだろ」

「あ……」

　照れたような反応。

　そしてもじもじしたような身じろぎ。

「……恥ずかしい、です……」

　そして困ったような嬉うれしいような呟つぶやき。

　う、初うい々ういしい……！

　どうしてかは解わからないが、俺おれの感動はかなり大きかった。

　まるで普段から、例えばきっつい事を言ってくるドＳ少女や、優しいんだけど小悪魔過ぎる少女や、明るいんだけど思わせぶりな少女や、潔癖症でクールな少女しか身の回りにいないかのような気分だ。あくまで例えばだが。

　それと、ツンツンしているけど気楽に話が出来る少女、というのがいたような気がして……不意に、それがこの子じゃなかったか？　なんて思いが過よぎる。

　だけど、この子は清せい楚そで可か憐れん、控えめで大人おとなしいタイプの子だ。どうしてそんな事を思ったのかが解らない。記憶を取り戻せば、解るのだろうか？

「しかし……どうしたものかな、これは」

　真っ暗な空間は、結局何も改善出来ない。

　この少女の温ぬくもりを頼りにして自我を保とうとしても限度があるだろう。

　むしろ意識がハッキリしたせいで、時間の感覚を失っていた事に気が付いた。

　つまり、ここにきてどれくらい経過したのかが解らない。

　或あるいは、もうとっくに何日も過ぎているのかもしれない。

　さっきまでの、意識も曖あい昧まいなままたゆたっていた時間がどれほどのものだったのか。

「くそっ……」

　自分の事さえ思い出せれば、なんとかなると思っていたのだが。

　ここまで難しいとは思いもよらなかった。今後は、記憶喪失の物語を読んだら、どれだけ記憶を取り戻すのが大変なのか、共感して読む事が出来そうだ。

「すまないな、助けるつもりだったのに、助けられた」

「いえ、なんと言いますか……」

「ん？」

「こうして抱き合っているだけで、幸せなもので……」

　俺の中でお嫁さんにしたいランキングの上位に喰くい込む勢いだった。

　いや、きっと記憶を取り戻したら、上位ランカーだらけのはずだ。

　それまで決定戦は我慢しよう。うん。なんでか、背中の辺りもぞくぞく寒い事だし。

「な、なら、いいのかなぁ……？」

　心臓がやたらドキドキしているのが解る。つまり、俺の体はとても健康状態だ。

　それだけ解わかれば安心だ。うん。

「ふふっ、でも……恋人さんに悪いから、これ以上は遠慮しておきます」

「いや、恋人は……いたような記憶がないな……」

　そもそも記憶がなくなっているのだから、そんなのは解らないのだが。

　なんとなく、俺おれにはそういう対象はいないような気がする。

「そうなんですか？　だって……」

「ん？」

　少女が、俺の首筋を人差し指でなぞる感触があった。

「ここに……キスマークが」

　言われた瞬間。



　ずぐんっ!!



　頭を、ガツーンとハンマーで殴りつけられたかのような衝撃が走った。

「ぐぅっ!?」

「ど、どうしたんですか!?」

　首筋が熱くなる。

　まるでそこに炎でも生まれたんじゃないかってくらい熱い。

　だが、それ以上に脳が焼き切れるんじゃないかってレベルで熱い！

「あ、あ、あ、あっ!!」

　脳の血管の中に、無数の蟲むしがざわざわと這はいずり回っているかのように激痛が走る！

　脳細胞の細胞という細胞に、熱くておぞましいモノが取り憑ついて、その熱で脳を内側から噛かみ千切るんじゃないか。そんな勢いだ。

「ど、どうしたんですかっ！」

　心配そうに叫ぶ、泣き声がもの凄すごく遠くから聞こえる。

　脳の激痛のせいか、その声がぐわんぐわんと響いては、頭の傷口に唐辛子でも塗り込んだかのようにさらなる刺激を与えてくる。

　待ってくれ。そんなに叫ぶと、痛みでどうにかなりそうになる。

　いや、もうどうなってもいいから、この苦しみから解放してくれ！

　気を失いそうな苦しみの中。

　ぎゅうううう、と前から強く強く抱き締めてくれる感触があった。

　そして、背中から励ますかのような熱さがあった。

　――そうか、これは。

　思い出すために必要な苦しみなのだ。

『出来ない』を『出来る』にするための痛みなのだ。

　だったら、これに……。

「負けられ……るかよおおおおぉぉ!!」

　目の前の彼女を抱き締める。

　背中の熱さを信じる。

　頭を駆け巡る激痛さえも頼りにする。

　そうだ。

「俺おれは…………！」

　眠る前に、熱いキスをしてくれた少女を思い出す。

「俺は……！」

　いつだって、背中を守ってくれる少女を思い出す。

「俺は!!」

　そして、そんな二人を自分の物語にした。

　俺自身を思い出す！

「『１０１番目の主人公ハンドレツドワン』、一いち文もん字じ疾風はやてだあああ!!」

　絶叫した瞬間。

　頭の中で何かが弾はじけたような、そんなイメージと共に。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれの視界は白くなり……。



「きゃあっ!?」

　詞し乃のちゃんの悲鳴がすぐそばで聞こえた。

　ガシャアアン！

　派手な音でガラスを割って、詞乃ちゃんが窓の外に弾はじき飛ばされていた。

　そのまま庭石にぶつかって、ぐったりと倒れてしまっている。

「え？　だ、大丈夫か？」

　今のって俺がやったのか？

　女の子を突き飛ばしたみたいな気分になってうっかり声をかけてしまう。

「詞乃ちゃんにも優しいんですね？」

　俺に抱きついている……というか、俺が抱き寄せている少女がじと目で俺を見ていた。

「あ、いや、ほら、美少女に優しいのは男のサガというか……」

「むー……」

　いかん、なんか記憶が戻った瞬間から修羅場な気分だ。

「あはっ……？」

　だけど、詞乃ちゃんは庭の石に手をついて、ゆっくりと立ち上がった。

　その顔は……これまた、大変嬉うれしそうである。

「まさか本当に、自分の事を思い出せるなんて……どんなカラクリ？」

「あ、いや……」

「私がキスマークに触れた瞬間に苦しみだしましたよね？」

　ツンツン、というよりは指先でちょっと強く刺すみたいに少女が首元を突付く。

　……キスマーク。直後の激痛。これは、まさか。

「モンジ君はやっぱり女の子を抱き寄せたりしたかぁ」

　聞き慣れた声がして、俺は辺りを見回した。

「え、キリカ？」

　途端に、またも首筋の辺りがやたらと熱くなり。そこから赤い光の粒が、まるでシャワーのように無数に零こぼれ出した。

「そうなるかな、と思って首筋に仕込んだんだけど……ビンゴでもちょっぴりジェラシーな気分になっちゃうものだね」

　その中から、ぼんやりとした姿が実体化していく。

「よいしょ、っと」

　そして、その不思議な光のシャワーが収まると。そこにはキリカがひょっこり現れた。

「ここが夢の中かぁ、そして君が『神隠しチエンジリング』ちゃんで、……あっちが噂うわさの『人食い村カーニヴアル』朱あけ井い詞し乃のちゃんかな？」

『神隠しチエンジリング』ちゃん、と言われた着物の少女は目をパチクリとさせる。

「え、ええと……キリカ、さん？」

「へえ、ちゃんと表の音ね央おちゃんの情報は得てるんだね。そりゃそうか。そうじゃなきゃ、モンジ君の事を狙ねらえないもんね」

　キリカは訳わけ知り顔で色々確認していた。

「ええと、キリカ？」

「あはっ、痛くしてごめんね、モンジ君。でも、浮気男の罰としては軽いよね？　直前まで私とあんなにラブラブだったのに、夢の中に入った瞬間にそっちの『神隠し』ちゃんとイチャイチャしてたんだもん」

「うげっ、み、見てたのか？」

「うん。そのための刻印だったからね」

　キリカは俺おれの首筋に人差し指を当てて。くす、と笑ってウィンクした。

「ちなみに、頭の中を駆け巡っていたのは、私の小さな小さな蟲むし達たちです」

「ひいいいいい!?」

　魔女の刻印怖いな!?

　思わず頭を掻かき毟むしりたくなる。

　まるで蟲が駆けまわるような感触だと思っていたけれど、リアル蟲でした。

　そう思うだけでさぶいぼが全身を駆け巡りそうだ。

　そうだった。キリカは大量の蟲を色んな形で使える、おっかない魔女だったのだ。

「でも……やっぱり『神隠し』ちゃんの『ロアのセカイ』の中だと、あんまり本調子にはなれないなあ。モンジ君に送り込んだ私の情報因子が少ないっていうのもあるけど」

　ジジッ、とまるでノイズが走るみたいな音と共に、キリカの体が一瞬歪ゆがむ。

　……どんな状態なのかいまいち解わからないが、とりあえず。

「魔女すげえんだな」

「魔女だからね」

　つまり、そういう事なのだと理解した。

「っていうか、やっぱり『神隠し』の……音央、なのか？」

　キリカの言葉からすると、この着物少女イコール音央という事らしいが……？

「えっと、その……」

　困ったように視線をきょろきょろさせ、頬ほおを染め、おたおたしている。

　確かに顔立ちと、体つきはいかにも音央なのだが。

　あまりにも態度が違うのでどうしてもあのツンツン娘と一致しない。

　便宜上、俺もキリカを見習って『神隠しチエンジリング』って呼ぼう。

「へえ、『神隠しチエンジリング』はこれでいいんだ？」

　それまでキリカの様子を観察していた詞し乃のちゃんが『神隠し』に尋ねる。

　びくっ、とその肩が震えた。

「『神隠し』が消えちゃうと……『あの子』も消えちゃうのに？」

「あ……う……」

　その言い方にピンときた俺おれがいた。

　つまり、この『神隠し』はその『あの子』を消さないために神隠しをしていたのだ。

　自分から進んで『神隠し、楽しいです♪』ってタイプではないと思っていたが。

　やっぱり、そういう理由があったんだな。

「つまり、『あの子』が消えなければ。もう嫌々『神隠し』しなくて済むのか」

「あははっ！　まあ、そうだけどね？」

　詞乃ちゃんの言い回しは、まだ何かあるような感じだ。

　そもそも、あの子っていうのは、どの子なのだろう？

「モンジ君達たちは、ちゃんと『妖精の神隠しチエンジリング』と向き合わないといけないみたいだね」

　キリカが俺の前に立って、のんびりと告げる。

「それって、この『神隠し』の事じゃないのか？」

「あはっ、それを考えるのも、私達の『主人公』の役目だよ、モンジ君っ！」

　やっぱりまだ何か俺のやるべき事がある。そういう意味なのか。そしてモンジ君『達』という事は、俺の隣の『神隠し』も、なのだろう。

　何かを尋ねようと思った時には、もうキリカは詞乃ちゃんの方に向き直っている。

　詞乃ちゃんも、興味津々でキリカを見つめていた。

「へぇ、初めまして、魔女さん。もしかして魔女さんが相手してくれるんだ？」

「うん、初めまして。貴女あなたは『百物語』じゃないっぽいから……」

　キリカの手に、赤い粒子みたいな光が集まって……。

　そこに、大きな、百科事典みたいな『本』が現れる。

「いただきまーす、しに来ました」

「いただきますされに、じゃなくて？」

　にこやかに笑っている詞乃ちゃんに、にこやかに笑っているキリカ。

　……互いに強力なロア同士。

　笑顔なのはどちらも自分自身の存在の強さを信じているからなのだろうか。

「さ、モンジ君。『あの子』を『神隠し』ちゃんと一緒に探してきて？」

「あ、おう……任せていいんだよな？」

「もちろんっ」

　キリカはその分厚い本を掲げて、親指を立ててくれる。

　……その赤い表紙からは禍まが々まがしい雰囲気すら感じられて、背筋がぞくぞくした。

「じゃあ、頼んだキリカ！」

「うんっ。頼まれたっ」

　俺おれは黙りこんでしまっている『神隠しチエンジリング』の手を引いて。

　その庭から、外に出たのだった。
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『神隠し』である少女を連れて、俺は村の中を歩いていた。

　気がつけば陽は沈もうとしている。

　……最後に音ね央おを見た、あの日みたいな真まっ赤かな夕暮れに包まれている。

　辺りの景色は確かに『富ふ士じ蔵くら村むら』なのだが、あの時のような禍々しさを感じない。

　どちらかと言うと田舎特有ののどかで落ち着いた空気というか。

　安心出来るような、ホッとするような。だけどどこか物悲しい……。

　そんなノスタルジックな雰囲気だった。

「あの時、なんとなくデジャヴだったのは、夢でこの村に来てたからだったんだな」

「はい。おそらく、私の心と既に同調していたからだと……思います」

　あの時一緒にいたから、ではなく。あくまで夢の中の存在として語る『神隠し』。

　――やっぱり、この少女は俺の知っている『音央』ではない気がした。

「てっきり、音央が眠っている時の存在が君なのかと思っていたけどさ」

『妖精の神隠しチエンジリング』というのは、正に音央とロアが夢でチェンジしているんじゃないか、みたいに単純に考えていたのだが。

「………………」

　この沈黙した顔を見る限り、そんな簡単なものではないらしい。

「音央……なんだよな？」

　少なくとも呼び方をどうしようかと思って、俺はその名前で呼んでみる。

「はい……それは、間違いありません」

　やっと返事があったが、それでも彼女の顔は浮かないままだった。

　それは、どちらかと言えば……悲しんでいるのではなく、悩んでいる顔。

　俺に話してくれるまで、待った方がいいんだろうか。

「でも、貴方あなたの知っている『音央』とは別人です」

「……そうなんだな」

「はい。……疾風はやてさんは、それでも……私を救おうとしてくれるのですか？」

　疾風さん。その当たり前の呼び方に違和感を感じてしまうくらい、俺はモンジ呼ばわりに慣れてしまった感があった。トホホ。

「救うのは当然だ」

「結果、貴方あなたの良く知る『音ね央お』が消えてしまったとしてもですか？」

　……どういう事だ？

　当然、そんな事はさせたくないし、したくない。

　だが、彼女はやけに深刻そうな、難しい顔でそう告げたのだ。

　つまり……この『神隠しチエンジリング』を救うという事は、あの音央を消すという可能性があるのか。

「解わかりました……彼女のもとに、案内します」

『神隠し』は俺おれの手を引いて、村から遠ざかる道を歩き始めた。

　その背中が、どうしてか悲壮な決意を秘めているように見える。

　今日は女の子の手をよく握る日だな。

　そんな風ふうに思いながらついていくと……。

　彼女が俺を導いた目的地も、また同じ場所だった。

　――山の道路脇わきにある、電話ボックス。

　さっきキリカとドキドキ体験をした場所だが、今はそこに先客がいた。

　あれは……。

「小さい頃ころの、音央か？」

　あのツインテールは小学校時代からしていたのか、なんて思いつつ。

　そこには、いかにも勝気そうな小学生時代の音央がいた。

　自分を守るように膝ひざを抱えて、ただひたすらじっとしている。

「これは私の記憶です」

『神隠し』が呟つぶやき、細めた視線で俺を振り向いた。

「ああやって……ずっと、朝が来るのを待っていたのか」

　そろそろ日も落ちて、辺りは真っ暗になりつつあった。

　電話ボックスを照らす電灯と、月明かりくらいしか灯あかりはなく。

　あんな小さな子では、とてもじゃないけど歩いて帰れなかったのだろう。

「大好きな担任の先生にプレゼントを買った帰り……プレゼント代ピッタリしかお金を持っていなかった私は、財布の中に一円も入っていませんでした。だから……隣町から、歩いて帰るしかなかったんです」

　隣町といえば、月つき隠がくれ市しの事だ。俺達たちの町では売っていないような物があそこにはあり、大きな買い物になるとそちらに行くしかない。そして境川を渡るか、それとも山道で向かうか、という二択でしか月隠市との行き来は出来ない。

「気がついたら、この道に迷いこんでいました」

　さっき、俺もキリカに連れられていたから気付いたのだが。

　この山道は、山越えをするルートがいくつかあり、一本間違えてしまったらどんどん深い山の中に入っていってしまうのだ。

　小学生の足で一度そっちの方に行ってしまったなら……まだ明るいうちにここまで戻って来られた音ね央おの判断は間違っていなかったのだろう。

「ああ……もしかして、このラジオって」

　俺おれはポケットにＤフォンと一緒に入れておいた『三度目の夢のお土産』を取り出す。

「はい。結局渡す事が出来なかったプレゼントです」

「え？　そりゃまた、なんで」

「…………担任の先生は、もう…………『神隠しチエンジリング』に遭あい、消えてしまいました。いえ。私が消しました」

　見ている風景が変わる。

　ここは……小学校の教室だろうか？

　雑然とした机、壁に色々ある張り紙、教室の後ろにある棚……いかにも賑にぎやかな小学校の教室で、小さな生徒達たちが、ワイワイと音央の周りに集まっている。

「おわっ！」

　生徒の男の子がぶつかってきそうになって驚いたが、その姿は俺をすり抜けた。

「記憶の投影です」

「凄すごい立体映画みたいなものか……」

　ロッカーや本棚に触れようと思っても手がすり抜ける。

『ほんとよ!!』

　と、小学生の音央が叫ぶのを聞いた。

『ほんとに、プレゼントを買ってきただけなんだから！』

『じゃあなんでそのプレゼントを持ってないんだよ!?　しかも吉島先生の誕生日はもうとっくに過ぎてるぜ!?　いい加減な事言って本当は誘拐されたんじゃないのかー？　お前、本当は音央じゃないんじゃないかー？　なあ！』

『うきーっ！　殴り倒す!!』

『ひぃぃ！　ご、ごめんなさーい!!　調子に乗りましたぁー!!』

『泣いても許さないわよー!!』

　音央が男子にいじめられるシーンかと思いきや、力押しでなんとかするシーンだった。

　安心したやらなんやら。男子の首根っこを掴つかんで、女の子に宥なだめられているのを見て思わず笑いそうになる。やがてやってきた教師に宥められていた。

「お巡りさんに保護された私は、疲労とか検査で色々あって、一週間ほど学校を休みました。そして、その一週間のうちに『担任』の先生は……『神隠し』に遭いました。なので、あの教師は元々副担任だった先生です」

「『神隠しチエンジリング』か……もしかしてあの音ね央おもその先生の事を忘れてしまっているのか？」

　担任が変わった事を微み塵じんも疑問に感じていない様子の音央。

　担任のために買ったプレゼントは、どこかに失くしたらしく。

　辻つじ褄つまの合わない所を、持ち前の強引さで納得させていったのだろう。

「あの子は何も知らないままです。全すべて、私の判断です」

『あの子』……その言い方で確信を得る。

　つまり、今見ている音央と、ここで語っている『神隠し』は別人なのだ。

「『神隠し』に遭あった人は消えます。疾風はやてさんも体験した、あの真っ暗な場所で気持ち良く自我と共に全ての感覚と存在を忘れていくのです。そして……」

　見ている音央が、すくすくと成長していく。

　楽しそうに、笑いながら、幸せそうに。

　強気な性格のせいもあるだろう。悲しい事があってもへこたれる事なく、立ち向かう姿勢で挑み、なんとか頑張って生きていた。

　そんな様子を、こちらの音央は母親のような包みこむ視線で見つめている。

　――まるで、自分の全てを託すかのように。

　だけど、音央の記憶には不自然な点がちょくちょくあった。

　例えば、小学生時代の音央は両親と一緒に暮らしていたが、今は当たり前のように親しん戚せきと一緒に住んでいたり。さっき音央にちょっかいをかけていた少年や宥なだめていた少女は、次の学年になると全く現れなくなったり。中学時代にあいつが憧あこがれていた先輩も、すぐに記憶に登場しなくなっていた。そして音央本人は、その人物達たちがいない事をまるで当たり前のように受け止めて、平和に楽しく過ごしている。

　……いや。ちょっと待て。

　いなくなっているって事は、もしかして？

「……『神隠し』か？」

「いなくなった方達の事はみんな私が覚えています。ですが、『あの子』は覚えていません。……きっと知ったら、あの子の性格なら」

「強気を装っているだけで、基本はヘタレだから……壊れてしまいかねない、か」

「はい。あの子が頼りにしたり、気に入ったり、淡い想おもいを抱いたり、依存したり……逆に嫌ったり、腹を立てた人物が『夢』に出ます。そしてその夢は……その人も見る夢で。……私が、『神隠し』に遭わせる形になります」

　一瞬、胸の中に熱い気持ちが湧わき出した。

　これは悲しみとか同情とかそういう優しいものじゃない。

　きっと怒りだ。

「なんでだよ……！」

　あいつは普通に、楽しく、明るく生きているだけだ。

　ごく普通の女の子として。本当は弱いくせに強がって。

　なのに、あいつが大事に思った人はみんな消えていく事になっちまう。

　しかもその事をあいつが覚えていないなんて……。

「そうしないと、あの子は消えてしまうからです」

　淡々と、感情を押し殺して『神隠しチエンジリング』が告げる。

　そうしないと消えてしまうなんて、まるでロアじゃないか。

　こっちの『神隠し』が消えてしまうなら、解わからなくもないが……。

　……………………いや、待てよ？

「もしかして」

　俺おれは着物姿の少女を見た。

　彼女も、俯うつむく事なく、俺をじっと見つめていた。

「『神隠し』をしないと。消えてしまうのは、君じゃなくて……」

「はい。あちらの音ね央おです。だってあの子は……」

　辺りの風景は俺も知っているものになっていた。

　俺達たちの高校の、生徒会室。

『怖いにゃー』

　詩し穂ほ先輩が、眉まゆを下げつつ机の上にくったりしていた。

『何がですか？』

　音央が資料の整理をしながら尋ねる。

　他ほかの生徒会メンバーも不思議そうに先輩を見ていた。

『神隠しがこの町で起きてるんだって。やっぱりまたモンジくんに相談しようかにゃー』

　にゃーにゃー言っている先輩可愛かわいいな！　というのと。その口から俺の名前が出た事が嬉うれしくて仕方ないが、今はそれを喜ぶのは後回しにするとして。

『モンジに？』

　音央は作業の手を止めて先輩を見た。

『そ、モンジくん。とっても頼りになるよね？』

『あいつ……ですか。確かに、アホですけど……まあ、頼りにはなる……かな？』

　音央は俺の事を思い出すように呟つぶやいた。

　そんな彼女を、先輩や他の生徒会メンバーがニヤニヤと見ている。

『おやおや～、音央ちゃん、もしかしてモンジくんの事……？』

『うえ!?　ち、違います！　なんであたしがあんなスケコマシの事！』

『あれあれ、モンジくんって一いち途ずじゃないのん？』

『あ、あいつはスケコマシです！　絶対！　女の子とすぐ仲良くなりますしっ』

『ふ～ん……じゃあ音ね央おちゃんも仲良しなんだろうね。明日、相談してみてくれるかな？　例の『神隠し』の噂うわさを調べてーって』

『会長の口からお願いした方がいいと思うので、あたしは連れて来るだけにしますね』

『うんうん、それでいいよ！　ありがとねん♪』

　……そして、こないだの朝に繋つながるわけか。

「この日、貴方あなたを強く意識した音央は、貴方の夢を見ました」

「それで、俺おれは君に会ったってわけか」

「……はい」

　スケコマシだった覚えはさらさらないだけに、そこは否定したいのだが。

　もっと早く……俺が一いち之の江えと会う前にこの状況になっていたら。

　俺はきっと消えていただろう。そう考えると薄ら寒くなる。

　――だが本当に、『今』で良かった。

「俺さ、あいつが俺の夢を見てくれた事が嬉うれしいよ」

「そうなのですか？　だって、あの子が貴方を想おもわなかったら……」

「想ってくれたから、こうして二人とも助ける事が出来るんだろう？」

「二人とも、助ける……？」

「ああ。だから今、あいつがいる場所に案内してくれ」

「……ですが、あの子は……事実を知ったら、きっと……」

「大丈夫だ！」

　俺は『神隠し』の手をぎゅっ、と握り締める。

「っ」

「大丈夫だ。音央は……俺の知っている音央はとことん弱い！」

「え……？」

　本当ならここで『強いから大丈夫』と言って安心させてやるのがいいのだろうけど。

　それは逆だ。

「弱いから強がるんだ。弱いから負けないように頑張るんだ。あいつは……弱いから。だからきっと、どんな真実にも立ち向かおうとしてくれる。もし、倒れそうになったら、いつだって俺が助けてやるつもりもある。俺の仲間達たちだって助けるだろう。だから、絶対に大丈夫にしてみせる！　そしてお前も助ける！　こんなクソッタレな空間じゃなくて、外に……出してやる!!」

『神隠し』の大きく見開いた目に、大粒の涙が溜たまっていき……。

「……疾風はやてさん……助けて、くれるんですか……？」

「俺は『主人公』だ。泣いているヒロインをみんな助ける役だからな！」

　きっぱり言い切ってやると。

『神隠しチエンジリング』はそのままポロポロと涙を落として。

「解わかりました……貴方あなたに……託します」

　目を閉じ、俯うつむいて、呟つぶやいた。

「『妖精庭園フエアリーガーデン』」



　直後、辺りは茨いばらの壁に囲まれた美しい広大な庭園になっていた。

　花壇には色とりどりの花が咲き乱れている。

　そして、中央のアーチの先……一番奥の壁に。

「音ね央お……」

　制服姿の音央が、まるでお姫様みたいに茨の中に捕まっていた。

「あの子はあの日、自分が見ている夢が貴方を消すかもしれないと思って……自分の存在を無意識のうちに放棄しようとしました。それ以来、ずっとここに逃げていたのです」

「それでも、俺おれの夢を見てしまったって事か。ったく……」

　絶対に「助けて」と言わない気の強さ。

　だからこうやって想おもいが溢あふれてしまうのだ。

　俺みたいに素直に生きればいいものを、と思うが……まあ、そのツンツンした天邪鬼あまのじやくな部分こそが音央のいいところなのだろう。

「さて、じゃあ……行くかな」

　俺が一歩、踏み出そうとした瞬間。

「あ！」

『神隠し』が叫んだ瞬間、両サイドの壁からシュルシュルと茨の蔦つたが伸びてきた。

　それが俺の進みを阻むかのように、俺の前でうねうねしている。

「どうして来たのよ」

　音央が目を開けて、睨にらみつけてきた。……この蔦を操っているのは音央なのか。

　そして、この阻みっぷりからすると、俺には近付いて欲しくないという事らしい。

「誰だれかさんが俺の夢を見たからじゃないか？」

「ぅぐっ、それは……」

「冗談だ。友達が、しかも美少女が困っていたら助けるのは当たり前だろ？」

　目の前のうねうねを気にせずに歩き出そうとしたら。

「あ、危ない！」

『神隠し』の叫びと同時に、そいつらがいきなり俺の両腕に絡みついてきた。

　茨の刺とげがジャージ越しに肌に食い込み、鋭い痛みが走る。

「来ないで！」

「まぁ……お前ならそう言うよな」



    

  









    
      　そんな痛みを気にする事もなく、俺おれはそのまま歩き始めた。

「疾風はやてさん！　この『妖精庭園フエアリーガーデン』は……彼女の心の中です！　何者も踏み入らないように、固く閉ざした絶対の空間……疾風さんを外敵とみなしたら、無限の茨いばらに襲われます！」

　なんか格かつ好こいい名前だと思ったら、そんな効果がある場所だったのか。

　茨に閉ざされた女の子心の中だなんて、いかにもツンツンした音ね央おらしい。

「ああ、解わかった！」

　外敵とみなすならみなせばいい。そんな思いのまま、さらに一歩、足を踏み入れる。

　シュルシュルと伸びてきた茨がさらに腕に食い込んでいき、傷を作るが……。

　こんなもの、さっきの頭の痛みに比べれば大した事はない！

「いや……やだ、来ないでよ!!」

「なんかこう、暴漢みたいな気持ちになるからそういう言い方やめようぜっ」

「う、うっさいバカ！」

　さらにシュルシュルと俺の腕や足、体に絡みつこうとしてくる蔦つたを、まるで気にせずズカズカと歩く俺。その都度、腕が切れて、頬ほおが切れて、足が切れて、胸が切れたが、こんな痛みは全く気にならない。――それくらい、俺は多分……怒っていたのだ。

「っ、バカっ、ち、血まみれになってるじゃない！」

「それをしたのもお前だろ？」

　意地の悪い言い方だと思う。音央は唇を噛かんで、そして泣きそうな顔で俺を睨にらんだ。

「どうしてよ！　どうしてそこまでして、あたしなんかを！」

「なんかって。ファンがいるくらい有名な音央様じゃないか」

「なんかはなんかよ！　あたしが、あたしが、みんなを消したかもしれないんでしょ？」

　後ろで『神隠しチエンジリング』が息を飲むのが解った。

「先生も、パパも、ママも、お友達も……みんなみんな、あたしが夢を見たせいでいなくなっちゃったんでしょ!?　そして、モンジも……！」

　音央は、気付いたのだ。……いや、薄々感じていたのかもしれない。

　自分の身の回りの大事な人がいなくなっていけば、そりゃ違和感も残るだろう。

　いくら『世界』が上う手まい事修正したとしても、心にある欠落まで綺き麗れいに埋める事は出来ない。それに……音央は覚えていたのだ。

　夢を見て、その人と一緒に過ごした、という事を。

　楽しく過ごして、そしていなくなったら悲しかったという気持ちを。

　記憶は調整出来たとしても。気持ちまで『世界』は弄いじれなかったのだ。

「だから、だから消えてしまえばいいのよ……あたしなんて……あたしなんて、いなくなっちゃえば、いいのよ!!」

　さらに近付こうとした俺に、両サイドの壁だけでなく四方八方の壁から茨の蔦が伸びてきた。これ以上一歩たりとも進ませないと言うかのように、念入りに、凄すさまじい力でぐるぐると俺おれに絡みついてくる。

「だから……だから、来ないで、モンジ……あたし、気付いたの」

　ポロポロ、と大粒の涙がその瞳ひとみから零こぼれる。

「あたし……あたしは、本物の音ね央おじゃないのよ」

　その瞬間。

　辺りの全すべての茨いばらが。庭園の花々が。全て真しん紅くに染まった。



『妖精の神隠しチエンジリング』。

　それは、妖精が人間の子どもと妖精の子どもを入れ替えるという話だ。

　一晩、行方不明になった音央は、まるで『別人のようになった』そう言われた。

　そう、その噂うわさこそが今回の本当の原因。

　無事に帰ってきた音央は『妖精』で。

　本物の音央は『妖精の国』にいる。

　それが実現してしまったのだ。

　つまり、みんなの前で明るく過ごす『薄い茶色の髪』をした、アイドル的存在である『音央』こそが『ロア』であり。

　――『本物の音央』は……『神隠しチエンジリング』として夢の中でずっと過ごしていた方だった。



「どうして偽物のあたしのために、あたしなんかのために、ずっとずっと……本物のあんたが、本物のくせに『神隠し』なんてやっていたのよ!!」

　泣きながら絶叫する音央。後ろからも、ひっくひっくと泣いている声も聞こえる。

「それは……だって……」

「だって、何よ!!　大好きな人、大事な人を消し去ってまで、なんであたしみたいな化ばけ物もののために人を消したりしてたのよ!!」

　俺を挟んでの、音央と音央の喧けん嘩か。

「それは……貴女あなたは、私の希望でしたから」

　涙声で告げる『神隠しの音央』。

「き、希望？」

　――そう、多分、希望だったのだ。



　二度と人間の世界、外の世界に出る事が出来ないと理解した音央は、夢の中からずっと『妖精』の事を見続けていた。同一人物である以上、好きになる人も嫌いになる人も一緒だったのだろう。

　だから、消える前に。せめて気分を良くしようとしていた。消えてしまうのだから、せめて心穏やかなままいなくなるようにしていた。……喪失の痛みは、自分が負えばいい。妖精は、何も知らずに明るく楽しく過ごしてくれればいい。

　そう、諦あきらめるしかなかったのだ。

『妖精』はロアだから、噂うわさがなくなってしまったら消えてしまう。

　でも、彼女は何も知らない……自分の事を『音ね央お』だと思っているから、誰だれかを消したりする事も出来ない。もしかしたら『妖精』が消えれば自分は元の世界に戻れるのかもしれない、と考えた事もあった。だけど、出来なかった。

　――何な故ぜなら『妖精』は自分の思い描く最高に素敵な人生を、楽しそうに歩んでいたのだから。そして、その楽しさと喜びは、自分の中にも流れていたのだから。

　だから、そんな彼女を生き延びさせるためには――自分が人を消すしかない。

『神隠しチエンジリング』として、人を消し続ける事でしか『妖精』の存在を維持させられない。

　あの明るい笑顔を絶やさないために。

　自分の分身……自分自身の『希望』を絶やさないために。

　少女は『神隠し』という鬼になる事を選択したのだ。

　それがこの『妖精の神隠しチエンジリング』という都市伝説――だと言うのなら。



「ふざ、けるな!!」

　思わず大声で叫ぶと、二人の音央は同時に息を飲んだ。

「うおおおおお!!」

「ちょっ、待ちなさい、流石さすがにそれは、無む理り矢や理り引きちぎったら……！」

　かなり大量の、大きな刺とげが肌に食い込んでいた。

　このまま無理矢理俺おれが歩いたら、大事な血管すら傷つけてしまうかもしれない。

　だけど、それがどうした！

「俺は、怒っているんだぞ、音央！　どっちの音央もだ!!」

『っ!!』

　やはり同時に息を飲む気配を感じる。

　刺が瞼まぶたに刺さり、それも気にせず俺は顔を突き出した。

　刺が手首に刺さり、それも気にせず俺は腕を振った。

　刺が首筋に刺さり。それも気にせず、俺は足を踏み出した。

　途端、真しん紅くの蔦つたに俺の血がさらに降り掛かる。

「や、やめてモンジ!!」

「やめて下さい、疾風はやてさん!!」

　前と後ろからかかる悲痛な叫び。

　いつもの俺おれなら、女の子にそんな声を出させた瞬間に謝ってしまうだろう。

　女の子は笑顔じゃないといけないな、と常々思っているからだ。

　だが。

　今の俺は腸はらわたが煮えくり返っている状態なので、そんなもの気にしていられない！

「間違っているとは言わないが、気に入らないんだ!!」

　かなり血まみれになっているのが自分でも解わかる。

　なんだか貧血でぼんやりしそうになる意識を、沸騰した頭で押しやる。

「自分が消えればいいとか、自分がつらい目を負うとか、そういうのはスッキリしないだろ！　音ね央おは音央らしく『うっさいバカ！』って堂々としてろよ！　お前のボインを期待してる男の子は俺だけじゃないんだぞ！　女の子にもファンがいるって理り亜あが言ってたんだ！　人に求められているのに、勝手に消えようとすんなバカ!!」

「なっ……あ、あんたに言われたくないわよ、バカ!!」

「『神隠しチエンジリング』の方の音央もバカだ！　自分が犠牲になればいいとか、そんなん意味ねえ！　本当は自分も外に出たかったんだろ!?　音央と一緒に、笑顔で過ごしたかったんだろ!?　なのに何諦あきらめて達観してんだ、バカ!!」

「っ……一緒に、なんて……それが出来ないから……！」

「出来る!!」

　俺は断言する。

「俺がやってやる！　だから諦めるな!!　二人とも、自己主張するのは胸だけじゃなくて、ちゃんと自分の本心を言え!!」

　そう、本心だ。

　本当の気持ちを聞かない限り、俺は止まる気はない。

「う、うるさい、うるさい、うるさいいいいい!!」

　さらに大量の茨いばらの蔦つたが俺に襲い掛かってきた。

　万力のように絞めつけてくる強力な蔦。刺とげは既に鋭利な刃と化している。

　それは俺の全身を包み、巻き取ろうとしてきた。

　だが。

　俺は『全身』を巻き取られる事はない、と知っている。

　さっきから……いや、ずっとだ。

　感じている背中の熱さがあった。

「あ、あの……疾風はやてさん？」

　背後にいる『神隠し』は気付いたようだ。

　完全に『外敵』を排除するはずの『妖精庭園フエアリーガーデン』がその部分にだけ影響していない事に。

「どうして疾風さんの背中は……茨に包まれていないのですか？」

　彼女がその疑問を発した瞬間だった。



　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！



　突然、着信音がけたたましく鳴り響く。

　二人が驚いている間に、そいつは勝手に鳴り止やみ、



『もしもし、私よ』



　Ｄフォンからそんな電子音声っぽい声を漏らしていた。



『今、貴方あなたの後ろにいるの』



「っ!?　貴女あなた……」

　音ね央おが驚いて息を飲む。

　同時に俺おれの背後には、ピッタリと寄り添う彼女の感触。

　それが、俺が感じていた熱の正体。夢の中だろうがどこでも現れる少女。

　それは、そう、紛れもなく。

「一いち之の江え！」

「わ、私の夢を見るなんて……いやらしいっ！」

「いやいやいや。あれ、そうなるのか？」

　今のこれは夢の中。

　つまり、一之江がいるのも夢の中という事になるわけで。

「しかも、胸のでかい女の子二人と一緒なんて！　いやらしいっ！」

「いやいやいやいやいやいやいや」

　確かに、二人の音央はどちらも同一人物なのでスタイルがいいわけだが。

　一之江はスタイルを非常に気にしているのか？　もしかして。

「そんな小ネタはどうでもいいのですモンジ」

「うむ、いてくれたんだな」

　一之江はどうも、登場シーンでは小ネタを挟まないと気が済まないようだ。

　シリアスな空気が意外と嫌いなのかもしれないな。

　おかげで沸騰していた俺の頭も冷えてくる。

「え、い、一之江さん……なんですか？」

「はい。ナイスバディに変身した一之江です。これでトリプルボインですね」

「え、え？」

　すっかり動揺している『神隠しチエンジリング』の音ね央お。

　妖精の方が無言になっているのは、一度この登場を見た事があるからだろう。

　まあ、うろたえるのも無理はない。

　一いち之の江えはロア状態になっているからって、別にボインになっているわけではないのだから。もとい。彼女のテリトリーであり『何者も踏み入らないように、固く閉ざした絶対の空間』である『妖精庭園フエアリーガーデン』に『別の存在』が入る事などなかったのだろうから。

　だが、一之江は。

『月つき隠がくれのメリーズドール』はいかなる空間にもやってくる。

　俺おれを『殺す』まで、絶対に、どこにいても逃してはくれないのだ。

「しかし……早朝にキリカさんとイチャイチャしたと思ったら、夢の中で本物の音央さんとイチャイチャし、んでもって今は妖精の音央さんとイチャイチャするために説得中ですか……節操ありませんね、ほんと」

　茨いばらではないチクチクとした痛みが俺の背中に何度も突き刺さる。

　どうしてだろう。茨の刺とげは大して痛くないのに、この刃物は妙に痛い。

「……そんなわけで手伝ってくれ」

「うわっ、否定しやがりませんね」

　ハァ、とため息が背後から聞こえた。

　……ずっと俺の背中を守ってくれている少女に感謝と申し訳なさも浮かぶ。

「それで、どうしますか」

　一之江はあくまでいつも通り、冷静に尋ねてきた。

「この本物の音央さんを私が殺せば『神隠し』は滅び、既にみんなに認識されているあちらの『音央』さんが戻って来ます。私には『確実に抹殺する』という逸話があるので、例え神隠しだろうが神だろうが殺してみせます」

「……ああ」

　こいつがそう断言するのは、より『そう在る』ためなのだろう。

　だから彼女は何だって殺してみせる。自分が強いロアであるために。

「ですがその場合、ご本人であったこの方はもちろん消滅です。跡形も、記憶すらも誰だれの中にも残りません。――もっとも、この方が消しまくった方々にしてみると、ある意味当然の結末ではあります」

　一之江がわざと煽あおっているのが解わかった。

　俺はギリギリと歯を食い縛って、その『罪』に頷うなずく。

「ちなみにこの方を殺さずにここを出た場合『神隠し』は残り、あちらの『音央』さんはまたこの事を忘れ……また『神隠し』が発生。事件はいつまでも続くでしょう」

「……そうか」

　前の音ね央お、後ろの音央。

　どちらからも苦い気持ちが伝わってくる。

「どちらにしますか？」

「解わかってて二択にするのはよそうぜ、一いち之の江え」

「解っていたから二択しか出したくなかったんです」

　苦笑を含んだ言葉を交わし合う。

　一之江も俺おれもとっくに決めていた。

　それなのにこんな確認をしたのは、ほとんどわざとだ。

　……自分達たちの決断がどういう意味を持つものなのか。

　それを互いに確認するための、儀式みたいなものだ。

　だから俺は、口を開いた。――三つめの選択肢を突きつけるために。

「なあ、二人とも」

「……はい」「……何よ」

　同時に前後から聞こえる返事。

「お前らも俺の物語にならないか？」

　それは。俺がこの夢に入る時に決めていた事だ。

「少なくとも、どっちかを選ぶとか。どっちも選ぶとかはもう俺には出来ない。音央は……ああ、こっちは妖精の方な。お前は、なんだかんだ言って友達だし、一緒にいて楽しいし、お前にバカって言われると、何な故ぜかでへへ、としたくなるんだよ」

「……バカって言われて嬉うれしいなんて、ヘンタイなんじゃないの……バカ……」

　弱々しい返事を聞いて、やっぱりニヤニヤしたくなる。

「んで、黒髪の方の音央は……俺にすげえ優しくしてくれたしな。そんな子がまたずっと一人きりになるのとか、マジで許せないんだ」

「でも、それは……貴方あなたを消してしまうための優しさで……」

　いつだか、赤ずきんちゃんの話をしたのを思い出した。

　甘い言葉で安心させて、獲物を一思いに食べた狼の話。

　だが、誰だれかを騙だますための優しさだったとしても、優しくされた事実は残るのだ。

　その時嬉しかったという気持ちは……嘘うそじゃない。

　例え裏切られると解っていても。それが嘘じゃないなら、それでいい時だってある。

「助けて欲しかったんだろ？」

「………………」

「俺は、どんなに悪い子だろうが、とりあえず助ける。償いとか、罰とか、そういうのは……消えたり、死んだりとかする事じゃない。その気持ちを持って、後悔したり苦しんだり反省したり、悪夢に苛さいなまれたりしながら、ずっと生きていく事だ」

　それをしない『ロア』みたいなオバケもいるけれど。

　この音ね央おは人間で。

　あっちの音央は人間と同じ感覚を持っている。

　なら、どっちだって……ちゃんと罪を背負って償っていけると。

　俺おれはそう信じたい。

「ご飯も美お味いしかったしな。俺は、俺に優しくしてくれるヤツの事は基本的に大好きだ」

「私は……貴方あなたも……消すつもりだったのに……っ」

　ひく、ひくっ、と泣いている声がする。

　……とんだ泣き虫さんだな、本物の音央は。

　そして、俺はやっぱり……女の子の涙には弱いのだ。

「優しさってのは、された方が感じるものであってだな。キリカなんか見ろよ。すげえ優しいけど、当人の中では全部計算だぜ？」

「………………」

「一いち之の江えなんか見ろよ。なんだかんだ優しいけど、それは自分が消えない為だし、自分のロアの話を強くする為でもあるんだぜ？」

「まあ、そうですが。それに気付いているのに、貴方はキリカさんや私の優しさを信じていたりするのですね」

「そりゃ、どっちも俺にとって大事な物語……大事な子だしな」

「このハーレム野郎」

　一之江の憮ぶ然ぜんとした物言い。しかし、不満はいくらか軽くなっている。

「一之江、頼む」

「……仕方ありませんね」

　茨いばらの蔦つたは頑かたくななまでに俺を包み込んでいた。

　だが、一之江が俺の背にいる時は。

　――俺を阻むものなんて何もないのだ。

「音央、聞こえているんだろ？」

　ぴくっ、と茨に囚とらわれた音央が反応する。

　直後。

　俺は音央の、すぐそばに現れていた。

「想起跳躍リンガーベル……です」

　言葉が聞こえた人物の場所に一瞬で跳躍する能力。

　もう眼めと鼻の先に音央がいる。

　だから俺は傷つくのも構わずに茨の中に手を突っ込み。そして音央の手を握った。

「……あんたは……本当に、バカよね」

「お前もかなりのバカだけどな？」

　ニヤリと笑いかけると、音ね央おはようやく――力なく微笑ほほえんだ。

「……言いたい事、あるんだろ？　俺おれにじゃなくて、あいつに」

　俺は後ろで泣いている本物の音央を示す。

　そう。今まで音央は知られている側なだけだった。

　今初めて、二人はちゃんと向き合う事が出来るようになったのだ。

「うん……解わかった」

　音央にしてみれば『無知』という罪と向き合う形となる。

　本当は苦しいし、つらいだろうが……それでも。

　茨いばらの壁の中から自分が傷つく事も恐れずに踏み出すと。

『妖精』は初めて、本物の音央の方に歩み寄った。

「あっ……」

　近寄ってくる妖精の音央に、本物は一瞬びくっとするが。

　それでも逃げないで、ちゃんと待つ。

「……ごめんね、気付かないまんま、ずっと一人にしてて」

　妖精の音央にしてみると、言いたい事はたくさんあるはずだ。

　両親だけじゃない。他ほかにも友人達たちや、大事な人を、妖精の音央にしてみれば『勝手な判断』で消されていた相手なのだ。

　――だが、その瞳ひとみに怒りや憎しみは浮かんでいなかった。

　浮かんでいるのは、いかにもあいつらしい。強がった、笑顔だけ。

「これからは、あたしとずっと一緒にいましょ？　あたしは、ロアだけど……でも、消えたくない。あたしを産み出してくれた貴女あなたを消してまで生きていたくない」

　妖精の音央が血だらけの手を差し出す。

　その手を見て、さらに涙を零こぼす本物の音央は……。

「でも……でも、私……っ」

「……うん、多分あたしも貴女も絶対に許されないし、今後も生きていくために誰だれかを消さなきゃいけない時だってあるかもしれない。でも、なんかもっと別の方法もあるかもしれないし……悪いヤツだけ神隠しにする、てのもアリかもしれないわよ？　だから、そういうのをもう一人で決めないで……一緒に、考えよう？　あたし達が消えない方法。一緒に……仲良くやっていける方法を」

「……一緒にいても、いいのですか？」

「しゃあないもん。勝手に人消されまくったりするよりマシだし……」

　そして妖精の音央は俺達を振り返って。

「助けてくれる、超お節介な仲間もいるみたいだしね？」

　笑いながら、ウィンクをする。ああ、流石さすが雑誌モデル、アイドルのタマゴはウィンクも上じよう手ずだな、などと思いながら、親指を立てて頷うなずく。

「うっ……ひくっ……うあああああああああ!!」

　そして……泣き虫の方の音ね央おは、大泣きしながら音央の手をとると。

　その胸に顔を埋めて抱きついた。



　直後、チャリーン、とＤフォンが鳴って。



「『妖精の神隠しチエンジリング』のロア、取得だな」

　背後の一いち之の江えに告げると。



　グサッ



「痛い!?」

　何な故ぜか思い切り突き刺されたのだった。



    

  
    
      


◆章後：‥ロアとロアの対話
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◇View　Side：‥Witch of Witches◇



　飛び掛かってくる村人さんを手に持った魔道書でなぎ払うと。

　スパンッと小気味いい音と共に彼だか彼女だかは粉々の粒子になって弾はじけ飛んだ。

　……よく見ないで食べちゃったけど、ムサいおっさんだったらどうしよう。

　まあ、いいか。ここの村人ってどれも食べたんだか食べてないんだか解わからないような、曖あい昧まいでぼんやりした子ばっかりだし。

「へえ、強いね、魔女さん？」

「このくらいの、人間並みの運動能力しかない子達たちなら楽勝だね」

　これでも一応はロアである。いくら魔女という、いかにも運動能力がない存在だったとしても、ごく普通の人間には負けないように出来ているのだ。

「お？」

　その時、なんだか胸が熱くなって……体の奥底がじんわりと温かくなった。

　この感覚……優しい強さ。

　――ああ、そうか。

「モンジ君が『妖精の神隠しチエンジリング』を攻略したみたいだよ？」

　今のはモンジ君の安心した気持ちみたいなものだと思う。

　今の私と彼は繋つながっているから、そういうのも流れてくるのだ。

「へえ……彼女に名付けられたわたしは、もしかしたら消えちゃうかな？」

「どうだろうね？　村系のロアとしては残るかもしれないけれど、詞し乃のちゃん、という個性は消えちゃうかもしれないよ。『親』が別の物語に組み込まれてしまったからね」

「ふぅん……でもさ？」

「うん？」

　話しかけてきつつも、村人をけしかけてくるのを忘れない詞乃ちゃん。

　わらわらーっと順番に駆け寄ってくる村人達たちが目に入る。

　……ちょっと面倒になってきたかな、と思った私は。

「えいっ」

　パチン、と指を鳴らすと、私の周囲に蟲むし達が溢あふれた。

　今度は包ほう丁ちようを持って飛び掛かってきた小さな子がいたけれど、その村人は私に届く前に蟲にまとわりつかれて、消滅した。

　後で蟲達に血をいっぱいあげなきゃいけなくなるけど、今日は健康だから大丈夫のはず。

「『人食い村カーニヴアル』が『魔女』を退治しました、っていうのは？」

「ああ……それなら、確かに残るかもしれないね。詞乃ちゃんの名前」

　なるほど。より強くて有名なロアを取り込めば、そのロアはより有名になり強くなる。

　詞乃ちゃん自身が存在しているうちにそれが達成出来れば、可能かもしれない。

　なるほどなぁ。

「それに、魔女ってさ？」

「うん？」

「村人に囚とらわれるっていうのが、定番だよね？」

　……その言葉を聞いて、久しぶりにちょっぴり寒気がした。

　そんな私の表情を見て、詞乃ちゃんはニンマリ笑って高らかに口にする。

「『狂気の魔女狩りセーラムナイト』！」

　そう、それは私の弱点のひとつだ。

　詞乃ちゃんが手を上げるのと、私が咄とつ嗟さに逃げようとするのでは。

　彼女の方が速かった。

　直後。



　ドスッ!!



　私のお腹なかを、背中から貫いたものがあった。

　ああ、これには覚えがある。

『槍やり』だ。

　その槍に身動きを封じられた瞬間、四方八方から同様に長柄の槍が繰り出され。

　私の体に、次々と突き刺さってくる。

　とても久しぶりに、肌が裂けて、肉が貫かれ、骨が砕ける感触を覚えた。

「あっ……けほっ」

　喉のどの奥から血の塊がこみ上げてきて。

　ちょっとはしたないけど仕方なく外に吐き出す。

　直後、その槍が燃え始めた。

「あははっ！　『魔女』と『村』は相性が悪かったね？　やっぱり最期は、村人達たちによって火あぶりにされる、っていうのが決まりだしね？」

　そういえばそうなのかもしれない。

　私達ロアには相性が存在している。完全に『魔女』の『弱点』を突かれた形だ。

　パチパチと自分の肌や肉が焼けていく匂においを嗅かぎながら、懐なつかしい気持ちになった。

　昔もこうやって魔女狩りにあったりしたなあ……。

　いつの事なのか、それとも私自身の事なのかは曖あい昧まいだけど。

『魔女』というロアに刻まれている記憶が、それらを思い出させていた。

「ああ、そうだね。貴女あなたが詞し乃のちゃんじゃなくて『村』のままだったら……もしかしたら、私の魔女人生は本当に終わっていたのかもしれない」

　焼けていく視界の中で彼女を見ると。

　その笑顔は愉悦に満ちていた。

「ふぅん？　負け惜しみ？　いいよ、最期に魔女が何を言うのか、楽しみだよ？」

「そう？　じゃあ魔女らしい事を言うね？」

　私はかろうじて動く右腕を持ち上げて、焼け爛ただれた人差し指で詞乃ちゃんを示し。

「『私の他ほかにも悪魔と契約した女の子がいます』……そう、『自白』するよ」

　そう口にした。

「っ!?」

　直後、詞乃ちゃんの体にも……大量の槍が突き刺さった。

　彼女の周りにいた村人達が突然、その手に持っていた凶器を突き立てたのだ。

「え……なんで……？　コフッ」

　詞し乃のちゃんが笑顔のまま、意味が解わからないと首を傾かしげて血を吐き出す。

「詞乃ちゃんが『狂気の魔女狩りセーラムナイト』をなぞったから。魔女は魔女を増やす事が出来るの。貴女あなたが、ただの『村』の概念だったら『指名』は出来なかったんだけどね。ところが、貴女はちゃんとした一人の女の子『朱あけ井い詞乃』ちゃんだった。だから……」

「……『魔女』と勘違いされて……殺される……？」

　それでも詞乃ちゃんは信じられない、という顔をしていた。

「どうしてそんな事……ロアは……その性質上……嘘うそは吐けないんじゃないの……？」

　その通りだった。

　ハーフロアのように人間から派生したロアの場合は、意志がある以上ズルは出来なくもないのだけれど。私や彼女のように、生まれついてのオバケには制約がある。

　つまり『物語を改変出来ない』という制約。

　だからこそ情報戦や知恵比べになるのだ。通常の純粋なロアは嘘が吐けないから。

　だけど――。

「私は魔女だからね。魔女の言う言葉はどれもこれも嘘ばかり。それが私の能力……」

　私を焼いていた火が消える。

　私を貫いていた槍やりも消える。

　代わりに、詞乃ちゃんが今は『魔女』として燃やされていた。

　……ロアとロア。オバケとオバケの対決の、結末はいつだって呆あつ気け無ない。

「『魔女の口車ウイツチロア』。――ロアとしてのずるさが違ったね、詞乃ちゃん」

「あ、あは……そっか……」

「このままだと消えちゃうけど。どうする？　消えたくない？」

「え……？」

「私が食べたロアは、いつまでも私の中で生き続けるの」

　手にした魔道書が赤くぼんやりと光ると、私の傷が治っていく。

　それを見て、詞乃ちゃんは目を丸くして。

「……消えないで済むの？」

「そういうロアだからね、私」

　ほっといても、この『朱井詞乃』という『人食い村カーニヴアルのロア』は消滅する。

　何な故ぜなら。名付け主である『神隠しチエンジリング』の彼女にしてみれば、自分のせいで大勢の人を食べてしまったこのロアには残っていて欲しくないだろうから。

　でも、それは……ロア側からすると身勝手な話だ。

　私達たちは人間の噂うわさから生まれた。つまり、人間が求めたから発生したのだ。

　無意識だとしても、生み出しておいて現れたらポイするなんて。

　それはちょっと酷ひどいんじゃない？　なんて思う。

　だから私はロアを取り込む。

　私の食べたロアで、いつか人間達たちをぎゃふんと言わせるために。

　貴方あなた達が生んだ私達は、こんなにも貴方達の脅威ですよ、と思い知らせるために。

　そこに意味なんてない。

　何な故ぜなら……私は「そう」生まれてきたのだから。

　――まあ、それでも最近はちょっぴりだけ。

　そんな人間と仲良く過ごすのも悪くないかな、なんて思っちゃっているけどね。

「どうする？　詞し乃のちゃん」

「あはっ……お願いね？」

「ＯＫ！　それじゃあ……！」

　私が魔道書を開くと、そのページに記されている『ロア』が発動する。

　赤い光が周囲を走り……『五つのドア』が空中に現れて彼女をぐるりと囲んだ。



　コンコンコンッ



　そのドアを内側から叩たたく音が響き。

「花子さん達、お願いね？」



『はーい！』



　二つのドアから返事が聞こえると、三番目のドアと五番目のドアが同時に開いて。

　ザバーッ、と両サイドから詞乃ちゃんに大量の水がかかった。

「うわっ!?　トイレの水!?」

「花子さんだもの、仕方ないよね」

　詞乃ちゃんが驚いていると、開いたドアから双子のようにそっくりな女の子。おかっぱ頭で、愛らしい赤いドレスに身を包んだ『花子さん達』が顔を覗のぞかせて微笑ほほえむ。

　地面からは大量の赤い蟲むし達が、一斉に詞乃ちゃんへ襲いかかって。

　その小柄な体を一瞬で包みこむ。

　――次の瞬間には、詞乃ちゃんの体はそこになくなっていた。

「捕食完了。ごちそうさまでした」

　パタン、と開いた魔道書を手を合わせるように閉じると、ぼんやりと表紙が赤く光る。

　空中に浮かんでいたドア達も消失して、花子さん達も去っていった。

「……結構大盤振る舞いしちゃったなぁ……けほっ」

　支払う代償とか、蟲達に提供する血とかを考えて頭をかきつつ。

　ぼんやりと薄くなっていく村の風景を見守った。

　消えていく村と共に、村人達たちもまた薄い光に包まれていく。

『支配者』が消えたから、そこに囚とらわれていた人々もまた解放されるわけで。

　――もう既に死んでいる彼らは、そのまま消滅していくしかない。

「そういえば調べたっけなぁ」

　零れい時じを過ぎた瞬間に理性を失う、黒い目の死人達のお話。

　彼らの『支配者』がいなくなったら、その魂はようやく解放されるのだ、と。

　結局モンジ君や音ね央おちゃんの望む『助ける』ではないから話さなかったんだけど。

　私的には、これでいいんじゃないかなー、なんて思っている。

　ふと見ると、小さな男の子と女の子が、ニコやかに手を振って消えていくのが見えた。

　――なんとなく笑顔で手を振り返す。

　彼らは消えるというのにどうしてあんなに嬉うれしそうなのか。

　それは私には解わからない。でも、幸せそうならいいのかな、なんて思う。

　……まだまだ、色々研究したい事は山積みだ。

　人間というものについての研究。

　それは『魔女』として生きる、存在価値、ライフワークみたいなものだった。

　ほとんどの村と村人が消えた時、私の魔道書がぼんやりと光る。

「代償も嫌だけど……ふふっ『人食い村カーニヴアルのロア』をゲット出来たんだから、お釣りがくるかな？　ありがとう、モンジ君。やっぱり君といると、いい事、いっぱいだね？」

　愛いとしい愛しい彼の笑顔を思い出すと、なんだか早く会いたくなってきた。

　早くこの場所からおさらばして、また彼に会おう。

　そう思った私は、魔道書をシュッと消し去ると。



　自分もまた、この場所からさっさと退散したのだった。



    

  
    
      


◆章外：‥新たな物語の始まり



◆2010-06-14T17:30:00　"Mount Sakai Road"

◇View　Side：‥Changeling◇



　その日の放課後。あたしは思い出の電話ボックスの前に来ていた。

　無断欠席をしこたま怒られたり、心配してくれた叔父さんと叔母さんに泣かれたりとか色々あったけれど。なんとか、いつもの日常が戻ってきていた。

　――いなくなった人達たちが戻ってくる事はないみたいだし。

『神隠しチエンジリング』が名付けた『人食い村カーニヴアルのロア』が犠牲者をいっぱい出していた事も、許される事じゃないと思う。警察に自首したりして罪を裁いて貰もらいたくても出来ない。あまりに人間の手に余る事件は……こうやって、闇やみから闇に葬られていくものなのかもしれない。

　誰だれかが罰してくれれば……なんていうのはもしかしたら甘えで。

　本当は自分がずっと抱えていかなきゃいけない問題なんだと思う。

　裁かれたり、罰を受ければ楽になる。

　つまり『あたし』と『私』が選んだのは、絶対に楽になれない道なのだ。

『幸せ』になっちゃいけないんじゃないか、とネガティブに思ってしまう事もある。

　だけど、いわゆる『先輩』である一いち之の江えさんはこう言ってくれた。

「死にたくなったらいつでも殺すので言って下さい」

　……敵かなわないな、と思う。

　そういうハーフロアの先輩がいてくれたり、ロアの先輩がいてくれたりする事は、かなり恵まれているのかもしれない。この恵まれた状況で何をして、どう生きていくのか。

　そういう事を真剣に考えるのもまた……あたしの終わらない罪滅しなんだと思う。

　いや……。

『あたし達』の。

「お待たせしました」

「ううん、待ってないわ」

　見れば、あたしと同じ顔をした黒髪の女の子が立っていた。

　夢の中にいた、あたしの本体。本当の『六むつ実み音ね央お』なのだけど……。

「ほんとに良かったの？」

「はい？　ああ、名前の件ですか？」

　くす、とたおやかに口元に手を当てて微笑ほほえむ彼女は、とてもあたしの本体とは思えない。どこの記憶を引っ張ってきても、こんなに清せい楚そだった事はあっただろうか？　おそらく、夢の中でそういう儚はかなげな存在になっているうちに、定着してしまった個性なのだろう。

「構いません。今の名前も、とても気に入っていますから」

「そう……なら、いいんだけど」

　あの夢の中から出てくるために必要だったのは、彼女自身の『個体認識』だった。

　キリカちゃんが魔術的に色々やってくれたみたいで、詳しくは解わからない。

　そこにはふたつの選択肢があったのだ。

『あたし』の中で、二重人格みたいに存在するのと。

　別々の存在になって独立して存在するの。

　あたし達たちは二人とも迷わず後者を選んだ。

　それは多分……似たような理由からだ。

　キリカちゃんはニッコリと笑いながら、あたし達が二人とも『表の世界』に出られるようにしてくれた。本当に、彼女には世話になりっぱなしだ。

　他ほかにも、キリカちゃんの記憶操作やら、一いち之の江えさんのお金や組織っぽい力を使って、なんとかこの『本人』が『転校』出来るように手続きをしているところである。

　なんというか……かなりズルくさいわよね、ほんと。

『都市伝説』もかなりのズルだけど、この私の『リアル』も既にズルい気がする。

　そんな風ふうに思ってため息を吐いていると。



「へえ、助かったんだね？　お姉さん達」



　不意に、背後から声をかけられた。

　二人で振り向いてみるとそこには真っ白いワンピースを着た、小さな女の子が立っていた。白い大きな帽子で顔が隠れているのが特徴的だ。

　そして、あたしは……この子に、会った事があった。

「たしか……」

　そうだ、思い出した。

　幼い頃ころ。あたしがこの場所で一晩過ごした日。

　彼女はあの時もこうやって幽霊みたいに現れて――

『これは、いつかお姉さん達を助けてくれるお守りだよ』

　と、黒い巾きん着ちやく袋ぶくろを手渡してくれたのだ。

『もっとも、消えなければだけど』

　そんな風に言った瞬間、消えてしまった事を覚えている。

「私の名前はヤシロだよ、お姉さん達」

「ヤシロちゃん……ええと、そういえばあの時、既に……」

『お姉さん達たち』と言っていたのを思い出す。

　あたしがここで一晩明かし、それから噂うわさされ始めるまではタイムラグがある。

　だから、あの時のあたしはまだ『ただの音ね央お』だったはずなのだ。

　それなのに、あの時からあたし『たち』になる事に……気付いていた？

「ふふっ」

　底が知れない子だな、と思いつつ。

　受け取った『お守り』を、今ようやく開けてみる時だと悟った。

　中を見てみると……そこには、モンジが持っていたＤフォンと呼ばれる携帯があった。

「『８番目のセカイ』にようこそ。おめでとう、やっとお姉さん達の物語も始まるね？」

　まるで、今までの……『神隠しチエンジリング』は序章だったかのように言うヤシロちゃん。

「お姉さん達は二人で一人だから、Ｄフォンは一台しか渡せないけど。危機察知には『神隠しのラジオ』があるからいいよね」

「そういうものなんですね……」

　感心したように呟つぶやく彼女に、ヤシロちゃんは白くてほっそりした腕を伸ばした。

「良ければ、新しいお名前を教えてくれる、お姉さん？」

　彼女はビックリして目を丸くしてから、あたしを見る。

　……なんだか、双子の姉が突然出来たみたいな気分だな、と思いつつ笑って頷うなずく。

「私の名前は……六むつ実み鳴な央お。一応、音央ちゃんの双子の姉になる予定、です」

「へえ。音が鳴る、の双子ってことだね。よろしく、鳴央お姉さん」

　鳴央とヤシロちゃんが握手しているのを見ると、なんとなく和んだ。

「具現化した『神隠し』達が今後、彼と共にどんな物語を紡ぐのか――」

　ヤシロちゃんがチラリと、道路の方を向く。

「楽しみにしているね、お姉さん達」

　あたし達もそっちに目を向けると。



「おーぅい、音央ー、鳴央ちゃーん」

　モンジの声が聞こえてきた。

　と、気がつけばもうヤシロちゃんはいなくなっている。

　あたしは鳴央と目を見合わせながら頷いた。

　あたしが『Ｄフォン』を持ち、鳴央が『ラジオ』を持つ。

　二人はひとつの『ロア』なのだから、今後もこうやって役割分担しなきゃいけない。

「やっほーう！　ねおなおちゃーん！」

　見れば、会長や……それに続いて、一いち之の江えさんやキリカちゃん。

　ついでに、やたらと荷物を持たされているアランの姿まで見つけて笑ってしまう。



　――あたし達たちはこれから、みんなで『境さかい山やまワンダーパーク』で遊ぶのだ。

　考えなきゃいけない事はいっぱいあるけれど。

　だからって何かを始めてはいけないという事はない。

「おーい！」

　モンジに手を振り返してから、あたしは鳴な央おに笑いかける。

　うん。

　結局あたし一人だったら怖くて無理だったけれど。

「行きましょ、鳴央」

「はい、音ね央おちゃんっ！」

　こうして繋つなぐ手があればなんとか頑張れるんじゃないかな、なんて思う。

　あたし達は手を繋いで、二人で走り出す。

　そう、ヤシロちゃんの言葉通り。



　……あたし達二人の物語は、本当にこれから始まるのだから。



    

  
    
      
あとがき





「２巻は当初の予定と変えました！　胸のでかい子を出します！　えへへっ」

　と伝えた時に「ＯＫです、お待ちしています！　うへへ」とお返事下さった担当の庄しよう司じさんはやっぱり結構なギャンブラーではないかと思う昨今。

　こんにちは、お久しぶりです。はじめましての方ははじめまして、相変わらず好き勝手に書かさせて貰もらっているサイトウケンジです。

　ちなみに当初の予定はライバルキャラが出たり高速バトルをしたりとなんかそっちの方面だったのですが、気がつけばツンツン娘をモンジがたぶらかすお話になりました。



　こうして紆余曲折を経て完成した第二巻ですが、いかがでしたでしょうか。

　まだ中身を読んでいない方のために今回の内容を大雑把に説明すると、オカルティックでミステリックなバイオレンスラブコメディ都市伝説です。もうちょっと具体的に言うと、新キャラの六むつ実み音ね央おのスタイルの良さにハァハァしつつ、一いち之の江えにザクザクされながら、キリカに誘惑されてドキドキする。でも心はいつだって先輩にある……といいなあ、と頑張るモンジの話です。

　そういえば、一巻で一番人気だったのはキリカだったそうですね。今回もそんなドッキリ誘惑担当のキリカがニコニコハッスルしてくれているので、楽しんで下さい。一之江好きの皆さんも根気よく振り向かないように気をつけて生き延びて下さい。



　今回の表紙である音央さんですが、涼りよう香かさんから表紙案を見せていただいた際に、

『股間部分は太ももの肉で見えません。なので穿はいているかもしれないし、穿いてないかもしれません』

　という素晴らしいコメントをいただき、僕と庄司さんがドキドキしまくったのは言うまでもありません。穿いていると思いたい人にとっては穿いているし、そうじゃないと思った人にとっては穿いていない――。

　信じるもよし、信じないもよし。真実は貴方あなたの中にあるのです。と、正に都市伝説らしい表紙です。つまり表紙からしてちゃんとコンセプト通りですね。気になった方は、表紙の帯を取ってじっくり見てみましょう。本作にはパンチラ成分は含まれていませんので、こういう所で栄養補給しなければいけないのですが、パンチラどころじゃないものも結構入っているような気がしますね。イケメンの鼻血とか。



　さて、百物語を集めなければいけないのに、今回もほとんど進んでいないモンジ。果たして、これから一体どうなってしまうのか？　先輩にデレデレしながら、一いち之の江えに睨にらまれつつ、キリカに鼻の下を伸ばしているだけで本当にいいのだろうか？　今後とも、楽しみにしていただけたら幸いです。

　次回からはついに従姉妹いとこも……？　みたいに思っているので、ごく一部の「妹キター！　ひゃっほーう！」となりたい人たちはもう少しだけお待ち下さい。



　と、いうわけで今回も大量の人に感謝の言葉を連ねたいと思います。

　まずは最初から話に出まくっている担当の庄しよう司じさん。本当に、ほんっっとうにいつもありがとうございます。今回も「ほんとにこれでイケますかね？」と不安になっていた僕を「いけますて！　大丈夫ですて！」と励まして下さってありがとうございました。今後もイケメンやり手編集としてメガネをキラリと光らせて下さい。

　そしてもちろん、素敵過ぎて悶絶死しそうなイラストを描いて下さる涼りよう香かさん。一緒に組めるというだけで羨うらやましがられるほど鼻が高い思いもさせて貰もらっています。その都度「いいだろう、ふふん」と感じ悪い返事をしているかもしれませんがあまり気にしないで下さい。それと、ちょいちょい僕の性癖を見抜くのは勘弁して下さい。たくし上げとか。

　そして真っ先にチェックしてくれたり感想をくれた田た中なかくん、ちゃんとした意見と感想をくれたお嬢様、ノリノリで読んでくれた御み門かどさんに八や木ぎさん。今回もさりげなく意見をくれたＭりん、アドバイザーになってくれる代しろ瀬せさん。かーなーり、助かりました。ぶっちゃけ貴方あなたたちがいないと人前に出せないレベルになっているかも、と思うと恐怖のあまり温泉旅行に旅立ちたくなります。今後とも一緒に温泉に旅立って下さい。

　また、今回手伝って下さったホリマコトさん。すっごく助かりました。お礼がしたいのでもっと仲良くして下さい。美お味いしいご飯を食べにいきましょう。

　後はいつも一緒に楽しんでくれる榎えの本もとさんやふみおくん、主人公モンジのモデルであり著者近影にもいるれいさ、この世界観やキャラクターたちの名前を見て「あ、この名前知ってる！」「うわ、これってもしかして！」と思ってくれた一部の皆さん、本当にありがとうございます。サイトウケンジは皆さんのおかげで生きています。



　そして何よりこの本を手に取ってくださったあなたに、最大級のありがとうを。

　またどこかで見かけたら「あ、またケンジだ」と笑ってくださると幸いです。





２０１０年の秋口。ダイエットサプリを飲みつつ。サイトウケンジ



    

  
    
      　著者

　サイトウケンジ

　　ラブ、コメディ、バトルをこよなく愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。

　　ＰＣゲーム、メインライターとしての代表作に『青空の見える丘』『あかね色に染まる坂』『祝福のカンパネラ』がある。

　　イケメンとクール娘とお茶目娘さんが大好物。

　　好きな食べ物はハンバーグ。



　イラスト

　涼香（りょうか）

　　東京在住の変態紳士を夢見るイラストレーター兼原画家。

　　代表作は『花×華』（電撃文庫）、『あかね色に染まる坂』『星空へ架かる橋』（ｆｅｎｇ）等。



    

  
    
      １０１番目ハンドレツドワンの百物語２



著者名……サイトウケンジ

発行者……三坂泰二
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